















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　灰色の世界の中に、少年が立っていた。

　薄暗い部屋の中に、天窓から差し込む光が舞うほこりをきらきらと輝かせる。地下に造られた石造りの広間ホール──輝き舞うほこりの向こう側の壁に、禍まが々まがしい像画イコンが飾られ、ねじれた矛のような紋章が刻まれていた。

　その中に蠢うごめく幾人かの人間らしき者たちは、その輪郭を影と溶け合わせて人数も判然とはしない。すべてが灰色の景色の中に、その心さえも塗りつぶしてひとつの大きな獣のごとく、手を、足を、動かし、少年を取り囲んでいた。

　少年の髪は赤みがかった黄金色ゴールド。明るい色の騎士服に緋ひ色いろのスカーフを纏まとったその装よそおいは、単一色モノクロームの世界にあってその弾はじけるような生を主張した。

　少年がその躍動するような表情で周囲を見回し、口を開く。

「さぁて、ここからどうするつもりだい？　邪教のクサレ使徒どもよ？」

　高いトーンで発せられる挑発的な言動は、灰色の人影たちを威圧するのには充分だった。影たちが口々に、言葉を発する。

　邪教徒──人類文明の仇きゅう敵てき、魔王とその騎士・魔人卿ダイモンロードを真の神と崇あがめ、信奉する人間たち。不満や不安を心に抱く者たちが、そこに付け込まれて魔人卿ダイモンロードの手下となった──

「殺せ……」

「帝国の犬は殺せ……」

「我らの神のために……」

　そう言いながら邪教徒たちは、その濁った目に怒りを漲みなぎらせる。しかし、少年に襲いかかろうとする者はいない。

　わかっているのだ、敵かなうわけがないと。

　この薄暗い広間ホールを埋め尽くす、自分たち信徒が全員でかかっても、この少年を討ち取ることはできないと。

　なぜなら、その少年は──

「超ちょう魔ま覇は天てん騎き士し団だんナンバー11・『不死の王ノーライフキング』のカルゲルド様を殺せるかどうか……さっさと試してみたらどうだ!?」

　少年の言葉に応じる者はいない。依然として、「殺せ」と呟つぶやく声ばかりが聞こえてくる。

　だが、少年──カルゲルドは知っていた。

　力のない者を侮あなどってはならないことを。

　それはカルゲルド自身が一番よくわかっていることだからだ。

　破壊の神を奉じ、帝国の転覆を目論もくろむ邪教徒──邪よこしまなる者たちだとはいえ、自分の命を塵ちりほどにも思わず捧ささげるその信仰は脅威だった。

　だから自分がこの場に来たのだ。皇帝の代理人、人類を守る剣たる超ちょう魔ま騎き士しのひとりが。

「来ないのなら、こちらから行くぜ……！」

　カルゲルドが足を踏み出すのに呼応して、邪教徒たちが騒然とする──と、その中からひとつの声があがった。

「臆するな！　我らの血は流る転てんの神へと捧げられる！　我らの死は必ずや、魔人卿ダイモンロードがその者の血で贖あがなうであろう！」

　気勢を上げる年配の男に呼応し、影の男たちが声をあげる。

「殺せ！」

「超魔騎士を殺せ！」

「帝国の犬に死を！」

　狂気が奔流となり、地下にある広間ホールのほこりをさらに巻き上げる。それはいつしか熱狂となり、信者たちを駆り立ててカルゲルドに向かい、殺到させた。

「死ねぇーっ！」

　若い男が手にした短剣ダガーを突き出した。その刃がカルゲルドの脇腹を抉えぐり──

「……むんっ！」

　カルゲルドは剣を抜き、男の短剣ダガーを叩たたき落とす。しかし、殺到する信者たちは折り重なるようにしてカルゲルドに向かい、全方位から刃を突き出した。

　喧けん噪そうが広間ホールを支配する。先ほどまで畏れの中で圧力を高めていた信者たちの殺意が、カルゲルドを出口として一気に噴出し、狂気の奔流を生み出していた。幾重にもなった輪の外側から、届かない刃を必死に振るいながら、影の男たちはもはや言葉にもならない雄お叫たけびを口々に喚わめき散らした。




　──ガオン！




　突如として、広間ホールに鳴り響く音があった。

　それはカルゲルドが立つ祭壇前とは反対側、後方の壁の扉が、金属製の枠ごと弾けた音──その向こう側から細身の男が、扉を破壊し広間ホールに踏み込んできた、その音だ。

「……一網打尽と参りましょうか、邪なる信徒の皆さま？」

　白い手袋をはめたその手で、口元の髭ひげを整えながら男は言った。

　邪教徒たちは振り返り、男を見る。同時に、男の左手が上がった。

「私は超魔覇天騎士団ナンバー５・『非神兵』のヴィット。神を信じるのもいいが……私の身体からだに、その祈りは届きません」

　ヴィットと名乗ったその超魔騎士は、片眼鏡をかけたその目の上の眉を動かし、言った。その左腕が開き、金属に覆われた内部構造から砲口が現れる。

「……慈悲を」

　ヴィットがそう呟くと共に、左腕の砲口が唸うなりをあげた。連続音と共に、射出された雲うん霞かが信者たちへと襲いかかった。




　──数十秒も経たったころ。広間ホールの中に蠢いていた影は消え失うせ、ただ床に伏せ呻うめきをあげる人々だけがあった。

「……はあ、地味な任務だぜ」

　カルゲルドがため息をつく。騎士服はところどころ、傷を負ってはいるものの、その身体には血の一滴もついてはいない。

「なにを言うのですか、不死の王ノーライフキングよ。これもまた超魔騎士の務め」

　ヴィットが口元の髭を整えながら言う。

「内偵を続け、ようやくこのアジトを突き止めたのです。なれば、邪教徒たちをなるべく殺さず捕らえ、そしてその背後を洗い出すことが肝要。だからあなたの力が必要とされたのでしょう？」

「それはわかってるけどさぁ」

　カルゲルドは口を尖とがらせた。

「やっぱり超魔騎士たるもの、巨大な敵との戦いが花道！　もっとこう、魔人卿ダイモンロードとかと派手なバトルをさ……！」

「魔人卿ダイモンロードが現れる時は帝国に不幸が訪れる時。それを望むのは紳士のすることではありません。口を慎みなさい」

「ああもう、わかってるって！　硬いなぁヴィットのおっさんは！」

「騎士たるもの、慎み深くて困ることはありません」

　そう言ってヴィットは懐ふところから櫛くしを取り出し、丁寧に髪の毛を撫なでつけた。カルゲルドは再び口を尖らせ、「それもわかってる」と呟いた。

「……心配しなくとも、戦いの時は訪れます。我々が望まなくとも、ね」

　ヴィットはそう言って櫛をしまい、広間ホールの出口へと向かった。外から入れ替わりに、駐留の騎士団が駆け込んできた。




















１．新人騎士と仕事と任務









　戦いの時がまさに訪れていた。

「こっち、エール５杯追加！」

「竜りゅう月げつ鳥ちょうの燻くん製せいひとつくれ！」

「おおい、香辛料入りスパイス薄焼き小麦・ピアダはまだかい!?」

　ここは宿屋「一いっ角かく熊ぐまのねぐら亭」、１階の酒場。帝都でも屈指の美味と評判のグルメスポット──らしい。そして、年に一度の建国祭を明日に控えたここ最近は、観光客と商人とで帝都はごった返し、この店にも客が押しかけていた。

「ミヤ！　裏から酒さか樽だる持ってきてくれる？」

　皿を下げて来た俺に、リネットが声をかけた。リネットはアルジウラの村からこの宿にいつも野菜を運んできているが、建国祭の間だけ臨時の住み込み店員をしているのだ。仕事には慣れているし、俺とも顔見知りだしちょうどいいってことで、女将おかみさんが半ば無理やり引き込んだのだった。

　俺はリネットに答えて言葉を投げ返す。

「６つくらい持ってくればいい？」

「適当に！」

　女将さんがジョッキにエールを注つぎながら、こちらを見もせずに言った。

「だって」

　苦笑をこっちに向けるリネットに「わかった」と答えて、俺は裏手へと向かう。

「メエェ」

　宿の裏庭に繫つながれた羊のミミが、忙しく働く俺を気遣うように鳴いた。

「はいはい、ありがとね」

「メェェェ」

　俺はミミの頭をひと撫でした。ミミは心地よさそうにまた鳴き声をあげる。俺がこの宿に住み込むことが決まったあと、リネットが連れて来たのだ。まあ、羊乳もとれるしってことで、ミミは俺と一緒にこの宿に居い候そうろうということになった。俺はもふもふとしたその羊毛の感触を味わったあと、酒樽の方へと向かう。

　裏口の軒下に積み上げられた酒樽は、ひとつが俺の身体ほどもある大きさだ。それをひとつ、ふたつ、と両肩に３つずつ抱え上げ、酒場の中へと運び込む。

　俺が姿を現すと、客たちから歓声があがった。

「出た！　ミヤの酒樽運び！」

「ちっこい身体でいつもながら見事なもんだ！」

「あ、どーもどーも」

　やんややんやと囃はやし立てる常連の酔客たちにつられ、一いち見げんの観光客たちも盛り上がる。俺はそれを尻目に酒樽を降ろした。たぶん、彼らは俺のことを、念動力キネティックか身体強化ブーストの魔術遣いだと思ってるんだろう。女将さんに聞いたところ、そうした力の持ち主が用心棒を兼ねて酒場で働くのは珍しいことじゃないらしい。

　この帝都では、ある程度の魔力を誰もが持っていて、皆その力を活いかした仕事についている。魔力が高ければ高度な魔導器ガジェットも使いこなせるし、平民でも出世することができるという。もっとも、魔力の高さは遺伝的な要素が強く、高い魔力の持ち主は大体貴族や騎士の家系なのだけど。

　だから──本当は俺が、魔力ゼロの「素す民みん」だなんて誰も思っていないようだ。たぶん、女将さんも気がついていない。まあ、俺にとってはどっちでもいいことなんだけど。

「どっちでもよくはないわよ」

　カウンターでひとり、くだを巻いている女性が顔を上げた。

「なんであんたはまだこんなところで働いてるの、ミヤ君？」

　かなり酒の入った様子の赤い顔で、金髪を搔かきむしりながらその女性が言う。

「こんなところで毎日のように飲んだくれてる女騎士さんにそう言われても……」

「うっさいわね！　いいのよ休日オフなんだから！」

　そう言いながら、女騎士デイムディーヴィ・リエルは目の前の料理にかぶり付いた。

「ディーヴィさん、はい、エールのお代わりと……あとこれ、水ね」

　そう言ってリネットが、カウンターの上にジョッキを２つ置いた。

（まさかこの人が、「世界最強」の一角だなんて誰も思わないだろうな）

　俺は店の中をちょっと見回しながらそんなことを思う。つい先日の、魔獣の群れによる帝都襲撃事件では、魔人卿ダイモンロードを単騎で撃退して帝都を守った英雄のはずなんだけど。

「まあ、俺も人のことは言えないか……」

　俺は左手の手首を見た。母の形見の華きゃ奢しゃな腕輪と、並んでそこにつけた腕輪。そこに刻まれた白と黒の六天星──世界最強の騎士団の一員である証あかし。

「ミヤ君！　こっちお願い！」

　女将さんが俺を呼ぶ声がまた響く。

「今行きまーす」

　俺は答え、そちらへと駆けていった。




　夜半に差し掛かり、酒場の忙しさもいち段落したころ。客席に残るのは酔いつぶれた客ばかりとなって、大量の洗い物だけが厨ちゅう房ぼうに残された。ちなみに酔いつぶれた客の中には金髪の女騎士も含まれている。

　女将さんも大将も椅子に座り、自分たち用に注いだエールを傾けていた。リネットもその隣に座らされている。

　俺はひとり裏口から外に出て、夜空を見上げてみた。

　目には見えないが、そこには帝都を覆う「大結界」があるはずだった。丘の上にそびえる城の一番大きな尖せん塔とう──あそこに設置された核コアが魔人卿ダイモンロードによって破壊されたことで、魔獣の群れによる帝都襲撃を招いたのだ。それを撃退したのが、ここグアズィール帝国の誇る人類の最高戦力、「超ちょう魔ま覇は天てん騎き士し団だん」──

『……ミヤ』

　──不意に、首に提げたペンダントから声がした。細く、可か憐れんながらも芯の強さを感じさせる、その声の主は──

「セヴィーラさん？」

　超魔覇天騎士団の盟主にして、その本拠「飛空牙城」の主あるじ、セヴィーラ・イルズファント。俺とそんなに歳としの変わらない女の子なのに、世界最強集団の主という大役をその細い肩に担になう人。

「どうしたんですか？　こんな時間に」

　ペンダントに向かって俺は言葉を返す。この小さな魔導器ガジェットは、俺と超魔覇天騎士団とを繫ぐ直通回線ホットラインだ。

『今から飛空艇を回します。それに乗ってください』

「……え？」

『任務ですよ、ナンバーゼロ』

　ペンダントの向こうにセヴィーラさんの微笑が見えるようだった。

「今から？　人使い荒いなあ」

『新人は働かなくてはのう』

　ペンダントから別の声が俺の言葉に応えた。年寄りみたいな喋しゃべり方をする子供の声──超魔覇天騎士団ナンバー４・「千せん年ねん眼がん理り」ワイスの声だ。

「……まぁ行きますけど。えっと……」

　俺は酒場の方をちょっと振り返る。

「ディーヴィさん、どうします？　今ちょっと……」

「……大丈夫よ、ミヤ君」

　裏口が開いて、金髪の女騎士が姿を見せる。

「ディーヴィさん……でも、ついさっきまで……」

「私も超ちょう魔ま騎き士しよ。これくらいの酒……」

　そう言いつつその足元はふらつき、その顔色は蒼そう白はくを通り越して土気色と化していた。

　ペンダントから声が聞こえる。

『ディーヴィ、飛空艇には「ナンバー10」が乗っておる。酒を抜いてもらうとよい』

「げっ……！」

　ディーヴィの顔色が先ほどとは別の意味で悪くなった。

「ナンバー10……？　会ったことないな俺」

「あー……そうね、ミヤ君は初対面になるのね……まぁ、どうせこれから世話になるから紹介しておかないとね」

　諦めた様子のディーヴィがため息をつくのと、俺たちの頭上に飛空艇が現れるのとが同時だった。

「……ミヤ？」

[image: ]

　裏口からリネットが顔を出す。

「リネット、ちょっと行って来るから……女将さんたちには上手うまく言っておいて」

「え、ちょっとそんな！」

　俺はリネットに手を振って、飛空艇から降ろされた縄なわ梯ばし子ごに手をかけた。

「メェェ」

　ミミが俺を見上げて鳴き声をあげていた。





＊　＊　＊






「まぁったくぅ、騎士たる者、自分の健康管理くらいちゃんとしなさいよねぇ！」

　舌ったらずな口調で言う少女が目の前にいた。俺よりも小柄で、顔が丸くその耳が長く尖とがっている。初めて見るけど、亜人種──妖精族エルフというやつだろうか。

「わかってる……わかってるから、あまり怒鳴らないでカイリー」

　ディーヴィさんが頭を抱えながら言った。確かに、甲高いその声は酔った頭に響くのかもしれない。

「怒鳴られるようなことをするからいけないの！」

　大きな目をくりくりと動かしながら、カイリーと呼ばれた少女が言った。そしてカイリーは俺の方へと向き直る。

「あなたはこんな風になっちゃだめよ、新人さん」

「え？　ええと……」

　急に話を振られて俺は口の中で言葉を選んだ。

「……ディーヴィさんはすごく立派な騎士だよ」

「そんなことはわかってるのぉ！」

　俺が選んだその言葉に対し、カイリーは食い気味に答えた。

「カイリー……お説教はまた今度聞くから、治療をお願い……うぷ……」

　相変わらず蒼あおい顔でそう言うディーヴィに向かい、カイリーは「まったく」と言って息を吐き、近寄って身体からだを伸ばした。その両手をディーヴィの頭の両側に添える。

「生命を司つかさどる精霊たちよ……我が声に応えたまえ……」

　カイリーの両手にオレンジ色の光が集まり、ディーヴィの身体を包んでいった。

「……解毒の法術アンチドート！」

　カイリーがそう言って詠唱を締めると同時に、オレンジ色の光が強い輝きと共に、ディーヴィの中へと入り込んだように見えた。

「……ッ！」

　ディーヴィの身体がびくっ！　と痙けい攣れんする。そして──

「ぅおぉぉぇぇぇぇぇぇ」

　──ディーヴィが激しくえずき出した。

「ぐええぇぇぇ！　し、死ぬぅぅぅぅ！」

　嘔おう吐とこそしないものの、ディーヴィは床をのたうち回り、苦しんでいた。

「……だ、大丈夫ですかこれ」

「そうねぇ、あと５秒ってところかしらねぇ」

　そう言ってカイリーは、指を折ってカウントダウンを始めた。

「……３、２、１……はいおしまい」

　──と、床をのたうち回っていたディーヴィの動きが収まった。

「……ふぅ。すっきりした」

　そう言って立ち上がる。

「あー、しんどかった。だから嫌だったのよ……」

「元はと言えば自分のせいでしょぉ！　本当にもう……」

「し、仕方ないでしょ！　あの店の料理はお酒が進むのよ！」

　カイリーに詰められるディーヴィを眺めながら、俺は状況を理解しようと努めていた。

「……超魔覇天騎士団ナンバー10・『慈悲の死神デス・マーシー』カイリー。世界最高の治療魔術師ヒーラーよ」

　聞き覚えのある声が背後からかけられ、俺は振り返る。そこに立っていたのは、燃えるような蒼い髪をした長身の女騎士──

「シャイ・リーンさん」

　超魔覇天騎士団のナンバー２、あらゆる属性の魔術を操る最強の魔術師、シャイ・リーンがそこに立っていた。

「カイリーの魔力級数レベルは３０１９１……その強度で施される治療魔術は、戦場で失われた腕や足をその場で瞬時に再生させようほどの力を持つ。ただし……」

　ディーヴィがため息をついてその後を引き取った。

「……生命力に魔力で働きかけてその活動を促進させ、長時間かけて再生するものを一気に治すもんだから、その分の痛みや苦しみが一気に襲って来るのよね……」

　──つまりさっきのは、明日来るはずの二日酔いまでを一気に凝縮して味わったわけだ。

「ま、腕を治すとかはさすがに少し時間かけてやるんだけどねぇ」

　カイリーはそう言って大きな目を動かし、ニヤリと笑った。その横でシャイ・リーンが付け足す。

「治療魔術は、彼女のような妖精族エルフに遣い手が多い。人間族ヒューマンよりも魔法的な存在に近い彼女たちは、生命力や魔力に直接働きかける術わざに優れているゆえに」

「なるほど」

　頷うなずく俺に、カイリーは得意げな顔を見せた。

「ま、だから安心して腕でも足でも切り落とされてきてね、新人さん！」

「あ、えっと……」

　俺は返答に迷ってしまった。「わかりました」と言うのも変な気がする。それに──

「……もしかして、治療魔術も効かないのか？」

　シャイ・リーンがこちらを振り返り、言った。俺は頷く。

「たぶん。物理的な力は制御できるけど、魔法は俺の身体に届かないから……」

　──それが俺の能力。

　魔力測定器アナライザでは魔力「ゼロ」と計測される俺の力。あらゆる力を「無」に帰する「虚無の属性」の魔力だ。

「ふーん……随分難儀な力なんだねぇ」

　カイリーは覗のぞき込むように俺のことを見る。

「まぁでも、そういうことなら怪け我がする心配はないのかな。この前も無傷でデカいのをやっつけたっていうしぃ」

　そう言ってカイリーはころころと笑い、俺の肩をバンバンと叩たたく。

「あとは誰かさんみたいに、酔っぱらい過ぎたりしなければ大丈夫だね！」

「悪かったってば……」

　ばつの悪い顔をしてディーヴィが項うな垂だれた。

「……ところで」

　俺は気を取り直してシャイ・リーンの方へと向き直る。

「任務ってのはどういう……？」

　シャイ・リーンは頷いた。

「北の属国、ホルムベルク領だ。魔獣たちが集結しているという連絡が入っている。魔力場の乱れからして、魔人卿ダイモンロードの関与は間違いない」

　魔人卿ダイモンロード──この間の連中か。ディーヴィから聞いたところによれば、人間の苦しみや絶望を快楽として感じる「文明の天敵」らしい。超魔覇天騎士団と同等かそれ以上の力を持つ、魔王側の騎士たち──

　ディーヴィと目が合った。その表情が引き締まっている。俺は頷いた。自分の力をこの人たちのために使うと決めた以上、戦いに躊ちゅう躇ちょはしない。

「私たちだけで行くんですか？」

　シャイ・リーンは頷いた。

「我ら超ちょう魔ま騎き士しは少数での行動が基本。４人は多いかもしれぬが、なにしろ建国祭の最中だ。用心に越したことはない」

「けど、シャイ・リーンさんまで来ることは……」

　シャイ・リーンは超魔覇天騎士団のナンバー２──その数字は序列ではない、とはいえ大陸最強とまで呼ばれる存在だ。前回も単独任務で飛空牙城を留守にしていたはず。

　シャイ・リーンはその表情を隠すように踵きびすを返した。

「あたしはただの道案内よ」

「え？」

「ホルムベルクはあたしの生まれ故郷ゆえ」

　そう言ってシャイ・リーンは船室へと降りていった。





＊　＊　＊






　夜が明け、山の合間を昇る朝日の中を飛空艇は駆けた。丘陵地帯の間に広がる盆地に、人々の暮らす街や牧場が浮かび上がる。

「馬車なら何日かかかるかな。街道を回り込まないといけないから……」

　ディーヴィが言った。さすがに飛空艇は速い。地形を越えることができる上に、馬車より速度も出るらしい。

「地図によると、ホルムベルクの王都は……えっと……」

　地図を広げ、ディーヴィが景色を見渡す。俺は横から口を出した。

「それより、魔獣が集まってる場所っていうのは？」

「あ、ああ、そうね……」

　ディーヴィが答えて首を巡らせる──

「大きな三角州があるでしょ？　そこのはずよねぇ」

　横からカイリーが口を出した。

「ただ……ちょっとそれどころじゃないかもねぇ」

「え？」

　俺は顔を上げてカイリーを見た。さっきまでと変わらず笑ってはいるが、その全身に緊迫感が漲みなぎっている。

「……うわぁぁ!?」

　ディーヴィが声をあげた。

　俺は顔を上げる。よく晴れた空を遮る、巨大な影──

「魔獣!?」

　あれは翼蛇獣魔コウアトル──それも特大のやつだ。

「それじゃやっぱり、ここになにか………」

　魔獣は空中でその身体をくねらせ、その口を開いて雄お叫たけびをあげる──




　──ゴゥン！




　その瞬間、宙空を雷鳴が斬り裂いた。それに撃たれた翼蛇獣魔コウアトルの身体は焼け、力を失って落下していく。

「……油断するでない。まだ来る」

　振り向けば、シャイ・リーンが蒼い髪を揺らし甲板に立っていた。その口が続けて動き、呪文を詠唱する。その身体の周囲に、光の玉が次々に現れた。

「……魔導弾マジックミサイル！」

　シャイ・リーンの周囲に漂う無数の玉が弾となり、牙を剝むいて空を奔はしった。弧を描いて全方位へと飛び、飛空艇を包囲しつつあった翼を持つ魔獣たちへと襲いかかる。




　───ドゴゴゴゴゴッ！




　放たれた魔法の弾幕が魔獣たちを叩き落とした。船の下方から、姿を現したところでそれ以上なにもできず、数十体の魔獣がその身体からだを砕かれる。

「す、すごい……!?　魔導弾マジックミサイルって普通、多くて７、８発くらいじゃない？」

　ディーヴィが目を丸くしていた。

「戦いは、強力な力で一気に殲せん滅めつすることが肝要だ」

　シャイ・リーンはそう言って振り向いた。

「今さらなにを驚いているのだディーヴィ。そなたも早く」

「あ、は、はい！」

　ディーヴィは慌てて身構えた。その背中から光る３枚の翼が伸びる。

「行きます！」

　甲板を蹴って、ディーヴィは宙に舞った。そしてその腰から３本の剣を抜き放つ。

「機動剣リープソード！　お願い！」

　ディーヴィの念動力キネティックに操られた剣が宙を舞い、魔獣たちの群れを文字通りに斬り開いていく。いや、この人もシャイ・リーンに劣らず充分すごいんだけど。

「新人君！　あたいたちもやりましょうねぇ！」

　カイリーが言った。俺は驚いてそちらを見る。

「えっと、失礼だけど……治療魔術師ヒーラーですよね？」

「そうよぉ」

　カイリーは胸を張った。と、そこへシャイ・リーンとディーヴィの攻撃網をくぐり抜けた魔獣が着地する。馬の身体に鷲わしの顔と翼──鷲頭馬獣魔ヒポグリフだ！

　危ない、と俺が叫ぶよりも早く、カイリーは振り返った。鷲頭馬獣魔ヒポグリフが前脚の蹄ひづめを振り上げる。

　カイリーは片手を上げ、目の前の魔獣に向けた。

「……生命を司つかさどる精霊たちよ、我が声に応えたまえ！」




　──ボッ！




　振り降ろそうとした魔獣の蹄が、溶けるように──いや、燃え尽きるかのように、一瞬でボロボロになって崩れ落ちた。

「あたいの二つ名がなんでそんな物騒なのか、考えてみてほしいのよねぇ」

　そう言ってカイリーは酷薄な笑みを浮かべた。

「えっと、なんだっけ……確か、『慈悲の……』」

　カイリーはもう１体、現れた魔獣に向けその手をかざす。

「……過治癒の魔光オーバーヒール！」

　その手から放たれた柔らかな光が、２体の魔獣を包み込む──一瞬の後、魔獣の身体は崩れ落ち、白い骨だけがそこに残されていた。

『……過剰な治癒力により、生物の身体を一瞬で崩壊させる……カイリーにだけは逆らわんことじゃ。ある意味で我ら騎士団最強の存在じゃからな』

　ペンダントから声がした。飛空牙城にいるはずのワイスだ。

「……肝に銘じておきます」

　やっぱり超魔騎士だ。治療魔術師ヒーラーといっても並じゃないらしい。自分も一応、役に立たないとな──と、俺は右腕を頭上に上げた。

「……虚空指弾ヴォイドフィンガー！」




　──ぱぁん！




　振り降ろした指の先で、小妖魔インプが弾はじけ飛んだ。

「狙いにくいな……」

　飛び回る魔獣たちに、俺は連続で指弾を放っていく。半分くらいは命中して魔獣を撃墜した。

「……もしかして新人君、細かい相手と戦うの苦手？　集団戦に向かない感じぃ？」

「そうかもしれないです」

　シャイ・リーンとかみたいなデタラメな威力の魔法を使う人たちと比べられても困る。

『……ミヤよ。敵の大将を見つけたぞい』

　ペンダントからワイスの声がする。

『魔人卿ダイモンロードじゃ。お前さんはそちらへ行くとよい』

「……えっと」

　俺はカイリーとシャイ・リーンの方を振り向いた。

　ちょうどその時、シャイ・リーンの放った特大の雷撃魔法が、轟ごう音おんと共に飛空艇の周囲の魔獣を薙なぎ払っていた。

「行くがよい、ミヤ。１対１ならそなたの力は最強であろう？」

　シャイ・リーンがこちらを振り向き、言う。俺は頷うなずき、船の縁へりへと走る。

「ミヤ君！　私たちもあとから行くから！」

　ディーヴィの声に頷きを返し、俺は空に身を躍らせた。





＊　＊　＊






　飛空艇はどれくらいの高さを飛んでいたんだろうか。

　俺は落下しながら、自分にかかる重力の影響を少しずつ無効化し、落下速度を調整していった。そして着地の瞬間、衝撃力も「ゼロ」にして身を守る。




　──べちゃっ




　変な体勢で落ちた。物理的な衝撃をゼロにしたからって、綺き麗れいに着地できるっていうわけでもない。

「いてて……」

　俺は身体を起こす。怪け我がはしてないが、足が変な方に曲がったのでちょっと痛い。

『大丈夫かの？』

　ペンダントから声がする。

「うん、まあ……それよりも、敵は？」

『目の前じゃよ』

「……え？」

　ワイスの言葉に俺は顔を上げた──と、そこに紫色の光の渦が巻き、何者かが姿を現した。

「ほう？　我らが宿敵、超魔覇天騎士団にこんな可愛かわいい坊やがいたとは？」

　丈の長い法衣ローブに身を包んだ長身の男が、フードの中からミヤを見た。その目は紅あかく、左右に３つずつ、合計６つがフードの奥で光っていた。

「入ったばっかりなんだ。よろしく」

　俺はその男に向かって言う。男は口元だけに笑みを浮かべた。

「……まったく魔力を感じないな。隠しているのか？　それとも……」

　俺はそれに答えなかった。男の６つの紅い目が、俺を探るように見る。

「……そうか、コルヴァリウスたちを出し抜いたというのが君だな？」

　俺はまた黙っている。フードの魔人は言葉を継いだ。

「名前は？」

「……答える必要ある？」

「ふふ、騎士らしくもない返答だ。いや、けっこうけっこう」

　フードの魔人は両の手で印を結び、なにごとか呪文を唱える。

「我が兵たちよ、立て……！」

　周囲の地面が紫色に輝いた。そしてそこから、なにかが盛り上がるようにして現れ──




　──ウオォォォン




　立ち上がった白骨の巨人が、吼ほえた。

「このあたりの土地は健全過ぎるようだ。瘴しょう気きが薄くて死し霊りょう術にはあまり向かないが……この白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムは一応、特別に用意した。楽しんでくれたまえ」

　前後左右に１体ずつ、合計４体の骨の巨人──人間の形ではない。２本の足で立ってはいるが、前傾姿勢に４本の腕を持った異形の姿だ。

「ああ、ところで、私の名は嫉しっ風ぷうのセクズィネスという。今日は失礼するが、また会えた時はきっと憶おぼえておいてくれたまえよ？」

　魔人はそう言って、指を鳴らした。白骨像魔戦士ボーン・ゴーレムが一斉に咆ほう哮こうする。

　俺は身構えた。先手必勝──右手に手刀を作り、それを横一文字に振るう──

「虚空斬刃ヴォイドエッジ！」




　──ザシュッ！




「虚無」を「線」にして「斬撃」とする──魔躁鬼城パンデモニウムの腕も落とした技だ。大きな相手だろうと、これで斬れないはずがない。斬撃は白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムのうち１体の胸のあたりに深く食い込み、そこから上を落とした。その頭が地に落ちる。

「……舐なめないでほしいな」

　四方から襲い来る敵だろうと、その一角を崩しさえすれば──

「ああ、そうそう」

　背を向けたセクズィネスが振り返って言った。

「そいつら、１体ずつ倒してもダメなのでな」

「……え？」

　俺の目の前で、崩れ落ちたはずの１体が──起き上がり、その腕を振るった。




　──バキィッ！




「うわっ!?」

　俺はその攻撃を受け、吹き飛んだ。

「いてて……」

　打撃自体は衝撃を「ゼロ」にできたのでダメージはないが、不意の攻撃はやはり堪こたえる。さっき捻ひねった足にも響く。

「では、健闘を祈るよ、可愛い坊や……」

　そう言ってセクズィネスは紫色の光の中へと姿を消した。

「坊やっていう歳としでもないんだけどなぁ」

　小柄なせいで自分が幼く見える自覚はあるけど──伸びなかった身長が憎い。

　俺は立ち上がり、先ほど倒したはずの１体に向き直った。驚いたことに、先ほど斬り裂いたはずの上半身が復元し、再び首がそこに現れている。




　──ウオオオオン




　その首が、吼えた。それに呼応するように、他の３体も吼える。

「ああもう、面倒くさいな……ッ！」

　俺は再び、虚空斬刃ヴォイドエッジを放つ。目の前の白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムに１発。そして振り向きざま、左手のもう１体に、もう１発。




　──グァン！




　虚無の刃やいばはそれぞれの首を、腰のあたりの骨を、直撃してその身体からだを両断する──と、その瞬間他の２体が俺に対し、同時に躍りかかってきた。

「……虚空転移ヴォイドステップ！」

　慣性力をゼロにし、短距離を瞬時に移動する技──超魔騎士のひとり、雷らい足そくのレグルゥから学んだ技だ。殺到する２体を避よけ、俺はその背後に着地する。

「……参ったな」

　俺の目に入ってきたのは、さっき虚空斬刃ヴォイドエッジで斬り裂いたはずの２体がまた復元している様子だった。どうやら、さっきの魔人が言ったことは本当らしい。

「……いっぺんに倒したらいいのかな？」

　ならば──俺は左手を右手に添え、前に突き出した。この前、魔躁鬼城パンデモニウムってやつを倒したあの技──ワイスはなんて呼んでたっけ──

「そうだ、確か……暗黒ブラック超重ホール崩壊弾・ダスト」

　虚無の玉を作り出し、周囲のすべてをその中に吞のみ込む──これなら！

「行けぇっ！」

　俺は４体の白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムの真ん中に「無」を作り出す。が──




　──ヴァッ！




　白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムのうち、１体が穴に吞み込まれる。しかし他の３体は散るように動き、再び俺を取り囲もうとした。デカいくせに、意外と動きが速い──

「これじゃダメか……っ！」

　暗黒ブラック超重ホール崩壊弾・ダストは強力だが、その超重力が及ぶ範囲は意外と狭い──１体を吞み込むくらいがせいぜいだ。しかも、あの１体もすぐに復活するに違いない。そうしている間にも、周囲から敵が迫ってくる。

「これ、どうしようかな……」

　戦いは強力な力で一気に殲せん滅めつするのが肝要、らしいんだけど、俺の力だとどうも──

『ミヤ、そのまま攻撃を受けよ』

　──不意に、ペンダントから声が聞こえてきた。この声は──!?

『デカいのを落とすゆえ、構えるように』

　声の主が誰かを理解した時、俺はその意図も正確に理解した。ならば──

「……むん！」

　俺はその場にとどまり、腰を落とす。そして、「虚無」の力を自分の周囲に巡らせる。




　──ウオオオオン！




　白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムの拳が降って来た。俺はそれを「虚無の力」で受け止める。衝撃を防ぎ、ダメージをゼロにするだけじゃない、吹き飛ばされるような力もすべて、俺のところで「ゼロ」にして耐える。

「名付けて、虚空不動立ちゼロ・スタンス……！」

　周囲からのあらゆる干渉を排して、その場に動かず立ち続ける──そして、これは当然、この次に起こることへの布石で──

「そのまま動くな、ミヤ！」

　先ほどペンダントから聞こえた声が、今度は頭上から聞こえた。その方向から、強い光が一緒に降り注ぐ──

「超級雷槌ギガライトニング魔衝ハンマー!!」




　──ズッドォォォォン！




　俺と、俺を取り囲む白骨の巨人──それらを丸ごと吞み込む規模の雷いかずちが、落ちた。衝撃と閃せん光こうと、そして魔力の奔流が破壊の力となって、巨人たちを焼き尽くす。その真まっ只ただ中なかで、俺は耳を塞ぎしゃがみ込んでいた。

　数瞬後、光がやんだ。あたりが静かになった気がして、俺は閉じていた目を開く。目に入ってきたのは、焼け焦げてぴくりとも動かなくなった白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムたちの身体と──そしてその向こうに立つ蒼あおい髪の女騎士だった。

「大丈夫か？　……と訊きくのは失礼かもしれぬな、そなたには」

　シャイ・リーンがしゃがみ込み、目線を合わせて言う。

「巻き込んで撃つしかなかった。その力を信頼してのこととはいえ、すまぬことをした」

「ああ、まぁ……大丈夫です」

　俺はそう答えて、立ち上がろうとした──

「あ、あれ？」

　と、足元がふらついて世界が歪ゆがむ──耳の中に、なにかキンキンする音が鳴っていた。

「……っと、しっかりしろ」

　頭上から声が降って来た。

「……ん？」

　顔に柔らかいものがあたっている──これは、シャイ・リーンの胸──？

　次の瞬間、俺はシャイ・リーンの両腕に抱き止められていることに気がついた。

「わ、わあ！　すいません！」

　慌てて俺は頭を上げた。

「ちょっと立ち眩くらみっていうか。魔法は防いだんですけど、光と音で目が眩んで……」

「ふふふ、あたしの全力をそれで流すのだから参ってしまうな」

　そう言ってシャイ・リーンは笑った。

（あれ……）

　ふと、俺は気がついた。この人の笑顔を見たのは初めてかもしれない。

「……大丈夫だとわかっていても、仲間に向けて攻撃を放つのはいい気分ではない」
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　そう言ってシャイ・リーンは顔を背けた。

「無事でよかった……」

　呟つぶやくように付け足す言葉を聞き、ああ──と、俺は思う。ストイックに見えるけど、優しい人なんだな──

「……こちらこそ、助けてもらっちゃってすいません」

「なに、我ら超ちょう魔ま騎き士しにも得手不得手というものはある。それよりも……」

　シャイ・リーンは倒れた白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムを見回した。それらは皆砕け、黒く焦げた残骸と化して元の姿も判別できないほどになっている。

「……４体同時に倒さぬ限り、復活し続ける造魔ゴーレムか……これを作り出したのは」

　俺は頷うなずく。

「魔人卿ダイモンロードってやつだと思います。逃げられました」

「ふむ……一体なにが目的で……」

　シャイ・リーンは無表情のまま、顎に手をあてる。確かに、あっさり帰ってったけどなにが目的だったんだろう。

「ミヤ君！　シャイ・リーンさん！」

　別の声がした。見上げると、ディーヴィが光の翼を羽ばたかせて降りて来ていた。
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「……あれが超魔覇天騎士団の新人か……面白いな」

　魔人卿ダイモンロード・嫉しっ風ぷうのセクズィネスは６つの紅あかい目を笑わせていた。「虚無」の力を操る少年──突然現れ、傲ごう火かのカルドゥヌスを瀕ひん死しに追いやり、魔躁鬼城パンデモニウムを撃退したのだという。なにしろその魔力級数レベルはゼロ──そのためにこれまで、誰もその存在に気がつかなかったのだ。人間界の強者たちは大体把握していたはずなのだが。

「造魔ゴーレムたちがやられたか……まあ、あれでどうにかなるとも思ってはいないけどね」

　セクズィネスは先ほど遠隔視した光景を思い返す。４体の白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムに囲まれても無傷だったあの少年の力。それ自体は確かに、留意すべきものだ。しかし──

「……別に脅威というほどではないな」

　実際のところ、あの少年ひとりでは白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムたちに対処しきれなかったのだ。むしろ問題は──

「……獲物はあなただ。美しき女騎士よ」

　超魔覇天騎士団ナンバー２・「素ミ晴ラらビしリきス」シャイ・リーン。これまでも数々の同胞が、彼女のために敗れて来た。大陸最強の魔力を持った彼女と、正面からぶつかり合うのはやはり得策ではない。

　彼女を除くことさえできれば──セクズィネスは口元を歪めた。

「セクズィネスよ……」

　不意に声がして振り返ると、そこには老人の首をその両手に抱えた少女が立っている。

「やあコルヴァリウス。生きてたんだね」

「酷ひどい目にあったけどね……」

　少女の首の方がそう言ってため息をついた。セクズィネスはそれを聞き、皮肉な笑みを浮かべる。

「さんざん次元力リソースを使っておいてなんの成果も得られなかったわけだからね。まったく、魔王様も酷い目にあわれたわけだ」

「……ッ！」

　挑発に殺意を帯びる少女の顔が言葉を発する前に、老人の首が割り込む。

「措おけ、セクズィネス。あれはまったく計算外だったのだ」

　セクズィネスは鼻で笑った。あの少年さえいなければ、と言いたいのだろう。まあ、気持ちはわかる。そこについてコルヴァリウスとカルドゥヌスを責めるつもりはない。

「……で、しばらく大規模な次元力リソースは動かせないと」

「…………」

　黙っているコルヴァリウスを、セクズィネスは内心で侮蔑する。魔人のくせに、こいつは真っ当すぎるのだ。

「まあいいさ。ないならないなりに、やりようはあるからね」

「ほう」

「大規模な攻勢を退けたあとってのは油断するものさ。これはむしろ好機だな」

　不敵に言うセクズィネスに、コルヴァリウスの老人の首が訊きく。

「なにをするつもりだ？」

「そうだなぁ……例えば、蒼い髪の女騎士の首をいただく、なんてどうだろう？」

「…………！」

　目を丸くするコルヴァリウスに向かって、セクズィネスはまた不敵な笑みを浮かべた。











２．新人騎士と建国祭と先輩騎士









「魔人卿ダイモンロードはおとなしく引き下がったと思いますか？」

　ディーヴィが尋ねる声に、シャイ・リーンは首を振った。

「そもそもこの地になぜ現れたのか……なにか企たくらみがあってのことだとは思うが」

　俺はそのやり取りを聞き流しながら、眼下に流れる景色を眺めていた。俺たちは飛空艇に戻り、善後策を相談しているところだ。

「この地に《聖杯》のひとつが隠されている、とかですかねぇ？」

　カイリーが言った。

「……なんですかそれ？」

　俺は思わず口を挟む。

「あ、そうか。ミヤ君にはまだ説明してなかったのね……」

　ディーヴィがそう言って、「そう言えばそうだった」と付け足した。

「《聖杯》……またの名を『次元塊フェーズキューブ』という」

　シャイ・リーンが横から説明を加える。

「古代文明が遺のこした偉大なる遺産グレート・レガシーのひとつ。全部で12個がこの世界に存在する」

　偉大なる遺産グレート・レガシー──確か、騎士団の本拠地の飛空牙城もそのひとつなんだってことをセヴィーラさんも言っていたっけ。「紅くれないの世紀」によって滅びた古代の超文明が遺した、恐ろしい力を秘めた品物アイテムたち──

「……それはどんな力を持ってるんです？」

「…………」

　シャイ・リーンは少しの間無言でこちらを見た。その目には厳しい色が浮かぶ。

「すべての次元塊フェーズキューブが揃い、《聖杯》が完成した時……」

　横からカイリーが話を引き取り、言う。

「……『魔王』が復活し、『紅の世紀』が再び訪れるって言われてるのねぇ」

「……ッ！」

　それはつまり、古代の超文明と同じように、今の世界が滅ぶっていう──

「……伝説を多く含む話よ。確定的なものではない、が……」

　シャイ・リーンが俺の目をまっすぐに見て言う。

「魔人卿ダイモンロードたちはそれを狙っている。だから我らも、彼らより先に《聖杯》を手にするため活動しているのだ。それが超ちょう魔ま覇は天てん騎き士し団だんの大きな目的のひとつ」

「……なるほど」

「ミヤ君に初めて会ったあの時も、魔人卿ダイモンロードは私たちの持つ次元塊フェーズキューブを狙って来ていたの」

　ディーヴィが言うことにシャイ・リーンは頷く。

「今、帝国の手にある次元塊フェーズキューブは５つ。そのうちひとつはここ、ホルムベルクに保管されている」

「あ、それは初めて聞きました」

「50年ほどから一度も表に出されたことはないからな。どこに隠しているかは王家の者しか知らぬはずだ」

　そういえば──俺は前にディーヴィから聞いたことを思い出す。確かシャイ・リーンって、１００歳を超えてるっていう話なんだっけ──

「……やつらがその存在を知っているとは思えぬが……」

　まったくそんな年齢を感じさせない──というよりも、どこからどう見ても20代にしか見えないその横顔に、俺たちは見入る。

「カイリー、ディーヴィ、ミヤ」

　シャイ・リーンは顔を上げた。

「あたしはここに残る。そなたらは帝都へ戻るがよい」

「え……？」

　つい間抜けな声をあげてしまった俺の横から、ディーヴィが身を乗り出す。

「で、でもそれは……」

「念のためではあるが、超魔騎士が４人も居座るわけにはいくまい。だからあたしが残る。どうせ故郷にいくらか用事もあるゆえ」

　ディーヴィが何か言いたそうに口をパクパクさせる。「ひとりで大丈夫か」と言いそうになったんだろう──でも、相手はよりによって、大陸最強騎士団の中でもさらに最強と呼ばれる騎士なのだ。

「今から戻れば建国祭のパレードには間に合おう」

　本気とも冗談ともつかない調子でシャイ・リーンが言った。ディーヴィは困った顔で黙ってしまった。
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　ランプの灯あかりに照らされた船室で、俺たちはテーブルを囲んでいた。窓の外には雲が立ち込め、昼間だというのに薄暗かった。

「……まあ、どうせあたいは戻らないといけなかったしぃ」

　カードを手にカイリーが言う。

「帝都だってこの前のことがあったばかりなわけだからねぇ」

「まあ、それはそうね」

　テーブルの真ん中に積まれた山札からカードを引きつつ、ディーヴィがそれに応じた。

「大陸のほぼ中央に位置する帝都にいた方が、なにかあった時に対応できるのは間違いないし……」

　ディーヴィは手札から数枚を切った。俺の手番になって、俺は山札に手を伸ばしながら疑問を呈する。

「……魔人卿ダイモンロードっていうのがそんなに強いなら、こっちから居場所を探したりできないの？」

　二人の目が俺の方に向く。

「だって、ワイスは確か、魔力級数レベル１００００以上の人を全員把握してるんでしょ？」

「……それについて、詳しいことはわかってないんだけどねぇ」

　カイリーがそれに応じた。俺はカードを入れ替えながらそれに耳を傾ける。

「恐らくやつらは、別の次元……この世界とは違う裏の世界みたいなところから、こちらに侵攻をかけてきてるんじゃないかってのが定説ねぇ」

「それってつまり、『魔界』みたいな……？」

「まあ、誰も見たことがないからわかんないんだけど……。ところで君の番だよ、新人君」

「あ、ああ……」

　俺は山札からカードを引いたっきりだったことに気がついた。えっと、７枚のカードが手元にあって、その並びで役がついて──

「あ、上がりです」

　俺はカードを広げた。同じ色のカードが連番で並んでいる。

「……本当に可愛かわいくない新人よねぇ。さっきルール教えたばっかりなのに。ちゃんと指導しなさいよディーヴィ。先輩への敬意とか……」

「えっ、指導って言っても、ミヤ君はそんな……」

　あたふたとなるディーヴィを無視して、カイリーは手元のカードをテーブルの上に放り出した。

「とにかく、やつらは神出鬼没。あちこちから現れては、人類に仇あだなし帝国を転覆させようと暗躍している。だから騎士団のメンバーも、大陸のあちこちに散ってそれに対応してるっていうわけ。新人君も、そのうちどこかに行けって言われるかもよ」

「……うーん、それはちょっと困るな……」

「なにが困るの？」

「宿屋のバイトがあるから」

「……君ねぇ」

　カイリーがため息をつき、ディーヴィが苦笑いを見せた。

「……ああ、そう言えば」

　カードをまとめてシャッフルしながら、ディーヴィが言う。

「任務でしばらく出張ってた騎士たちが戻って来るって話だよ」

「ああ、ヴィットとカルゲルドだっけぇ？」

　ディーヴィは俺の方を見てにっこりと笑う。

「ミヤ君にも紹介しないとね。仲良くなれると思うよ！」

「ふうん……」

　俺は曖昧に答えた。超魔覇天騎士団のメンバーと聞いて、どうせまたクセの強いやつなんだろう、と思うくらいには状況に慣れてしまった。

「おおーい、もうすぐ帝都に着きますよ！」

　乗組員からのその声に、俺たちはカードを置いて甲板に向かった。いつの間にか雲は晴れ、青空の下に帝都が広がっていた。
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　ホルムベルクの王都から離れたところに、その館はぽつんと建っていた。

　近くに村はあるものの、周囲の見通しは悪く、孤立しているような印象を与える大きな館だ。外壁は手入れが行き届いておらず、蔦つたがその表面を覆っている。

　その門もん扉ぴの前に、シャイ・リーンはひとり立っていた。手を伸ばし、その門を押そうとして少し躊ちゅう躇ちょする。

『お入りなさい、シャイ・リーン』

　その声はシャイ・リーンの脳に直接、響いたものだ。シャイ・リーンは一瞬、目を丸くしたが、意を決したように門扉を押し、館の中に入った。

「お久しぶりね」

　執事に案内され、通された部屋には、天蓋付きの大きなベッドに老婆が身体からだを横たえていた。上半身だけを起こし、シャイ・リーンに微笑ほほえみかける。

「元気だったかしら、姉さん」

「……病気ひとつしておらぬ」

　老婆の問いかけに、シャイ・リーンは答えて言った。老婆は笑う。

「よかったわ。あなたが超ちょう魔ま騎き士しとして活躍し、皇帝陛下の名誉をその身に受けるのは、わたしにとっても誉ほまれですもの」

「……クォ・ルーン」

　シャイ・リーンは老婆に呼びかけた。

「身体は悪いのか？」

「そりゃそうでしょう。あなたと同じ、１００歳を超えたおばあちゃんなのよ。元気なはずないわ」

　シャイ・リーンが黙っていると、クォ・ルーンは笑いかけた。

「……もしかして、引け目を感じているの？」

　シャイ・リーンはなおも黙っていた。クォ・ルーンは彼女に向かい、明るく言う。

「気にしなくていいのよ。あれはあなたのせいじゃない。わたしが１００年の人生をほとんどこの館の中で過ごしたのだって、別にあなたのせいじゃないもの」

　クォ・ルーンはそこで少し言い淀よどんでから、言葉を継ぐ。

「……だから姉さんだって、そうして報いを受けているでしょう？」

　クォ・ルーンはそこで悪戯いたずらっぽく笑う。笑った顔はシャイ・リーンにそっくりだった。

「あなたは戦い続ける……最強の騎士として、その身を戦いに投じ続ける。あなたの平和は、わたしがここで引き受け続けるわ」

　シャイ・リーンは黙っていた。クォ・ルーンはその伏せた目に、また声をかける。

「それで、今日はここへなにをしに？」

「……任務で近くへ来たゆえ、顔を見に、な」

「それはどうも。よかったら夕食を一緒にどうかしら？」

「いや……」

　シャイ・リーンは踵きびすを返した。

「すまぬが、あまりゆっくりはできんのだ。この近くに魔人卿ダイモンロードが現れたゆえ」

　部屋を出ようとするシャイ・リーンの背中に、クォ・ルーンが声をかける。

「そう……がんばってちょうだい。わたしの代わりにね」

　シャイ・リーンは無言で部屋を出た。




　館の外ではいつからか、しとしとと雨が降っていた。はっきりしない空模様の下、館から歩き去るシャイ・リーンの姿を、クォ・ルーンは窓越しに見下ろしていた。

「お嬢様」

　部屋に入った執事に声をかけられて、クォ・ルーンは振り向いて微笑む。

「お嬢様はやめてちょうだいって言ってるでしょう？」

「父のころからずっとそう呼ばせていただいておりますから」

　初老の執事は薬湯の入ったケトルをベッドの脇に置く。

「……シャイ・リーン様のことを、まだお許しになっていないのですか？」

　カップに注ついだ薬湯を手に取ったクォ・ルーンに、執事が言った。

「許すも、許さないもないわ。もう１００年も経たつのよ」

　クォ・ルーンはそう言ってカップを口に運んだ。琥こ珀はく色の温かな紅茶をひと口啜すすり、ほう、と息をつく。

「……ただ、顔を見るとなにか言いたくなっちゃって」

　そこまで言って、クォ・ルーンは首を左右に振った。白い髪が力なく揺れる。

「……違うわね。わたしたち姉妹の間には、それしか話題がないのだわ」

　窓の外の雨はいつの間にか土砂降りになり、雷鳴が部屋の中にまで聞こえて来た。





＊　＊　＊






「皇帝陛下万歳！」

「帝国よ永遠なれ！」

　歓声が雷鳴のように街中を揺るがしていた。

　帝都の中央広場は、皇帝のパレードをひと目見ようという人々で埋め尽くされている。皇帝の居城から中央広場まで一直線に繫つなぐ大通りに、帝都騎士団が整然と列をなしている。

「すごい……こんなに人が集まるんだ」

　俺は埋もれそうになる人ごみに圧倒されていた。帝都に初めて来た時もその人の多さには驚いたけど、これはその時の驚きを遥はるかに超えている。一体、こんなにたくさんの人が普段どこに隠れてたんだろう。

「皇帝陛下が市民の前に姿を現すのはこの日だけだからね」

　同じく人ごみの中に埋もれながら、ディーヴィが言った。

「あ、ほら、来たみたいだよ」

　その声に首を伸ばすと、大通りの向こう側から小山のような行列がやってくるのが見えた。槍やりを構えた儀ぎ仗じょう兵へいに、白い衣に身を包んだ華やかな一団、その後ろには馬に乗った騎士たちと、輿こしに乗った大臣たち。さらにその後ろから、大臣たちの乗る輿の何倍もある大きな輿がやってくる。

「見えないよ〜、ミヤ〜」

　俺の隣で、リネットがぴょんぴょんと飛び跳ねていた。俺よりも小柄なリネットは、完全に人ごみの中に埋もれている。よりにもよって、目の前にレグルゥみたいな巨漢が立っているのだ。

「リネットちゃん、ほら、こっちからなら見えるよ」

　ディーヴィに手を引かれ、リネットは場所を移動してまた首を伸ばした。俺もそれにあわせてパレードの方を見る。

　一番大きな輿の上に、薄布に囲まれた四角い櫓やぐらのようなものが置かれていた。その薄布越しに、華きゃ奢しゃな影が見える。影の動きからすると、集まった人々に向けて手を振っているようだ。

「……あれが、皇帝？」

「ちょ、陛下をつけてよねミヤ君！」

　ディーヴィが慌てた様子でこちらに言った。

「顔は見せないんですね……」

「それはそうよ、ご尊顔を拝見するなんて、畏れ多い……」

　残念そうに言うリネットに、またディーヴィが答える。

「だけど、紛れもなくあれは皇帝陛下よ。間違えようもないこの魔力の圧……これこそが皇帝陛下の皇帝陛下たるなによりの証あかし」

　──と、言われても、俺にはなにしろその魔力が感じられない。それはリネットも同じらしく、俺とリネットは顔を見合わせた。どうやら魔力を持たない「素す民みん」には皇帝の圧は感じられないらしい。

　周囲を見渡すと、皇帝が近づくにつれて人々の歓声は低くなり、皆黙って両手を目の前に組んで顔を伏せていた。中には跪ひざまずいて泣き出す人もいる。皇帝の発する魔力の圧というのはそれほどなのだろう。ディーヴィもまた、黙って頭こうべを下げていた。俺とリネットもその真ま似ねをする。

「当代の皇帝陛下は12代目……５００年前に『紅の世紀』が集結し、この母なる帝国が建国されてから、代々その魔力を受け継いできたの」

「魔力を、受け継ぐ……？」

「そう、その強大な力によってこの世界の過去から未来を見通し、この大陸全土を治めているんだって」

「それって……あのワイスと同じような力ってこと？」

「うーん……詳しいことは私にもよくわかんないけど」

　眉間に皴しわを寄せるディーヴィに、俺は続けて質問する。

「強大な魔力っていうと……例えば、シャイ・リーンさんよりも？」

「ど、どうなんだろう……皇帝陛下の魔力級数レベルを測るなんてそんな畏れ多いこと、やった人いるのかな……」

　皇帝のパレードは既に目の前を通り過ぎ、先の方へと行ってしまっていた。

「さて……私はまた上空から警戒にあたるけど、ミヤ君はどうするの？」

　ディーヴィが言う。一応、建国祭に沸く街の警戒中ではあるのだ。

「『一いっ角かく熊ぐまのねぐら亭』に戻るよ。そろそろ忙しくなるころだし」

「そう。何かあった時のために連絡は取れるようにしておいてね」

「わかってる」

　ディーヴィは手を振り、駆けていった。

「今日も忙しくなりそうだね。ミヤに抜けられると困るなー」

　リネットが言った。俺は頭を搔かく。

「まあ、なにもないとは思うけど……その時は頼むよ」

「わかってる！　ミヤは帝国を守る騎士様だもんね」

　リネットはそう言って笑った。

「うん、まぁね……」

　正直に言うと、自分が騎士だっていう実感はまだあんまりない。

　与えられた力をどう使うか──超魔覇天騎士団のメンバーとなる時に、向き合ったこと。

　あのレグルゥはそれを「美学」という言葉で表現していた。他の騎士たちも、「美学」とはっきりは言わないが、それぞれに戦う理由を持っている。それを知った今なら、騎士というのがデカい屋や敷しきに住んでふんぞり返り、なにかあれば剣をチラつかせて平民を脅すような連中だけじゃないってわかる。

　俺は昨日の戦いを思い出していた。

　同時に倒さないと何度でも復活する４体の敵。それをまとめて焼き尽くしたシャイ・リーンの一撃。

　そういえば、超魔覇天騎士団に入る前にシャイ・リーンに言われたこと──

「同じくらい強大な相手に、敗北を与えることができるのは君だけかもしれぬ」

　敗北を失敗や挫折だと思わず、力の差を不公平だと思わず、ただ自分の力をあるべき様に行使する。シャイ・リーンも、その後に戦ったレグルゥも、そういう人種だった。

「もしかしたら、それが騎士の資質ってことなのかもなぁ」

「え？　なにか言った？」

「いや……」

　俺やリネットのような、辺境で静かに暮らしてきた人間にとって、それは新鮮な価値観だと思う。それが「戦う職業」の一般的な考え方なんだろうか。

「……ん？」

　──大通りから離れ、宿に向かう道の途中に、誰かが立っていた。まるで俺たちの行く手を塞ぐように。

「あんたがミヤ・キネフィかい？」

　赤みがかった黄金色ゴールドの髪の下から、その男が顔を見せた。見れば、それは俺やリネットと同じ年ごろの少年の顔だ。明るい色のぴったりした服を身につけ、緋ひ色いろのスカーフを首に巻いている。

「……そうだけど。会ったことあったっけ？」

　俺が答えると、少年は眉間に力を込めて鋭い目をこちらに向けた。見るからに意思の強そうな、太い眉だ。

「お前が……！」

　少年は歯を食いしばり、さらに険しい表情を作った。どうも不穏な感じだ──と、少年がその指を突き出し、俺に突きつける。

「俺と勝負しろ！」

「……はい？」

　予想もしていなかった展開に、俺はワンテンポ遅れた反応を返す。それに対して食い気味に、少年はまくし立てた。

「俺はお前を絶対に許さない！　どうしてお前が……お前なんかが……！」

「えっと……ごめん、心当たりがなにも……」

「問答無用！」

　少年は身構えて拳を振り上げた。

「喰くらえ、俺の怒りの鉄拳をぉぉぉ！」

　突然殴りかかってくる少年の拳を、俺は普通によけた。

「ぶわっ!?」

　勢い余って少年は石畳にべちゃっと転ぶ。

「……おのれかわしたな！」

「いやそりゃかわすでしょ」

「ええい生意気なやつめ！」

　少年は立ち上がりざま、再び殴りかかってくる。俺はそれをまたかわした。どうしよう、殴られても別にいいんだけど──

「ごめん、本当に心当たりないんだけど」

「お前になくても俺にはある！」

「や、そうかもしんないけどさ」

　少年の何発目かのパンチをよけて、俺はその身体からだを押し返した。一瞬だけ、その重さを「ゼロ」にする──




　──ぶわっ




「わわっ!?」

　少年の身体は宙に浮き上がり、手足をばたつかせて──そのまま石畳に落下した。

「いてて……」

「とりあえず落ち着いてよ。理由もわからないで殴られるのも、殴り返すのも……」

　少年は身体を起こし、ほこりを払ってからニヤリと笑った。

「……やるな、ナンバーゼロ」

「えっ……？」

　こいつ、俺が超ちょう魔ま騎き士しだと知ってて喧けん嘩かを──？

「ミヤ！」

　心配そうに声をあげるリネットに、俺は叫び返す。

「リネット、離れてて！」

　もしかしてこいつ、魔人卿ダイモンロード──？　いや、大結界に覆われた帝都に、魔人は入って来れないはず──

「こらーっ！　なにをしとるかぁっ！」

　周囲に集まって来ていた野次馬をかき分け、衛兵が駆け寄ってきた。

「あ、この前の……」

　先日の帝都襲撃事件でお世話になった、暑苦しい顔の衛兵さんだ。

「おお！　これは騎士殿でありましたか！」

「あ、うん、まあ」

　以前は騎士じゃなかったのだが、まあ今は確かに騎士ということになってる。衛兵さんは少年の方へと向き直った。

「……ということはこちらは不ふ逞ていの輩やからですな！　帝都を救った英雄に対してなんという真似を……」

「あ、いやその件は……」

　俺は慌てて衛兵さんの言葉を遮った。英雄扱いされたら街を歩きにくいし、宿屋でも働きにくくなってしまう。

「……とにかく！　往来でいきなり人に殴りかかる貴様のようなやつを放ってはおけん！　詰所まで来てもらおうか！」

「ふん！　やれるもんならやってみな！」

「なんだと……！」

　少年は立ち上がり、不敵な態度で衛兵さんを見返す。数人の衛兵たちが少年を取り囲むように動いた。

「待って、そいつは……」

　俺は衛兵さんたちを止めようとした──その時だった。

「いい加減にせぬか、カルゲルド」

　野次馬の中から進み出た人影があった。頭ひとつ大きい上背に、浅黒く分厚い小山のようなその身体の持ち主は、俺も知っている顔──

「……レグルゥの旦那！」

　カルゲルド、と呼ばれた少年が答えた。レグルゥは俺とカルゲルドを見比べ、言う。

「超魔騎士が街中で喧嘩などするものではない。勝負をつけたいのならしかるべきところでやるべきである」

　レグルゥにそう言われて、カルゲルドはむっつりと黙りこくってしまった。

「えっと……つまり」

　俺は目の前の少年を見た。先ほどのレグルゥとのやり取りからすると、要するに──

「あんたも騎士団？」

　少年は赤みがかった黄金色ゴールドの髪を振り、ぷいと横を向いてしまった。
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「まったく……なにをやっているのですか」

　飛空牙城の広間ホールで、玉座に座ったセヴィーラさんが眉をハの字にしていた。その正面に、俺とカルゲルドが並んで立っている。

「超魔騎士は皇帝の代理人にして帝国の剣。自らの判断でその力を行使することが認められていますが……それが街中で殴りあいの喧嘩とは」

「あー、でも俺殴り返してないです」

　俺がそう言うと、横からカルゲルドが嚙かみつく勢いで言い返す。

「なに言ってんだ！　しっかり反撃してたじゃないか！」

「殴ってはないだろ？」

「どちらも静まりなさい！」

　セヴィーラにぴしゃりと言われ、俺たちは黙る。

「改めて、紹介しておきましょう。超魔覇天騎士団のナンバー11・カルゲルド・リゲルドです」

　ナンバー11──ということは、ディーヴィよりも１つ上の席次だ。

「カルゲルド、こちらは新しく騎士団に入ったミヤ・キネフィ。ナンバーは……」

「『ゼロ』でしょう？　規格外イレギュラーの番外騎士。帝都襲撃事件で魔躁鬼城パンデモニウムを倒したっていう……」

　カルゲルドはそう言って俺の方を睨にらんだ。

「……もしかしてお前、そのことを妬んでいるのではあるまいな？」

　高くなった玉座の下に立っていたウドウ──超魔覇天騎士団ナンバー６──が鋭い目でカルゲルドを見る。

「ま、歳としの頃もちょうど同じくらいだし、ライバル意識を持つのは仕方ないか？」

　その隣に立っていたゲイハルが笑いながら肩をすくめる。

「べ、別にそういうわけじゃ……ただ……」

　カルゲルドはそう言って俺の方をまた睨む。

「ミヤは立派な戦力じゃ。仲良くしてもらわねば困るのう」

　反対側に立っていたワイスが口を開く。カルゲルドは口を閉じてしまった。こうなると俺の方はどうしようもない。なにしろ一方的に絡からまれてるわけで──

「……我ら騎士団はお互いに命を預ける盟約の下にある」

　黙って聞いていたレグルゥが口を開いた。

「遺恨を残しては共に戦うことはできん」

「……そうだな。こっちの命に関わることだ。わかるな、ミヤ？」

　ウドウが俺に向かい、言う。

「いや、別に遺恨はないんだけどね……」

　少なくとも俺の方にはね。

「ならば……今のうちに遺恨は捨てていただきましょう」

　それまで黙っていたセヴィーラが口を開いて言った。

「だから別に遺恨は……」

　セヴィーラの静かな──それでいて、しっかりと響く声が俺のツッコミを抑えて広間ホールに響く。

「超魔覇天騎士団規則、その５を適用いたします」

「…………!!」

　セヴィーラの言葉に、その場が張り詰めた。

「やるのか……あれを！」

「久しぶりだな……！」

　皆がざわつく中、セヴィーラが言葉を継ぐ。

「レグルゥ、立会人を」

「……承知」

　短く答え、レグルゥが俺たちの前に進み出た。

「まず、言っておく。我ら騎士団は個々の思想や考えを強制することはせぬ」

「ええ、まあそれは」

「どのような美学を持っていようと、お互いをどう思っていようと構いはせぬ。だが、それが表に現れ、直接的な利害の対立を生むとなれば話は別」

「……つまり、それを解決しろと」

　カルゲルドが応じて、ウドウが頷うなずいた。

「超魔覇天騎士団規則その５……騎士同士の遺恨は試し合いにより、話をつけるべし！」

　そう言ってレグルゥは振り返る。




　──バッ！




　その巨体に纏まとったマントが音を立ててひるがえった。

「我が立会人として、提案しよう。超魔覇天騎士団伝統の試し合い……その名も『ランＲ・アンドＡ・グラップルＧ・ボールＢ』にて決着をつけることを！」

「ランＲ・アンドＡ・グラップルＧ・ボールＢ……あれがまさかこの目で見られようとは……」

「知っているのか、ウドウ!?」

　ゲイハルやウドウがその言葉に応じ、やり取りをかわした。

「……なんか楽しそうだね、みんな」

　俺は少し離れたところからその様子を眺めていた。





＊　＊　＊






　飛空牙城は、建物の中だけでなくその地下部分、島のようになった部分の内部にまで複雑に通路が張り巡らされている。

　その奥には、城が動くための中核塊コアがあり、また前回の帝都決戦で放とうとした最終兵器・次元砲フェーズ・バスターの構造部分がある。しかしそれ以外にも、地下には様々な施設があり、ここ「魔闘戯室」もそのひとつだという。

「この部屋は核コアの余剰出力で生まれた魔元素エーテリウムをプールしているのよぉ」

　カイリーが部屋の外に設しつらえられた制御卓コンソールの前に座り、言った。その前には大きなガラス張りの窓があり、その向こう側に白い壁に覆われた広い空間が広がっている。

「その魔元素エーテリウムに、指向性を持たせることで空間に特性を持たせるわけねぇ。でっかい魔導器ガジェットだと思ってもらえれば間違いないかな」

　そう言ってカイリーがなにごとか操作をする──と、白い壁に覆われた部屋の中が変化し、そこに地形が生まれた。

「この特性を利用し、この部屋は騎士の訓練などに活用されているのである」

　レグルゥがその後ろで言った。

　部屋の真ん中に、円盤状の舞台が作り出されていた。そこから左右に、幅５メートル程度の橋が延び、その両端に門ゲートのようなものが置かれている。

「カルゲルド、ミヤ。中に入り、準備をせよ」

[image: ]

　レグルゥに促され、俺とカルゲルドは左右の入り口から部屋の中に入った。門ゲートを抜け、橋を渡って中央の円盤状の舞台へと進む。

「ルールは簡単だ。その真ん中にある球ボールを、相手側の門ゲートの中にまで運ぶこと」

　ウドウが言う声が部屋の中に響いた。見れば、俺の目線の先──円盤状の舞台の真ん中に、革製の球ボールが浮いている。完全な球形ではなく、まるでナッツみたいな歪いびつな形だ。

「相手を攻撃しても、魔力を使っても、なにをしても構わない。三本勝負で、二本先取した方の勝ちだ。なお、その舞台や橋から下に落ちても一本とする」

　なるほど──俺は円盤状の舞台の縁へりから下を覗のぞき込んだ。底までは結構深く、その下には水が張られている。

　俺は正面に向かい合う対戦相手──カルゲルドを見た。相手は気合充分といった様子でこちらを睨んでいた。

「えっと……カルゲルド……先輩？」

　俺はとりあえず、そう呼びかけてみる。

「なんだ。俺はお前を後輩だと認めてないぞ」

「うん、まぁじゃあそれはいいや」

　俺は窓ガラスの方を見た。あそこにいるレグルゥとは、別の形で決闘をして、そのあと俺はこの騎士団に入ったわけだけど──

「あのさ……なんで勝負するんだっけ？」

　俺はカルゲルドに向かって言った。

「騎士団の規則だってのはまぁ、百歩譲っていいとして……その前に俺、あんたと遺恨を持った覚えがなくて……」

　カルゲルドはなんとも言えない表情でこちらを見た。

「この超魔覇天騎士団のメンバーは12人。お前はその13人目……文字通りの規格外イレギュラーだ」

「まあ、そうだけど」

　俺は肩をすくめ、言う。

「でもそれは元々、ここの騎士団の方が俺を放っておけないからってことで……」

「や、わかってる。みなまで言うな」

　カルゲルドが片手を上げて俺を制止した。

「そもそも俺たち超ちょう魔ま騎き士しは全員が規格外イレギュラー……世界のバランスを崩し得る力を持ってしまった者だしな。そういう連中を集め、その力を管理して正しく行使する……それがこの超魔覇天騎士団だってことだ」

「……へぇ」

　街中でいきなり殴りかかってくるのに、その辺についてちゃんと理解してるんだ。

「なんだよ……」

「いや、ちょっと意外だったから」

　目を丸くしている俺を見て、カルゲルドは一瞬、すねたような顔をする。

「……とにかく、お前がこの騎士団のメンバーになったこと、それ自体はいい」

「だったら、なんで？」

「それは……」

　カルゲルドが口を開いた時、それを遮るようにしてレグルゥの声が響いた。

「両者とも、所定の位置へ！」

　その声にカルゲルドは口をつぐみ、線ラインの引かれたところへ下がって身構える。

「……やるしかないみたいだね」

　俺も身構えた。カルゲルドとの間に浮かんだ球ボールを見据え、合図を待つ。

「……一本目、始め！」

　レグルゥの声が響いた。空中で球ボールを包んでいた青い光が、その輝きを失い──




　──バィン！




　球ボールが地面に落ちた。ナッツ型のその形状は、不規則な方向へのバウンドを生む。

「行くぞ！」

　カルゲルドは地面を蹴り、球ボールに向かって走った。

（……そう言えば、この人の能力ってどんななのかな？）

　見た感じ、特別足が速いというわけでもない。俺に飛びかかって来た時も普通に殴って来たし──だとすると、魔術遣い？

「……考えてる場合じゃないか」

　俺は目の前に、「無」を作り出す──




　──フュンッ




　作り出された真空状態を埋めるために空間が収縮し、不規則にバウンドしていた球ボールがそれに引かれて飛んできた。

「……べっ！」

　今まさに球ボールを押さえようとしていたカルゲルドは、その場にあったはずのものを摑つかもうとしてそのまま地面に倒れ込む。

「……ぅおっ、とぉ」

　俺は飛んできた球ボールをなんとか抱え込んだ。

「それがお前の『虚無の力』か！　やるじゃねーか！」

　カルゲルドはすぐさま立ち上がり、こちらに向かって来ようとした。しかし、相手の速度は速くない。だったら、このまま虚空転移ヴォイドステップで一気に行けば──！

「させるかぁぁぁぁっ！」

　次の瞬間、カルゲルドが俺の目の前に身体からだを投げ出した。

「うわっ!?」

　俺はその時、すでに虚空転移ヴォイドステップを発動していた──しかし、この技は空間を飛び越えるわけではない。慣性をゼロにすることで、飽くまでも直線の短距離を素早く移動するだけだ。その間に障害物があれば、当然──




　──がんっ！




　慣性がゼロのまま、俺はカルゲルドに激突した。そのまま弾はじかれて宙に舞う。

「んがっ!?」

　俺は数メートル離れた地面に落下した。

「うぐぐ……痛たた……」

　虚空転移ヴォイドステップの最中は既に能力を発動しているから、自分への衝撃をゼロにできない。さらに、弾かれて落下した時にも衝撃をゼロにする間もなくまともに落ちてしまった。久しぶりに受ける物理的なダメージ。自分でも気がつかなかった、虚空転移ヴォイドステップの意外な弱点。

　しかし──俺は顔を上げ、前方を見た。虚空転移ヴォイドステップの速度で激突したのだ。カルゲルドだって無事では済まないはず。なにしろ無む暗やみに身体を投げ出してきたのだ。場合によってはぐちゃぐちゃに潰れてたっておかしくない──

「……ん？」

　俺の目線の先にカルゲルドの身体が転がっていた。その手足があらぬ方向に曲がり、頭から血を流している。

「え、ちょっと待ってこれまずいんじゃない??」

　なにしろ、さっきの激突は身構えたものじゃなかった──無理やり、身体をねじ込んだ不自然な体勢で、虚空転移ヴォイドステップの勢いをまともに受けたのだ。思ったより重傷なんじゃ──

「まだ勝負は続いてるよぉ、新人君」

　カイリーが能天気に言う。その顔は完全に状況を楽しんでいる顔だ。

「なにがあろうと、勝負を途中で投げ出すことは認められぬ。怪け我がをしたなら、その者が悪いのである。我々は騎士なのだからな」

　その横でレグルゥが言う。

「心配しなくても、あとでちゃんと治療するからねぃ」

「……そ、そういうことなら」

　俺は立ち上がる。

「……っと？」

　その時、俺は自分の足の異状に気がついた。どうやら、さっき変な方向に捻ひねったらしい──俺は痛む足をかばいながら、球ボールを拾った。

「ああもう……」

　そして球ボールを抱えたまま、カルゲルドの傍かたわらを通り過ぎてゴールへと向かう。早くこの勝負を終わらせた方がいいんじゃないか、と思いつつ──と、その時だった。

「……心配は無用だぜぇ」

　足元から声がした。

　視線を落とすと、カルゲルドが血まみれの顔を上げ、こちらを見上げていた。

「うおっ……!?」

　俺が怯ひるんだその一瞬に、カルゲルドは腕を伸ばす。




　──がしっ！




　カルゲルドの手が俺の足首を摑んだ。

「へ、へへ……逃がさねぇぞ……」

「くっ……！」

　さすが超魔覇天騎士団のナンバー11、普通じゃない。曲がりなりにも、相手は大陸最強の騎士団の一角なんだ。遠慮してる場合じゃない、か──それなら。

「……ちょっと痛くするよ」

　俺は球ボールを抱えていない方の手を横に振るう──

「虚空斬刃ヴォイドエッジ！」




　──ザシュッ！




　虚こ空くうの刃が、カルゲルドの腕を斬り落とす。

「逃がさねぇって言ってるだろ！」

　カルゲルドは立ち上がり、俺に組み付いてきた。そして──

「……えっ!?」

　斬り落とされた腕の傷口から──新しい腕が生えた──!?




　──どごっ！




　カルゲルドの新しい拳が、俺の顎を捉えた。不意をつかれて衝撃をゼロにする間もなく、俺は吹っ飛ぶ。

「うっぐ……！」

　地面に倒れ込んで、俺は上体を起こした。目の前にはカルゲルドの姿──血を流していたはずの額も、いつの間にか元通りになっている!?　変な方向に曲がっていたはずの足も、煙を上げながらみるみる元通りになっていく──!?

「カルゲルドの二つ名は『不死の王ノーライフキング』。文字通り、強力な再生能力を持った不死の肉体の持ち主なのよぉ」

　カイリーの声が魔闘戯室の中に響いた。

「な、なるほど……」

　つまり、どんな怪我をしてもすかさず再生するという能力！　そりゃ、あんな無茶な仕掛け方をするわけだ──

　カルゲルドはこぼれた球ボールを確保した。俺も立ち上がろうとするが──

「むッ……？」

　捻った足が痛み、膝が崩れる──

「もらったぁっ！」

　カルゲルドがそのまま、俺の方の門ゲートを走り抜けた。

「……一本目、到達タッチダウン！」

　レグルゥが言う声が聞こえた。

「あいてて……」

　俺は立ち上がり、足の調子を確かめた。歩くことはできそうだ──が、力を入れると激痛が走る。こういう時、もっと頑丈な身体に生まれればよかったなとか思ったりする。

「おい、大丈夫か？」

　門ゲートの方から戻って来たカルゲルドが俺にそう声をかけた。

「え、心配してくれるの？」

「ばっ……！　別にそういうわけじゃ……！」

　カルゲルドは赤くなる。

「正々堂々やってわからせないと意味がねぇだろ！」

「そういうもんなのか」

「そういうもんだ！」

　たぶん、この男にとってはそういうものなんだろう。

「試合中の治療は認められぬ。歩けなければそのまま負けるのみだ。よいな、ミヤ？」

　レグルゥの声が聞こえた。俺はそちらに向かって答える。

「このまま終わるのもなんだし……いいよ、とりあえず最後までやろう」

「よし」

　カルゲルドが手に持った球ボールを放る。と、球ボールは再び青白い光に包まれた。

「二本目……始め！」

　レグルゥが高らかに宣言する。と、同時にまた球ボールは地に落ち、不規則にバウンドした。

「……よっ、と」

　俺はさっきと同じようにして球ボールを引き寄せ、キャッチした。もう一度、足の具合を確かめる。虚空転移ヴォイドステップは普通に足の力と全身の反動を使うし、これだと難しいかな──

「行くぞぉぉっ！」

　カルゲルドが雄お叫たけびと共に、こちらへ突進してきた。俺の抱える球ボールを奪おうと、一直線に飛びかかって来る。俺は左手で球ボールを抱え、右の手を水平に振る──

「虚空斬刃ヴォイドエッジ！」




　──スパァン！




　弧を描く虚空の刃が、カルゲルドの両足を斬り落とした──

「なんの！」

　上半身だけで地面に落ちたカルゲルドは、両手で反動をつけて身体を起こす──と、その下半身から新たな足がみるみる形成され、立ち上がってこちらへ飛びかかった。す、すごいけど気持ち悪い──！

「……うおおおお！」

　カルゲルドはそのまま、俺に組み付いてきた。

「くっ……！」

　こうなると振りほどけない。近すぎて攻撃を放つことも無理だ。攻撃してもまったくひるまず、再生しながら向かって来るとか、なんて厄介な能力だ──

「うぐぐ……」

　俺はカルゲルドの顔に手をやり、押しのける。カルゲルドはそれでもなお、球ボールに手を伸ばしてくる。

　──待てよ？

　カルゲルドに組み付かれながら、俺はふと気がついた。さっきから、身体からだごとぶつかってきたり、ただ組み付いてきたり、これって──

「……ぃよっと」

　俺は組み付いてくるカルゲルドの重さを「ゼロ」にして持ち上げた。

「お、おおお!?」

　俺はそのまま、カルゲルドの身体を放り投げる。

「んぎゃっ!?」

　地面に投げ出されて、カルゲルドの身体はべちゃっと潰れるように落ちた。えっと、もしかしてこれは──

「あー、気がついちゃったねぇ」

　カイリーの声が響いた。

「ええい、それがどうしたぁっ!?」

　カルゲルドは憤然として立ち上がり、また突進してきた。でも──俺はその衝撃をゼロにして受け流す。

「ぐおっ!?」

　俺の身体の表面で拳が滑り、カルゲルドはまた地面にべちゃっと落ちた。

「もしかして……攻撃用の技は、ないの？」

　俺は倒れたカルゲルドに向かって言う。

「…………！」

　カルゲルドはこの世の終わりみたいな表情で顔を上げた。カイリーの声が響く。

「カルゲルドは『不死の王ノーライフキング』……超魔覇天騎士団の誰もカルゲルドを倒せないし、カルゲルドもまた誰も倒せないのよねぇ」

「うっ、うるせぇぇぇ！」

　カルゲルドは跳び上がるようにして立ち上がる。

「お前も俺のことを馬鹿にしてるんだろう!?　先輩騎士のくせに戦力にならないって！」

「や、別にそういうわけじゃ……」

「ええい問答無用！　お前は許さねぇ！」

　カルゲルドがまた向かってきた。だけど、それなら──

「……っ!?　おおお!?」

　普通に歩く俺に、摑つかみかかったカルゲルドが弾はじかれる。殴っても蹴っても、歩く俺には物理的な影響を及ぼせない──昨日使った技「虚空不動立ちゼロ・スタンス」の応用──速く動くのは無理でも、ゆっくり歩くならこのまま、いける。

「……二本目、到達タッチダウン……」

　そのまま、俺はゴールまで辿たどり着いた。

「だあぁっ！　くそっ！」

　カルゲルドは悔しがりながら、開始線へと戻っていった。

「次だ次！　これで勝負をつけるぞ！」

「元気だなぁ」

　騎士っていうと、あのシャイ・リーンみたいに堂々と戦うものだと思ってたけど、こういうなりふり構わない感じのやつもいるんだな。

「さあ三本目だ！　早く早く！」

　カルゲルドに急せかされながら、俺も部屋の中央へと急いで戻る。

「……そういえばなんでこんな勝負してるんだっけ？」

　開始線に立って構えながら、ふと俺は呟つぶやいた。カルゲルドも開始線につき、腰を落としている。

　再生の力──斬り落とされた腕さえ、一瞬で生えてくるような不死の肉体。

「自らを死し人びとと化す……それは武人の戦いにおける極意のひとつとも言う」

　窓の外側から、レグルゥが言うのが聞こえた。

「命を顧かえりみず、目的を果たそうとする相手は、あらゆる相手の中で最も恐ろしい……カルゲルドは強いぞ、ミヤ・キネフィよ」

「……うん、それはわかるよ」

　勝負してる理由はわからなくても──勝負には本気で応えよう。俺は心の中でそう決めて、球ボールを舞台の中央へ放った。青い光に包まれ、球ボールが宙空に静止する。

「三本目……！」

　ウドウの声が響き、俺たちは身構えた。

「……始め！」

　合図と共に、俺たちは動く。

「うりゃあああぁっ！」

　今度はカルゲルドも、合図と同時に球ボールへとダッシュした。俺は動かず、その場で手を前に突き出す。ナッツ型の球ボールはバウンドし、横の方へと飛んだ。

「……真剣勝負だ。悪く思わないでね、先輩」

　俺はカルゲルドに向かい、「虚無」の力を繰り出した。

「……!?　こ、これは……ッ!?」

　走っていたカルゲルドの身体がその動きを止める──俺がその背後に作り出した「ゼロ」の力のせいだ。あらゆるものを吞のみ込む、世界に空いた虚無の穴──

「……暗黒ブラック超重ホール崩壊弾・ダスト！」

　帝都決戦で高さ40メートルの魔躁鬼城パンデモニウムを吞み込み、圧おし潰した必殺の技──あの時よりも規模は小さいが、これなら──！

「ぐぎゃあああぁぁ！」

　カルゲルドの身体はみるみる穴に吞み込まれ、潰れていった。しかし、その再生能力のためか、全身が吞み込まれる前に身体が再生し、完全には潰れない。

「ぐぶッ!?　……くそぶッ!?　おまッ！　待てッ！　このぶッ!?」

　ボールよりも小さく潰れてもカルゲルドはなおも再生しながらわめき続ける。ほんと、厄介な能力だな──

「しばらくそうしててよ」

　俺はそうして、球ボールを拾い、門ゲートへと向かった──

「……三本目、到達タッチダウン」

　門ゲートをくぐったところで、レグルゥの声が響いた。

「これでミヤが二本を先取……勝負あった」

　俺は球ボールを置いて振り返り──暗黒ブラック超重ホール崩壊弾・ダストを解く。

「……ぶはぁっ！」

　超重力の穴から解放されたカルゲルドが、その場に崩れ落ちた。その身体はあらぬ形に潰れているが──それがみるみる本来の姿を取り戻していく。

「あー！　死ぬかと思った！」

「……それは冗談で言ってんの？」

　そう言って俺は、座り込んだカルゲルドに手を伸ばす。カルゲルドはそれをむすっとした顔で見たが、素直に俺の手を取り、立ち上がった。

「……むちゃくちゃやるな、お前！」

「本気でやらないと勝てないと思ったから」

「……ああ、わかったよ。俺の負けだ。大したやつだよ、お前は」

　そう言ってカルゲルドは頭を搔かき──そしてふっと笑った。





＊　＊　＊






「それで、ミヤが勝ったのですね」

　メイドがティーカップを置く姿を見守りながら、セヴィーラが言った。

　円卓の間にはセヴィーラを始め、ワイス、ウドウ、ゲイハル、レグルゥ、カイリー、ディーヴィ、そしてミヤとカルゲルドが揃そろい、卓を囲んでいた。メイドがひとりひとり、お茶を注ついでいく。

「いやいや、名勝負だったな」

　くっくっと笑いながらゲイハルが言う。

「双方共に死力を尽くした戦いであった」

　レグルゥがその巨体に不釣り合いな花柄のカップを指でつまみながら言う。

「なりふり構わず勝ちを拾いにいく……騎士というのはああでなくてはならぬ」

「『美学』はあまり感じなかったけどねぇ」

　カイリーが混ぜっ返す声に、レグルゥはカップを置いた。

「そうは思わぬ……美学とは戦い方や勝ち方にこだわることではないからな」

「難解だなぁ」

「まぁ、それはともかく」

　ウドウがその話を引き取り、言った。

「お互いの力を身体で試すのは悪いことではない……これでわかっただろう、お互いの能力の恐ろしさがな」

「なにしろ、カルゲルドには俺たちは誰も勝てないからな」

　ゲイハルが言うのに、俺は素直に頷うなずいた。

「ランＲ・アンドＡ・グラップルＧ・ボールＢのルールの中だったからよかったけど……正面から戦ったら、たぶん勝てないです。負けもしないと思うけど」

「最後のひと言余計だな。まあその通りだけど」

　カルゲルドは大きなため息をついた。

「この新人が強いのはわかりましたよ……あんなやり方で俺を封じられるのって、レグルゥの旦那かゲイハル先輩くらいだと思ってましたけど」

「ふふ、歳としも近いし、いい仲間ができましたね」

　セヴィーラがそう言って微笑ほほえむと、カルゲルドは微妙な表情を作って黙ってしまった。

「……ところで、結局なんだったの？　俺に対してその……許せないことって」

　俺はカルゲルドに向かって言う。

「…………」

　カルゲルドはなおも黙っていた。俺はその顔と、周囲とを交互に見る。ゲイハルやカイリーがニヤニヤと笑いながら、様子を見守っていた。

「……あれでしょ、カルゲルド」

　いつものように困った顔をしていたディーヴィが、カルゲルドに向かって切り出す。

「シャイ・リーンが……」

「ああああ！　みなまで言うな！」

　カルゲルドが円卓の上に突っ伏して頭を抱えた。そして顔を上げ、俺の方をキッと睨にらみ、言う。

「この前の！　ホルムベルクでの戦いだ！」

「ああ、シャイ・リーンさんと一緒に魔人卿ダイモンロードと戦った……」

「そう、それだ！」

　カルゲルドが嚙かみつかんばかりの勢いで身を乗り出す。

「あの戦いの様子を映像幕スクリーンの記憶再生プレイバックで見たぞ！　なんだあれは！」

「なんだって言われても……？」

「ふむ、では見てみようかの」

　ワイスが言い、手のひらを円卓の上にかざす。そこに薄い光の膜が現れた。

「記憶再生プレイバック」

　ワイスの呪文コマンドに応え、映像幕スクリーンに映し出されたのは、４体の白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムと、その中に立つ俺──

「ミヤとは相性の悪い相手だったな、これは」

「ミヤ君でなくても厄介な敵だと思う……同時に破壊しないと何度でも復活するなんて」

　ウドウが言うことにディーヴィが応じた。

　映像は進み、俺が敵に囲まれてその上から、巨大な雷いかずちが落ちた──

「これだぁぁっ！」

　カルゲルドが叫んだ！

「お前は……なんてことをしてくれたんだ！」

「え……え？」

　俺は再び映像の方を見る。白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムを焼き尽くしたあと、上空から降りてくる蒼そう髪はつの女騎士──

「自らを犠牲にし、敵を引き付け、そして範囲攻撃魔法で一気に殲せん滅めつする……」

　カルゲルドがぷるぷると震えながら言う。

「この戦法はなぁ……俺とシャイ・リーン様のものなんだよぉッ!!」

「……はい？」

　俺は間の抜けた声で答えた。周りを見回し、もう一度カルゲルドを見て、口を開く──

「…………はい？」

　ゲイハルとカイリーはもはや円卓に突っ伏しながら笑い、ディーヴィは困った顔で苦笑いをしていた。他のみんなはいつもの通りだ。カルゲルドは熱弁を振るう。

「俺がこの不死の再生能力を最大限に発揮し、敵を引き付け、身を挺ていしてその攻撃を受ける……そして、そこにシャイ・リーン様がその強大な魔力を叩たたきこむ！　俺にしかできない戦い方だったんだ……それを、お前が……！」

　呆あっ気けに取られている俺に、横からディーヴィが囁ささやく。

「えっとね、カルゲルドはシャイ・リーンに、いわゆる片かた想おもいをしててね……」

　ああ、なるほどそういう──

「片想いじゃない！　これは崇拝だ！」

「あ、聞こえてた」

「彼女に出会ったことで、俺の人生は意味を持つことができた……！　彼女は俺の生きる意味そのもの……！」

　カルゲルドは立ち上がり、拳を握りしめた。

「母なる海のように美しいあの髪が波打ち、あらゆる敵を打ち倒す瞬間の神こう々ごうしさ……激しさの中に光る儚はかなげに濡れた瞳……あれこそまさに帝国の生んだ奇跡！　その最高のパートナーが俺だった……そのはずだったんだ！　それなのに！」

　カルゲルドは拳を円卓に振り降ろした。

「お前が！　現れて！　それを奪った！」

「あ、えっと……なんかごめん」

　俺が言うと、カルゲルドは拳を開いてまた椅子に腰を下ろした。

「……いい。わかってる。お前は自分のやるべきことをしたまでだし、あの状況下で即座にあの戦術を選択するのはさすが、シャイ・リーン様……」

　顔を上げたカルゲルドと俺の目が合う。

「これは俺にとって譲れないことだった。そしてお前はそれを受け勝負に応じ、勝った。ならばお前は同志だ！」

「……めんどくさいのかさっぱりしてるのか、わかんない人だな」

「ミヤ君、口に出てる」

　ディーヴィが俺をつついた。

「と、いうわけで、今後ともよろしくな、相棒！」

　どうやら俺は、後輩または恋敵から、相棒に格上げになったらしい。

「あ、うん……」

　見ると、映像はシャイ・リーンが降りてきたところで止まっていた。よかった、あのあとのあれを見たらこの人、失神するかもしれない──

「よっしゃ！　そうと決まれば飯だ飯！　再生すると腹が減るんだよ！」

　カルゲルドは立ち上がり、強引に俺と肩を組んできた。

「ほら行こうぜ相棒！」

「あー、うん」

　どうもめんどくさいことになっちゃったけど──まぁ、頼れる仲間ができたことは間違いなさそうだ。











３．新人騎士と極秘作戦行動









　天蓋付きのベッドの上で身体からだを起こし、老婦人は窓の外を見た。

　空には雲が厚く垂れこめて、差し込む光は心細い。薄暗い部屋の中で、豪華な調度品がいっそ心細げでさえあった。

　初老の執事は無言で紅茶のカップを下げ、階下へと運んでいった。その足音を聞きながら、クォ・ルーンは呟つぶやく。

「……雨が降りそうね」

　──シャイ・リーンであれば。

　クォ・ルーンは言葉にならない言葉を口の中に遊ばせた。

　──あの雲を切り裂いて、青空を取り戻せるのだろうか。

　それは、１００年に亘わたり夢想してきた姿。そこで空を切り裂き、青空を駆けるのは蒼あおい髪の姉の姿ではない。

「……１００年も生きてるんだもの」

　クォ・ルーンが口に出したのは別の言葉だった。

「わたしは、わたしの人生を受け容いれているのよ」

　たとえお互いの魂が繫つながっていたとしても、その人生は別個のものだ。シャイ・リーンはシャイ・リーンの人生を選んだ。そして──




　──自分に、選ぶ余地はあったのか。




　心の中からなにかが問いかけてきた。だがそれも聞き慣れた声だ。

　窓に雨粒が当たり始めた。こんな日はそんな思いが浮かびやすいのだ、とクォ・ルーンは思った。
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　灰色に曇る空を窓越しに見上げながら、シャイ・リーンは紅茶のカップを手に取った。口に運ぶと、薄い香気がようやく鼻に届く。舌の上にはざらざらとした渋みが残り、シャイ・リーンは顔をしかめた。

「……お待たせをいたしました」

　扉が開き、何人かの側近を連れた男が応接室に入ってきた。シャイ・リーンは立ち上がり、頭を下げて男を迎える。

「ご機嫌麗しゅう存ずる、ワスパー殿下」

「頭をお上げください、女騎士デイムシャイ・リーン……いや、超ちょう魔ま騎き士しシャイ・リーンどの」

　慇いん懃ぎんな調子で男が告げ、耳にかかる栗くり色いろの髪を払って椅子を勧めた。

「帝都の方は大変だったと伺いました」

　ホルムベルクの第三王子・ワスパーがそう言う言葉にシャイ・リーンは頷うなずく。

「あたしが不在中の出来事であったゆえ」

「自分がいればどうとでもなった、とも聞こえますな」

　シャイ・リーンは肯定も否定もしない。もっとも、ワスパーの口調も皮肉ではなく、大陸最強の騎士シャイ・リーンの存在であれば当然そうだろう、ということを追認する調子だった。

「しかし、我がホルムベルクも平和とは言い難がたい。つい最近も、王都の近くで魔獣の被害が出たばかりだ」

「近頃は邪教徒どもの活動も活発になっていると聞く」

「ええ、その通り」

　ワスパーは大げさにため息をついてみせる。

「今ごろ帝都は建国祭ですな……父王陛下や兄たちもそちらへ行っているが」

　シャイ・リーンは黙っていた。ワスパーは話を続ける。

「母なるグアズィール帝国と、皇帝陛下の魔力の下、繁栄を続けるこの大陸……だが、皆が皆その世の中に満足をしているわけではない。不穏分子というのはいるものです」

「……魔人卿ダイモンロードが裏にいるだろうことは間違いない」

　シャイ・リーンは身を乗り出した。

「先日、この地で魔人卿ダイモンロードと交戦した。やつらの目的は次元塊フェーズキューブに間違いはなかろう」

　ワスパーは黙っていた。シャイ・リーンの意図するところを理解していたからだ。

「……王家の極秘事項なのはわかっている。それでも、明かしていただきたい……ホルムベルクに伝わる次元塊フェーズキューブの在あり処かを」

　ワスパーは少しの間、シャイ・リーンの目を正面から見返し──そして、大げさにため息をついた。

「いつかはこういう時が来ると思っていました」

　シャイ・リーンは静かに頷うなずく。

「引き渡せ、とは言わぬ。ただ、我らに守らせていただきたい」

「ええ、わかっております。帝国に危機が迫っているということもね」

　ワスパーは背もたれに深く身体を預け、言う。

「……この話はいったん、貴公の胸の中だけに留とどめていただけますか。正式なお話はいずれ、父王陛下から」

　シャイ・リーンは頷いた。

「約束いたそう」

「頼みますぞ」

　そう言ってワスパーは、北の森、と告げた。

「『迷いの森』、か」

　シャイ・リーンがそう応じるとワスパーは頷く。

「魔の森として知られる魔獣の巣そう窟くつではあるが……その中に遺跡が隠されている。その奥深くに隠されていると、当家には伝わっている」

「……感謝する」

　そう言ってシャイ・リーンは頭を下げ、立ち上がった。




　町はずれの宿に、シャイ・リーンは部屋を取っていた。王宮の客室を勧められたのだが、断ったのだ。この宿は質素だが一応個室もあり、誰に気を遣う必要もないので都合がいい。

　粗末な木のベッドに腰かけ、シャイ・リーンは魔導篭手ガントレットを起動する。飛空牙城へ連絡を入れておくつもりだった。

「こちらはシャイ・リーンだ。どなたか、そこにいようか？」

　魔導篭手ガントレットの向こう側へ語り掛けると、魔元素エーテリウムを介した声が返ってくる。

『……シャイ・リーン？　声が聞けて嬉うれしいわ』

「……？」

　てっきりワイスあたりが出るものと思っていたシャイ・リーンは、一瞬返答に詰まった。予想外の可か憐れんな声。これは──

「……セヴィーラ様!?」

『ふふ、そのとおり、セヴィーラよ』

　可憐な声がころころと笑った。

『どうせワイスからあとで話を聞くのだもの。たまにはわたくしが直接報告を受けたっていいでしょ？』

「いやまあ、それは……」

『いつも遠征で飛空牙城にいないんですもの。今回こそはわたくしのお茶を飲んでもらおうと思っていたのに、結局また出て行ってしまうんだから』

「ああ、いや……」

『ふふふ、次こそはたっぷりもてなしをさせてもらいますからね？』

　世界広しといえども、シャイ・リーンをこうしてからかうことのできる人間というのはセヴィーラくらいのものだろう。彼女がシャイ・リーンの主あるじだからだという、それだけのことではない。

『それで？　そちらの様子はいかがです？』

「ええ、そのことで……」

　報告を受ける態勢になったセヴィーラに、シャイ・リーンは話し出した。

「次元塊フェーズキューブの手がかりを得た。魔人卿ダイモンロードはそれを狙っているのかもしれぬ」

『そうですか……』

　遠隔通信の向こう側で、セヴィーラが頷くのがわかる。

「ホルムベルクに次元塊フェーズキューブがあることを、やつらが知っていたとは思えぬが……そもそも、魔人卿ダイモンロードがこんなに立て続けに現れるのは異例のこと。警戒にあたるべきであろう」

『あなたの考えを支持します。増援を送りましょう』

「いや、確証のないことゆえ、戦力としてはあたしで充分」

　無む暗やみに警戒を強めても、それがいつまで続くかわからないのだ。それに、シャイ・リーン自身も単独の方が動きやすい。

『ならば、せめて《神器》を送ります』

「いや、セヴィーラ様……」

『シャイ・リーン？　力を持たず不可能になることはあれども、力を持てば可能となることは増えるのですよ？』

　セヴィーラが優しく笑う顔が目に浮かぶようだった。その声があとに続く。

『強すぎる力をあなたが負い目に感じる必要はないわ。戦いは、強力な力で一気に殲せん滅めつすることが肝要なのでしょう？』

「……わかった」

『また連絡をくださいまし』

　そう言って、通信は切れた。

「敵かなわぬな」

　呟いてシャイ・リーンは少し笑った。




　翌朝。

　シャイ・リーンは宿を出て、北の森へと向かった。

　浮遊魔法フライトで空を駆け、上空から森を眺める。

「そういえば……」

　この森は、昔よく訪れた場所でもあった。魔獣が多く棲すみ、近隣から恐れられる地ではあるが、自分と妹にとっては庭のようなものだった。広い森の端から端まで、駆けずり回っていたものだ──シャイ・リーンは目線を上げ、森と平原の境界のあたりに目をやる。

「…………？」

　なにかおかしな気配を感じ、シャイ・リーンは上空に立ち止まった。

「……探知魔法サーチ」

　目を閉じ、呪文を唱えた。シャイ・リーンの強大な魔力によって拡大された知覚が、広大な森の全域へと広がり、その中で蠢うごめくものたちの動きを摑つかむ──

「……これは……？」

　シャイ・リーンは自分の感じた違和感の正体に気がついた。

「まずい……！」

　──そう思った瞬間、空気をなにかが走り抜けるのを、シャイ・リーンは感じた。森を包み込む波動が、風を途切れさせてシャイ・リーンの元へと到達し、その身体からだを飛ひ翔しょうさせていた力を、打ち消す──

　──罠わなだ──

　そう思った時にはもう遅い。シャイ・リーンの身体は森へと向かい、墜おち──そして、消息を絶った。
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「……シャイ・リーン様が!?」

　カルゲルドが勢いよく立ち上がった。円卓の反対側で、ワイスが頷く。

「先日の戦いのあと、彼女がホルムベルクに残ったことは皆知っていると思う」

　子どもの姿であるワイスの声は、大きくハリのある声ではないものの、居並ぶ騎士たちを振り向かせる響きがあった。続いてセヴィーラが口を開く。

「それ自体は妥当な判断と思います。帝都は建国祭の真っ最中ですし、不測の事態には常に備えねばなりませんから。ホルムベルクを警戒するにあたり、彼女ほどの適任はいないでしょう」

「じゃが……少し状況が変わった」

「ええ……」

　ワイスの言葉にセヴィーラは頷うなずく。

「昨日、連絡があり『次元塊フェーズキューブ』の手がかりを得たと言っていました。しかし……」

　セヴィーラの言葉を受けるように、ワイスが円卓に手をかざした。映像幕スクリーンが現れ、そこに文字が映し出される。どうやら、シャイ・リーンの持つ魔導篭手ガントレットと繫つながる通信を呼び出しているみたいだ。けど──




　──ザザ、ザ──




　映像幕スクリーンから雑音ノイズだけが円卓の間に響いていた。

「……これ、魔元素エーテリウムが届いてないねぇ」

　カイリーがその雑音ノイズを聞いて言う。

「途中で何者かに邪魔されてるのか、それとも地下迷宮ダンジョンの奥深くにでもいるのかなぁ？」

「次元塊フェーズキューブが地下迷宮ダンジョンの奥にあるのかもしれぬが、もしそうなら連絡くらい寄こすとは思うがのう……」

「とにかく」

　ワイスとカイリーのやり取りを打ち切るように、セヴィーラが言う。

「なにかが起きているのは間違いありません。彼かの地ではミヤが魔人卿ダイモンロードにも出会っています」

　俺は頷いた。

「嫉しっ風ぷうのセクズィネスとか言ってた。紅あかい目が顔に６つ並んでるやつで」

「以前、戦場で出会っているな。その時も白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムを使役していたのである」

　レグルゥが言った。

「何度か顔を合わせているが……自らは戦ったことはない」

「暗躍タイプってことか。なら今回もなにか企たくらんでるな」

「ええ」

　ゲイハルの言葉に、セヴィーラが頷く。

「……ならばこのまま放置する手もある」

　ウドウが腕を組み、言った。

「シャイ・リーンならどうせ、罠を食い破って帰ってくるに違いあるまい」

「そ、そんな……でも……！」

　ディーヴィがおたおたと声をあげるのに対し、ゲイハルが片手を上げて発言する。

「俺はウドウに賛成だよ」

「ゲイハルさん!?」

　ウドウがゲイハルを横目でじろりと見た。

「お前と意見が合うとは気持ちが悪いな」

「完全一致じゃないから安心しろよ。条件付きだ」

　そう言ってゲイハルが身を乗り出した。

「ウドウの言う通り、これは十中八九敵の罠だ。ただ、シャイ・リーンになにが起こっていたとしても……魔元素妨害ジャミング程度でどうにかなるやつじゃないのは確かだ」

　円卓の騎士たちは黙ってゲイハルの言を聞いていた。

「……とはいえ、断言はできない。だから断言できるようにしないといけない」

「情報を集める、ということか」

　ウドウの言葉にゲイハルは頷く。

「優れた戦術っていうのは、どちらに転んでも上手うまくいくように練られてるもんだ。そして、俺たちは敵が優れた戦術を持っているってことを知ってる。少なくとも、正面から俺たちが動くのはまさに敵の思う壺つぼだろうな。つまり今は、不確定要素を潰していくことがとにかく先決だ」

「そうですね。なにかあった時に、迷うことのないようにしなくてはいけません」

「つまり……密偵を放つ、ということであるな？」

　レグルゥの言葉に、ゲイハルはにっこりと笑った。そして俺の方を見る。

「ミヤには説明しておこう。カルゲルドはその能力の特性上、戦場での正面切った戦いよりも、諜ちょう報ほう活動に従事してもらうことが多い。ま、本人はそれが不服みたいだが……」

　俺は隣のカルゲルドを見た。先ほどからひと言も言葉を発していないカルゲルドは、下を見て真剣な顔をしていた。

「もうひとり、諜報活動が専門のヴィットってのがいるんだが……こいつは今、別件で動いてる。そこで、だ」

　俺はゲイハルの視線に嫌な予感を抱いていた。

「俺に行け、と……」

「ご名答。なにしろお前は魔力『ゼロ』だからな。隠おん密みつ行動には持って来いってわけだ」

「なるほど」

　俺は隣のカルゲルドを見る。さっきまであの調子だったこの先輩騎士と組むのか──

「……相棒」

　不意に、カルゲルドが顔を上げた。

「シャイ・リーン様は俺のすべてだと言ってもいい。冗談で言ってるわけじゃねーんだ」
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「冗談でそんな恥ずかしいこと言ってるとは思わないよ」

「わかってくれればいい。だからこそ……」

　カルゲルドは俺に頭を下げる。

「力を貸してくれ！　ゲイハル先輩の言う通り、これが今はベストな行動だと思う。今俺にできることを、俺は精一杯やる！」

　大声をあげるカルゲルドを、俺は半ば呆あきれながら見た。なんていうか、不器用というか。まあ、でも──

「……頭なんか下げられなくたって、やるよ」

　俺がそう口に出すと、カルゲルドは顔を上げた。俺は言葉を足す。

「任務だし、俺だってシャイ・リーンさんは好きだし……それに、えっと、あんたも仲間だし。力を貸すっていうか、一緒にやるのに理由なんて必要ないでしょ？」

「ミヤあぁっ！」

　感激して抱き着こうとするカルゲルドをひらりとかわし、俺はワイスの方へ向く。

「すぐに出るよ」

「うむ、頼んだ……ディーヴィ、お主も行くがよい。囮おとりと後詰めを兼ねてな」

「あ、は……はい！」

　ディーヴィが円卓から立ち上がる。

「それじゃ、行こう。具体的なことは道中で話すのでいいよね？」

「お、おい、お前が仕切るなよ！」

「あ、二人とも待って」

　──こうして、俺を含む超魔覇天騎士団の年少組３名による、シャイ・リーン救出作戦が開始した。
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　シャイ・リーンはその時、森の中を彷徨さまよっていた。

　迂う闊かつだったと言わざるを得ない。まさか、自分がこのようなことになるとは思っていなかったのだ。油断をしていたつもりはないが、敵が上手だったということか。

　魔導篭手ガントレットを起動し、通信を試みようとする──が、やはり雑音ノイズに阻はばまれ、通信することができない。

「魔元素エーテリウムを広域に亘わたって妨害している……？」

　魔元素妨害ジャミングによって、魔導器ガジェットの働きを抑える──地水火風雷などの元素系魔法は瞬発的な作用のため問題ないが、念動力キネティックのように持続的な作用を必要とする魔法はその働きを阻害される。そのため、シャイ・リーンも空を飛ぶことができないのだ。

「それにしても……」

　シャイ・リーンはその瞬間のことを思い出そうとした。

　あの時──森の上空で探知サーチの魔法を発動し、魔獣や魔人卿ダイモンロードの存在を把握しようとした。だがその結果、把握できた魔獣の存在──それは、森の外縁に沿って並ぶ魔獣の気配。それを感じ取った瞬間、周囲の魔元素エーテリウムがその活動を停止させ、念動力キネティックによる浮遊魔術フライトを阻害されて、この森に落下した──

「まさか、この森全体に魔元素妨害ジャミングをかけるとは……」

　そんなことをしようと思ったら、帝都の大結界並みの設備が必要になるはずだ。そんなものがあればさすがに気がつくはず。だが──森の外縁に沿って配置されたあの魔獣の気配。恐らくは、その並びそのものが魔法陣となって効果を相互に増幅する仕掛けだ。大がかりだが、最小の力で最大の効果を発揮するやり方でもある。

　シャイ・リーンは周囲を見回した。とにかく、森を出なくてはならないが、方角がわからない。魔元素エーテリウムが狂うと、人間の感覚にも作用するのだ。太陽を見て南へと向かえば、平地の方へと出るはずだとは思うが、闇雲に動かない方が得策だろうか──

　──と、その時、シャイ・リーンの背後に動くものがあった。

「キシャアアアアッ！」

　それは、シャイ・リーンの倍ほどの高さもある双頭蛇獣魔アンフィスバエナ──黒いウロコがぬらぬらと光るその身体からだをのたうたせながら、シャイ・リーンに襲いかかる！




　──ボゥッ！




　シャイ・リーンが振り返りもせず、背後に放った炎が、一瞬にして双頭蛇獣魔アンフィスバエナを包む。

「シギャアアアァァッ！」

　びたびたと醜く暴れのたうつ魔獣を、シャイ・リーンは振り向きざまにその切れ長の目で睨にらみつける──




　──キィンッ！




　次の瞬間、炎に包まれていた魔獣の身体が、炎ごと一瞬にして凍り付く。そして、双頭蛇獣魔アンフィスバエナの身体は砕け──その場に崩れ落ちた。

「……森が焼けてはならぬゆえな」

　シャイ・リーンは砕けた魔獣の身体を見下ろし、独りごちた。この魔獣──このあたりに棲すむ野生の魔獣ではない。本来なら、もっと瘴しょう気きの濃い──それこそ、地下迷宮ダンジョンのようなところに現れる魔獣だろう。それが、ここにいるということは──

「やはり魔人卿ダイモンロードが動いているのか」

　森全体を包む魔元素妨害ジャミングといい、手の込んだ仕掛けを好む相手なのだろう。とはいえ、自分と連絡が取れなくなった超魔覇天騎士団が、このまま手をこまねいているとは思えない。ウドウあたりは「自分でなんとかするだろうから放っておけ」などと言うかもしれないが、セヴィーラのことだ。なにかしらの手立てを講じるだろう。

「だとすれば……」

　シャイ・リーンは呟つぶやき、空を見上げた。
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「おぉい、兄ちゃん！」

　操そう舵だ室から老操縦士が顔を出した。

「ホルムベルクにはもうすぐ着くけどな！　このまま行っていいのかい!?」

「ありがとう親父おやじさん。最速でお願い」

「合点承知だ！」

　親父さんは高らかに笑い、操舵室に戻っていく。目立たないように手配した、古い小型の飛空艇──帝都決戦でお世話になったあの親父さんが操縦士を務める船だ。この船でまず、ホルムベルク領に入る。

「……シャイ・リーンさんがこの領地のどこかにいることは間違いないと思うんだけど」

　船室で地図を広げながら、ディーヴィが言った。

「とりあえず私はそのまま、ホルムベルクの王都で待機。もしその、６つ目の魔人卿ダイモンロードについて情報が集まれば連絡するから」

「で、俺たちはシャイ・リーン様を捜す、と……」

　カルゲルドが腰に手を当て、言った。

「問題はどうやって捜すかだよな。魔元素エーテリウムが妨害されてる以上、探知サーチの魔法も効かないし……魔導器ガジェットもたぶん、動かないだろう？」

「せめてどのあたりか、目算がつけられればいいんだけど」

「こうなると、山地のホルムベルクも広い土地だな……」

　俺はふたりの会話を聞きながら、考えていた。

「……えっと」

　俺はふたりの会話に口を挟む。

「……そんなに難しい？　それ」

「あ？」

「え？」

　ディーヴィとカルゲルドが同時に返事をした。片方は目を丸くして、もう片方は眉間に皴しわを寄せている。

「だってお前、この広さだぞ？」

　カルゲルドが地図の上で大きく手を回す。

「魔法も使わないでどうやって捜すんだよ!?」

「いや、普通に……」

「普通にって!?」

　俺は広げてある地図を見た。

「羊を追い込む時ってさ、あらかじめ用意した場所に羊が入るように仕向けるんだ」

「……なに？　なんて？」

「いや、だからさ。敵がシャイ・リーンさんを追い込む場所ってどこだろうってこと」

「なるほど……」

　横からディーヴィが身体を乗り出す。

「敵がシャイ・リーンを孤立させるとしたら……本人を直接襲ったりはしないよね」

「うん。そんなことしたら派手な戦闘になるはずだし」

　でも、今のところそういう話は入ってない。

「つまり、あらかじめ魔元素妨害ジャミングってのがされてる場所に追い込んだはず。聞いた感じだと、それって帝都の『大結界』の逆をやるみたいなものだから。そんな強力なのを仕掛けるなら準備が必要なはずでしょ？」

「だったら……」

　ディーヴィが地図を覗のぞき込む。

「私なら北の森でやるかな。隠れて大がかりな行動をするなら、東の山も南の街道も難しそうだし……」

「そうなるよね。だから、こっちの森で魔元素妨害ジャミングされてるところを探せば……」

　俺は頷うなずいて、地図に描かれた北の森を指さした。

　カルゲルドは黙って地図を睨み、ディーヴィはおお、と感嘆の声をあげた。

「ミヤ君、そういう知識ってどこで身につけたの？」

「いなくなった羊を捜すのは慣れてるから。羊の気持ちになって考えるんだ」

　カルゲルドは地図から顔を上げ、ため息をついた。

「なるほど……『素す民みん』ならではの発想ってことか。魔力を使わずに野山を駆けまわってたんだもんな」

「それほどでも」

「や、すごいよお前は」

　カルゲルドは俺と目をあわせてニカッと笑った。

「さすがは俺に勝った男だ！」

「どーも」

　俺は応えて、また地図を見た。

「親父さんには北の森を迂う回かいして飛んでもらって、俺たちはそこで降りよう。ディーヴィさんは王都へ」

「降りるって、まさか……」

「……『不死の王ノーライフキング』なんでしょ？」

　俺が言うと、カルゲルドは一瞬鼻白んだ顔をしたが、すぐに眉に力を込めた。
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　この時のミヤたちの動きを、魔人卿ダイモンロード・嫉しっ風ぷうのセクズィネスは把握していたわけではない。魔力級数レベル３００００超えの気配を探知サーチで認識はしていたものの、飛空艇の往来も多いホルムベルクではそれを追っても意味がない、と判断したのだ。元より、そんなことのために今回の仕掛けを施したわけでもない。

「さて……ゲームに付き合ってもらうよ、超魔覇天騎士団の皆さん」

　セクズィネスは、東の山から北の森を見下ろしていた。せっかく施した仕掛けなのだ。どうせならすべて最大限に稼か働どうする方が楽しい。

　自分の施した仕掛けが歯車のように嚙かみ合い、その結果として「絶望」が生まれる──死の恐怖や信頼への裏切りなどとは比較にならない。どこを向いても未来が詰んでいるという、美しく構成された絶望こそ、本当の絶望なのだ、とセクズィネスは考える。

　超魔覇天騎士団のナンバー２が味わう絶望とは、どれほどのものだろう？

　彼女が絶望し、その歩みを止めることで人間が味わう絶望とは、どれほどだろう？

　そして、それほどの絶望なら──自分を満足させてくれるだろうか。

「……くくく……楽しいな……」

　セクズィネスは低く笑った。

「下卑た顔だな」

　背後から声をかけられ、セクズィネスは振り向く。そこには、ボロ布を纏まとった小柄な人間が立っていた。粗末な木の杖つえに身体を預け、目ま深ぶかに被かぶったフードの奥からセクズィネスに鋭い目を向ける。

「よう……裏切り者がなんの用だい？」

「なに、息子が世話になるようなのでな」

「ほう……？」

　セクズィネスは口元を歪ゆがめて笑った。

「会ったのかね？」

「先日、帝都でな。お前らが襲撃をかける前だ」

　男は無精髭を撫なで、わずかに笑みを浮かべた。

「……お前らが呼び出したデカいのを、息子が潰したのは痛快だった」

　セクズィネスは鼻で笑う。

「あんたにもそんな情があったとはな」

「あるとも。だから今こんなに身をやつしている」

　襤褸ぼろを着た男は、セクズィネスの隣にまで歩み寄り、断崖から下を見下ろした。眼下にホルムベルクの王都が見える。

「それで」

　セクズィネスが口を開く。

「あんたが見て来たのは、どんな結末だったんだね？」

「……特になんということはない。すぐにわかる」

　襤褸を着た男は振り向きもせず言った。セクズィネスは鼻を鳴らして応じる。

「だったら、あんたは……」

　セクズィネスがそう言って男の方を見ると、既に男はそこにいなかった。男の着ていた襤褸の輪郭だけが、そこに薄く残されていた。

「……まあよいさ」

　セクズィネスは振り向き、背後に広がる林の中へと歩き出した。

「オルバズ！」

　セクズィネスが声をあげると、どこからか、応える声がある。

『心得ております、セクズィネス様……』

　木々の揺れる音の中、そう囁ささやく声をくぐってセクズィネスは立ち去っていった。
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「行くよ、カルゲルド！」

「お、おう！　どんと来いってんだ！」

　飛空艇の甲板から、俺たちは眼下に広がる森を見渡す。高さはこの前の帝都決戦の時より高い。確かディーヴィさんやレグルゥは、これくらいの高さでも鮮やかに着地を決めてたけど。

「気をつけてね、ミヤ君！　あとカルゲルドも」

「おお!?　俺はついでかよディーヴィ！」

　ディーヴィがかける声に、俺たちは振り向いて応じた。ディーヴィも困ったように眉を寄せ、言う。

「シャイ・リーンさんをよろしく」

「うん、任せて」

　そう答えて俺はディーヴィに向かってＶサインを作り、そして──

「カルゲルド、続いて！」

　切り裂くような風の中、かき消されないようにそう叫び、俺は眼下に広がる空へと身体からだを躍らせる──

「うおおおおおお！」

　これまでに聞いた雄お叫たけびの中でも一番の声をあげながら、カルゲルドも俺に続く。

　俺は吹き上げる風に向かい、いっぱいに身体を広げて空を下へと駆けた。通り過ぎる空が目に映るような気がした。緑色の大地がどんどんと解像度をあげていく。

「うああああああ！」

　背後ではカルゲルドが悲鳴とも雄叫びともつかない声をあげていた。

　さらに大地が迫る。俺たちが落下していく先は、ホルムベルクの王都と、北の森とのちょうど中間あたりに広がる草原地帯だ。柔らかそうな草に覆われてはいるが、当然、無防備に激突すれば身体が粉々になるだろう。

「ぬがああああああ！」

　カルゲルドの叫び声が風に流れて遠くに聞こえる。

「来るぞ来るぞ来るぞぉぉぉ！」

　遠く離れたところにあったはずの地面が、猛スピードで眼下に迫る。俺たちは身構えた。大地の緑色が、視界いっぱいに広がり──




　──『衝撃ゼロ』!!




　着地の瞬間、俺は能力を全力で展開する！




　──ずむっ！




　俺は足から地面に着地した。

「できた……！」

　あの日、ディーヴィやレグルゥが見せたような、飛空艇からの華麗な着地──前回は変な感じに落ちたけど、ついに成功した。やった。

「ねえカルゲルド、今の見た……？」

　俺は顔を上げてカルゲルドの方を見る──と、そこには潰れて肉塊の小山と化した中から、少年の形を取り戻しながら立ち上がろうとする姿があった。

「だ、大丈夫!?」

「……ちょっと、待ってろ……がはっ」

　血を吐きながらカルゲルドは答える──その身体は白い煙を発し、再生をし続けていた。完全に潰れた左腕から、新たな肉が盛り上がるように新しい腕が形成されていく。

「……ぬぎぎぎ……」

　カルゲルドは立ち上がった。なんでも、立ったまま修復した方がその後の馴な染じみ方がいいのだそうだ。折れていた背骨が、飛び出ていた肋ろっ骨こつが、みるみるうちに元通りになっていく。

「…………ふぅ。まったく、なんてことを考えやがるんだ……」

　ため息と共に、カルゲルドの身体から発せられていた白い煙が止やんだ。再生が終わったのだ。服は血まみれだが、その下に見える肌はきれいなままだった。

「……痛くないの？　再生する時」

「痛いに決まってんだろ！　骨とか出てんだぞ！」

　俺が訊きくと、カルゲルドは即座に言い返した。

「……まあでも、慣れたというか……」

　カルゲルドは身体の具合を確かめるようにしながら言う。

「これ、できるの俺だけなんだよな。だったら仕方ないっていうか……そもそもさ、他の人がどれくらいの痛みを感じてるかってわからないだろ？」

「まあ、確かに」

「だからなんていうか……この痛みは俺だけのものだって思ったら、もうそういうもんだって思うしかないじゃん？」

　俺はカルゲルドの言葉を聞きながら、出発前にワイスに聞いたことを思い出していた。




「カルゲルドの再生能力は唯一無二……だが、誰にでも使いこなせるものではない。あやつだからこそ超ちょう魔ま騎き士しなのだ」

　ワイスは少し愉快そうにそう語っていたっけ。

「普通の者ならば、腕が千切れるほどの衝撃を受ければそれだけで死ぬこともある。身体ではなく、精神が先に死を選ぶのじゃ。しかしカルゲルドの精神はそれに耐える。バカじゃからな……そして、だからこそあやつは『不死』を我が物とできた。ゆえにあやつは、『不死の王ノーライフキング』……超魔覇天騎士団のナンバー11なのじゃ」




「『不死の王ノーライフキング』か……」

　俺は完全に立ち直ったカルゲルドを見て呟つぶやいた。当のカルゲルドは、食料を取り出して齧かじっている。再生後は異常に腹が減るらしい。

「……なんだよ」

　俺の視線に気がついて振り向いたカルゲルドに、俺は尋ねてみた。

「カルゲルドはさ……戦いとか、騎士とかについて『美学』とかある？」

「なんだよ、レグルゥみたいなこと言いやがって」

　カルゲルドはそう言いながら鼻の頭を搔かいた。

「……正直、あの旦那の言うことはよくわかんねぇんだよ、俺は」

　そう言ってカルゲルドは少し目を閉じ──

「だけどな！」

　急に俺の方に向かって詰め寄ってきた。

「俺はどうでもいい！　シャイ・リーン様は世界最高の美女で！　世界最高の魔術遣いで！　世界最高の騎士だ！　それはわかるだろ!?」

「あ、うん……」

「……ちなみに俺の家はいわゆる貧乏騎士の家系でな！」

　カルゲルドは俺に詰め寄ったまま話を続ける。

「親父おやじは善良な人だった。家族にも、領民にも優しく、そして正義に篤あつかった……そう思っていた！　でもそうじゃなかった！　親父は騎士団の金を横領し、捕まった……！」

　俺の肩を摑つかみ、ぐらぐらと揺さぶりながらカルゲルドは語る。

「それだけじゃない……親父の上の上級騎士が、俺の母親と寝てやがった！　ただ生まれがいいだけの薄っぺらいクソ野郎だ。そいつに追い詰められて自殺したやつだっている。親父が牢ろう獄ごくに入ったあとも、そいつはのうのうと女を侍はべらせていい暮らしをして、今度は大臣にまでなるらしい。なら、一体正義ってなんだ!?　なあ、なんだと思う!?」

「わ、わからない、けど……」

　けど──カルゲルドの気持ちは、俺には少し理解できた。

「俺は荒すさんだ！　グレた！　すべて、ぶっ壊してやりたかった……そんな力を持ちたかった。だけど、俺の力は『死なない』っていうことだけだ。もっと派手な力がありさえすれば……そう思ったよ。でもそんな時だった、シャイ・リーン様が俺の前に現れたのは！」

　カルゲルドは俺を放り出す。

「魔力級数レベルこそ高いが、まともな魔法は火炎弾ファイアすら使えない……そんな俺の元に、『護国の女神』と名高い世界最高の騎士がわざわざ訪ねてきたんだ。そしてこう言った……『君の力は帝国の宝だ』ってな。わかるか!?　この尊さがわかるか!?　その時、俺にはあの人が本物の女神に見えたんだ！　後光が差してたがあれは錯覚じゃないと思う！」

「な、なるほど……」

「シャイ・リーン様はこうも言った……『全てを壊すよりも難しいことがある。君にはそれができるはずだ』ってな……それこそ、全てをぶっ壊す力を持ったあの人がだ。その言葉に俺は救われ、今ここにいる」

　カルゲルドは握り拳を作り、ぷるぷると震えながら言った。そんなに。

「……つまりそれがシャイ・リーン様だ！　あの美しく、気高く、正しく、優しい……そんな人のためにこそ、俺は死ねる！　死なないけど死ねる！」

「……そっか」

　こういうやつもいるんだな。誰もがレグルゥやウドウみたいに、孤高の強さで戦ってるわけじゃないんだ。カルゲルドはシャイ・リーンへの崇拝という、ある意味純粋な気持ちだけで、自分の「不死の力」を張っている。

「わかるか相棒！　あの方は俺を必要としてくれた！　俺の能力に……人生に意味を！　与えてくれたんだ！」

「……わかるよ」

　俺は頷うなずいた。俺だって、自分ひとりで正義を決めて戦え、って言われたら迷ってしまうと思う。セヴィーラや、ディーヴィがやることなら、力を貸したい──そう思ったからここにいるんだ。そして──

「シャイ・リーンさんだって、そのひとりだ」

　俺は立ち上がりカルゲルドに言った。

「行こう。あんたの女神様を俺たちで救い出すんだろ？」

「お！　いいねいいねぇ」

　カルゲルドは朗らかに笑った。

「よっしゃ行こうぜ相棒！　まずは魔元素妨害ジャミングされてる場所を見つけるところからだ。とりあえず、このあたりはまだ通信が繫つながる感じだな」

　そう言ってカルゲルドは魔導篭手ガントレットを起動し、飛空牙城に連絡を取り始めた。

「えーっと、こちらは『不死の王ノーライフキング』だ。目標地点に降下を完了した……」

「……なあカルゲルド」

　俺は通信を終えたカルゲルドの隣に並んで歩きながら、何気なく訊いた。

「例えば、お前が崇拝するシャイ・リーンさんが……」

　──俺の問いかけはそこで途切れた。なぜなら、カルゲルドが立ち止まったから──そして、俺たちの目線の先に、現れたものがあったからだ。

「……相棒、あいつらに会ったことは？」

　カルゲルドが身構えながら言う。

　木々の間から現れたのは、人間たち──普通の恰かっ好こうをした、普通の市民や農民たち。

「あいつら、って……？」

　──俺が訊き返すのと、目の前の人々が動くのが同時だった。その手に短剣ダガーを、棍棒クラブを、三又の農具のような槍やりを持ち、無言で振りかざしてこちらに駆けてくる。
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「カルゲルド……？　あの人たち、人間だよね……」

「ああ、そうだ」

「あれも、敵なの……？」

　先頭を走る男が、斧おのを振り上げた。

「ふんっ！」




　──ガキィン！




　カルゲルドは腰から抜き放った小剣ショートソードで、振り降ろされた斧を弾く。体勢を崩した男の胸元から、ねじれた矛のような禍まが々まがしい意匠の刺青いれずみが見えた。

「こいつらは……邪教徒だ」

「邪教徒……？」

　俺が訊き返すと、カルゲルドは頷いて身構える。

「人間の中にもいるんだ。魔王と魔人卿ダイモンロードを信奉し、帝国に仇あだなす連中がな……」

「そんな……」

　殺意をむき出しにして武器を振り上げ、こちらへ襲いかかって来る人たち。それは魔獣でも、魔人卿ダイモンロードでもない。普通の人たち。それこそ、その気になれば簡単に死んでしまうような──なんだこれ。一体なんだ──？

「残念だけど、そういうことだ……俺たちの敵は魔人卿ダイモンロードだけじゃない。でもな、やることはシンプルだ」

　邪教徒のひとりが、棍棒クラブを振り降ろす──カルゲルドは左の肩にそれを受けた。骨が砕ける嫌な音が響く。

「こいつらは帝国の臣民にして悪党！　殺さずやっつける！」

　カルゲルドは肩に棍棒クラブを受けたまま、正面の敵に頭突きを見舞う！

「ごがっ!?」

　鼻を潰された邪教徒のひとりがのけぞり、後ろにひっくり返る。

「……だが相棒！　お前の能力じゃダメだ、こいつらを殺しちまう！」

　カルゲルドが叫んだ。

「こいつらは死ぬのを恐れない……だけど騎士である俺たちがこいつらを殺しちゃだめだ。だからここは俺が引き受ける！」

「で、でも……！」

　邪教徒のひとりがカルゲルドに武器を振るう。カルゲルドは振り向きざま、小剣ショートソードを振り上げ──




　──ガキィッ！




　次の瞬間、邪教徒の手から短剣ダガーが弾はじき飛ばされていた。特別な攻撃手段を持たないカルゲルドでも、一般市民じゃ相手にならないってわけか。

「わかるだろ相棒。こいつらがいるってことは、確実になにか裏がある……！　シャイ・リーン様が負けるわけはねぇけど、一刻も早く状況を突き止めなきゃなんねぇ！」

　カルゲルドは俺を見てニカッと笑った。

「だからお前は早く行け！　シャイ・リーン様を頼む……！」

「…………！」

　俺は小剣ショートソードを構えるカルゲルドを見た。能力が能力だ。俺とそんなに歳としの変わらないこいつは、これまでもきっと、こういう損な役ばかり引き受けて来たんだろう──

「……わかった。先行ってるよカルゲルド！」

　俺はカルゲルドに背を向けて走り、森の中へと飛び込んだ。
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「来たねぇ、来たねぇ。騎士様が来たねぇ……」

　森の深しん奥おうで、呟つぶやく声があった。

　それは、どこから響くのか判然とはしない声──木々の揺れる音と共に、木立の隙間を駆け抜けていくかのような声。

　それを発するのは、森の中の一角、ある木の下に座るその男だった。全身を蔦つたに覆われ、まるで木に後ろから抱擁されるかのごとく、その根本に座る、緑色の肌の魔人。

「……迎えてあげないといけないなぁ……ねぇ、下級魔人レッサーたち？」

　緑色の魔人が、木立を揺らす声でそう語り掛けると、木の根元から、枝の上から、人型のものが姿を現した。それらはゆったりとした動きで地面に降り立ち、顔のような部位に開いた口のような穴をぱくぱくと動かした。

「我ら魔王の使徒を魔人卿ダイモンロード様だけと思うなよ、人間ども……我ら上級魔人グレーターに下級魔人レッサー、そして可愛かわいい人間の邪教徒ども……力では劣れども、貴様ら超ちょう魔ま騎き士しの寝首を搔かく刃やいばは無数にあるのだぞ？」

　緑色の魔人は下卑た笑いをその口元に浮かべた。

「嫉しっ風ぷうのセクズィネス様の第一の使徒、この上級魔人グレーター・緑のオルバズ様に森の中で勝てるわけがないのだからね……」

　げっげっげっ、と笑う声が、木々の揺れと共に森の中を伝わっていった。











４．新人騎士と迷いの森









　昼間だというのに、森の中は日の光が届かず、薄暗い。足元の草は腰のあたりにまで及ぶし、頭上も緑で覆われた世界は上下がわからなくなりそうだ。

「どこへ行った！」

「捜せ！」

　身を低くしている俺の頭上を、人間たちの声が通り過ぎた。

「人間を相手にすることもある、ってのは聞いてないよな……」

　俺はため息をつく。カルゲルドの言う通りだ。俺の能力じゃ、問答無用で相手の身体からだを削り取ってしまう。いくら邪教徒とはいえ、人間相手にこんな技は使えない。

「やっぱりやめとけばよかったかな、騎士になんてなるの……」

　──なんてボヤいてみても仕方ない。今はとにかく、シャイ・リーンを捜し出すことを考えないと。

　俺は試しにペンダントを起動してみた。




　──ザザ、ザ──




　いつもなら飛空牙城につながるはずが、雑音ノイズばかりが聞こえてくる──ということはやっぱり、ここが魔元素妨害ジャミングされているっていうその場所なんだろう。さっき邪教徒たちが出て来たことでもここになにかあるのは間違いない。

「とは言っても……」

　俺は周囲を見回してみる。森はかなり広い上に、木や草が入り組んで先が見通せない。闇雲に捜したところで、見つかるはずもないだろう。そういえば、ホルムベルクの北の森は『迷いの森』とも呼ばれ、毎年何十人も姿を消している──とかなんとか、飛空艇で親おや父じさんも言ってたっけ。

「だとしたら、さっきの邪教徒たちも危ないんじゃないかなぁ」

　さすがにそこまでは面倒見切れないけど──と思ったところで、それが聞こえた。




　──ッドォォォン！




「なんだ……!?」

　空気を切り裂く轟ごう音おん──これは、雷鳴？　俺は音のする方を振り返る。どうやら、森の奥の方からそれは聞こえてくる。

「……よっこらしょ、と」

　俺は自分の体重を「ゼロ」にする──そして地面を蹴り、ジャンプ！

　木の枝の間を抜け、その上へと出る──




　───ッドォン！




　再び、雷鳴が響いた。

　木々の上にまで出た俺がそこで見たのは、森の真ん中に落ちる巨大な雷だった。

「超級雷槌ギガライトニング魔衝ハンマー……!?」

　そうだ、あれはシャイ・リーンがこの前放った必殺の雷撃魔法──

「……さすがはシャイ・リーンさん」

　俺はその意味するところを瞬時に理解した。つまりあれは俺たちへのメッセージだ。
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　森の中には、時折歯抜けのような空間が現れる。微細に入り乱れた生態系の妙が、たまたまそこに空き地を作ったものか、または、過去にそんな空間を生むなにかがそこで起こったものか。

　５発目の超級雷槌ギガライトニング魔衝ハンマーを撃ち終わったシャイ・リーンは、そんな広場の真ん中に胡坐あぐらをかき、目を閉じて座った。これで、６回目──大体１時間おきに５発ずつ、この場で大魔法を放つ。上空からも目立つ雷撃魔法なら、自分がここにいることが確実に伝わるはずだ。




　──ハッ、ハッ、ハッ




　なにかが周囲に現れる気配を感じた。先ほどの雷光を見た上で現れたのならそれなりの魔獣か、知能のある人型種族ヒューマノイドだろう。シャイ・リーンは目を開き、見る。

　大きな口元からだらしなく舌を伸ばし、手に粗末な槍やりを持った毛むくじゃらの生物──犬型亜人獣魔コボルドだ。それも、かなりの数。木々の間から湧き出すように、次々と現れ、シャイ・リーンを取り囲む。

「ウォォン！」

　鳴き声とも言葉ともつかない唸うなりを、１体が発した。それに呼応するように、周囲の犬型亜人獣魔コボルドたちが唸る。

「ギエェェェ！」

　犬型亜人獣魔コボルドの群れは、手にした槍を振りかざし、シャイ・リーンに襲いかかる──




　──ゴウッ！




　一陣の風が、森の中にできた小さな広場を駆け抜けた。

　シャイ・リーンの周囲を一瞬、巡ったつむじ風はすぐに空へと散って消え──そのあとには、無数の犬型亜人獣魔コボルドたちが血の海を作り、斃たおれていた。

「……勇気ある獣たち……」

　シャイ・リーンはまた目を閉じる。

　ワイスのことだ。連絡が取れなくなった以上、誰かを送り込んでいるのは疑うまでもない──ならば、こちらは合図を送ればいい。恐らく、何者かがシャイ・リーンを罠わなにかけたのだろうが──世界最強の騎士であるシャイ・リーンが、それに付き合って敵に追われる必要もない。襲って来るなら倒せばいいのだから。

　一番手っ取り早いのは、この森をすべて焼き尽くすことだ。とはいえ、さすがにそれは避けたかった。この森には魔獣も棲すむが、普通の動物もいる。恐らく、水源もある。破壊してしまえば、ホルムベルクの人々の生活に大きな影響があるだろう。

　まあ、別に慌てることはない。向こうがこちらを襲いたいのだから、それを待てばいいのだ。シャイ・リーンの身体は１カ月くらいなら食事も必要ない。

「……とんだ里帰りになってしまったな」

　シャイ・リーンは自嘲気味に笑った。まさか自らの故郷でこのようなことになるとは。この森はかつて、シャイ・リーン自身も訪れたことのある場所なのに。

　確か、あの時は──そうだ。クォ・ルーンも一緒だった。

　シャイ・リーンは彼女の顔を思い浮かべた。年老いた今の顔と、かつての美しかった顔を、同時に。滑なめらかな炎のような長い髪、シャイ・リーンとうり二つの顔、そして強大な魔力を持った、あの姿を。自分のために力を失う──それよりも前の姿を。

　ふと、シャイ・リーンは目を開いた。

　クォ・ルーンの声が聞こえた気がしたのだ。
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「な、なにごと……!?」

　初老の執事がカップの載ったトレイを取り落とした。天蓋付きのベッドが置かれた居室の大きな窓が砕け散り、外から吹き込む風。ひと際巨大な月が窓枠にかかり、そこに立つ人の姿を逆光で影に見せていた。

　主人である老婦人はベッドの上に半身を起こし、その人影を見つめていた。

「奥様……！」

　執事は叫んだ。しかし、その声は窓から吹き込む風に押し戻されてクォ・ルーンには届かなかった。

「……すばらしい器だ」

　人影が言った。その顔に紅の瞳が６つ、開くのを執事は見た。

「お前には権利がある」

　人影の言葉にクォ・ルーンが答えたようだが、その声は執事には聞こえなかった。

　６つの瞳の目尻を下げて、魔人が言う。

「そうだ……１００年に亘わたり、募らせた鬱屈、嫉妬、諦観……それらを受け止めるだけの価値がある。本来持つべき力を受け取る価値がな」

「本来持つべき……力……？」

「お前の力は失われてなどいない」

　そう言って、魔人は手のひらを開いて見せた。

「お前ほどの器を、このまま朽ちさせるなどこの宇宙の損失よ……さあ……受け取るがいい。これがお前の価値だ」

　執事には最後まで、クォ・ルーンがその時、どんな顔をしていたかわからなかった。しかし──長年、この主人に仕えてきた執事は、その時のクォ・ルーンの表情をまざまざと想像できた。

「そして証明するがいい。お前の価値を……お前から力を奪った相手を倒し、この宇宙にお前の価値を刻み付けるのだ」

　クォ・ルーンはまるで吸い込まれるかのようにベッドから降り立った。魔人はその手を伸ばし、クォ・ルーンの顎を持ち上げる。

「これもわたしの人生ね」

　そう呟つぶやいた声を、執事は聞いたかもしれない、と後に語った。

　魔人がクォ・ルーンの口の中に、なにかを押し込む──と、その身体がまばゆい光に包まれた。光の中に、赤い髪が躍るのを執事は見た。
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　カルゲルドはふと、ホルムベルクの空を見上げた。

　なにか、風が吹いたような気がしたのだ。だが、青い空は凪ないで静かなままだった。

「……静かすぎるんじゃねぇかな」

　カルゲルドは舌打ちをし、あたりを見渡す。邪教徒たちは全員、縛り上げたところだ。さっきディーヴィに連絡を入れておいたから、そのうち回収されるだろう。

「ミヤはどうしたかな……」

　カルゲルドは森の方を見る。先ほどの雷光と轟音はおそらく、シャイ・リーンだろう。

　そもそもカルゲルドは、シャイ・リーンやミヤの身の安全は心配していない。自分たち超ちょう魔ま覇は天てん騎き士し団だんをそう簡単に倒せる者など、いるはずがないのだ。いるとすれば、同等の力を持つ存在のみ。例えば魔人卿ダイモンロードか、それとも──

　カルゲルドは森の方へと近づいた。魔導篭手ガントレットの通信回線を開きっぱなしにして、歩みを進めていく。




　──ザザ、ザ──




　途中から、雑音ノイズが激しくなる。やはり、この森だけ魔元素妨害ジャミングがされているようだ。森の中に妨害用の仕掛けが隠されていると見るべきだろう。

　急がなくてはならなかった。シャイ・リーンやミヤの安全のためではない。敵の目的が時間稼ぎであることが明白だからだ。だとすれば、今すべきことは──

「……よっしゃ、待っててくださいよシャイ・リーン様！」

　カルゲルドは意を決し、森の中に踏み込んだ。
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「……いたぞ！」

「そっちだ、逃がすな！」

　怒号があちこちから響いてきた。その中を走る。背の高い雑草の中を、稲妻形ジグザグに、木々の合間を抜けて。こんな道、山育ちの俺にとっては庭みたいなもんだ。

「待てぇ！」

　真後ろから追いすがってきた男がいた。

「偽りの神の使徒め、逃がすか！」

　──偽りの神、か。なるほどそういう認識になるんだ──なんて思いながら、俺は木の枝をくぐり、素早く駆ける。

「おのれちょこまかと……ぅおぉっ!?」

　追いすがってきた男が不意に倒れる。

「どうした……ッてうわぁぁ!?」

　横から回り込もうとしていた男も悲鳴をあげた。蔦つたに足を絡からまれ、跳ね上がった木の枝で逆さづりにされるのが見えた。後ろの男は草を結んだ輪に足を取られ倒れ込んでいる。

「くっ、くそ……！」

　俺は左手に回っていた男の方へ向き直った。男は鉈なたで周囲の枝を切り払い、こちらに向かって来る。俺はそちらへ向かって声をかけた。

「おじさん、町の人でしょ？」

「ああ？　それがどうした!?」

「こういう森の中だとさ、草や枝が少なくて歩きやすいところに行きたくなるよね」

「なんだ、一体なにを言って……」

　と、目の前の男がそこに足を踏み入れる。と、同時に俺は頭を下げた。




　──バチン！




　俺の後方から飛んできた木の枝が、鞭むちのようにしなって男の顔面にヒット！

「あが……」

　男はそのまま後ろに吹き飛ばされ、倒れて気を失った。

「羊飼いを舐なめないでよね。伊だ達てに山の中で10年も暮らしてないんだから」

　山小屋で生活するうち身につけた様々な技術──実のところ、こんなのは俺にとって技でもなんでもない。町育ちの人たちが無防備すぎるだけだ。みんな猪いのしし以下。

「ゼロ」の力を使ったら相手を無傷では済ませられない──超魔覇天騎士団の人たちが相手ならそれでいいかもしれないけど、やっぱりそれを普通の人たちに使うのは抵抗がある。たとえそれがどんな悪人だとしても。

「……どうせなら正義の騎士でいたいもんな」

　リネットなんかは俺を「いい騎士になると思う」って言ってくれたけど、騎士が「暴力」を生業なりわいとする仕事だっていうのには変わりはないと思う。

　俺は目の前に倒れた邪教徒を見た。魔王と魔人卿ダイモンロードに忠誠を捧ささげる狂信者たち──

　正しさを誰かが担保してくれるならそっちの方が生きやすい、っていうのは正直、ちょっとわかる。だけど──自分がその、信じる「なにか」よりも力を持ってしまったら、彼らはどう生きていくんだろう？

「……そんなこと考えても仕方ないか」

　俺は彼らを放って、森の奥へと分け入っていった。




　あの雷が光ったのはこっちの方向のはずだ──と、俺は森の中を辿たどって行った。森の中で怖いのは、方角を見失うことだ。いつの間にか違う方へ歩いている、なんてことがよくある。だから注意深く方角を確かめ、進む──と、急に風景が開けた。

　森の中に、急に現れた広場のような空間。ちょっとした広間ホールくらいの広さがある。

「……シャイ・リーンさん！」

　俺はその広場の中に、蒼あおい髪の女騎士の姿を見つけて声をあげた。俺の声に応じて、女騎士は目を開く。

「……君か」

　そう言って、座り込んでいた女騎士は立ち上がる。

「来ると思っていた。ひとり？」

「カルゲルドが一緒です。はぐれちゃいましたけど」

「そう」

　カルゲルドの名前を聞いても無表情なシャイ・リーンに、俺はちょっと可笑おかしいような、切ないような気分になる。

「邪教徒たちに襲われたんです。カルゲルドはそれを引き受けて」

「なるほど……」

　そう言ってシャイ・リーンは顔を上げ、俺の後ろの方に目をやった。振り向くと、何人かの男たちが現れ、殺気立った雰囲気でこちらに向かって来ていた。

「下がれ、ミヤ」

　シャイ・リーンに言われて俺は大人しくその後ろに下がる。確かにこれは、俺の出る幕じゃない。

　邪教徒たちはそちらだけでなく、周り中の森の中に潜んでいるようだった。シャイ・リーンは右の手のひらを頭上に掲げ、呪文を口にする。

「雷衝鳴波ショックブラスト！」




　──ズギャン！




　空気を切り裂く音がして、青白い雷鳴が迸ほとばしった。シャイ・リーンの手のひらから生まれた小さな青白い球──そこから、周囲の人間たちに向けて電撃の矢が飛んだ。

「……[image: い゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]っ!?」

　邪教徒たちは電撃に貫かれ、その身体からだをびくびくと痙けい攣れんさせ、一斉にその場へと倒れる。人間を殺さないように倒す──そういった応用力に関して、シャイ・リーンの右に出る者はいないだろう。強力な力を持つからこそ、抑えることもできる。さすがは大陸最強と名高い騎士──

「……!?」




　──ヴァッ！




　その時不意に、俺たちに襲いかかる影をシャイ・リーンは身体を伏せてかわした。俺もその腕に抱えられて地に伏せる。

「……あれは……!?」

　それは先ほど、電撃に貫かれたはずの人間のひとり──いや──

「下級魔人レッサーか！」

　人の姿を捨て、異形の姿となったそれ──首から上が木の根のような触手と化し、蠢うごめく魔人。人間に化けてその中に混ざっていたのか──！

「ギエエエエエェーッ！」

　雄お叫たけびと共に下級魔人レッサーが飛びかかって来る。俺はそちらに指先を向け、「無」を放つ。虚空指弾ヴォイドフィンガー──！




　──バツン！




　俺の放った虚こ空くうの弾丸は、魔人の胸元から首までを抉えぐり貫いた。魔人はそのままその場に崩れて落ち、その身体が煙と共に消えていく。

「……厄介だな」

　シャイ・リーンが相変わらず表情を変えず呟つぶやく。こちらが人間を殺せないだろうと踏んで、その中に人間に化けた魔人を潜ませる──下級魔人レッサーとはいえ、人間を気絶させる程度の攻撃では倒れない。

　さらに、森の奥から大勢の人間が集まって来る気配がした。

「こっちだ！」

「やられたぞ！」

　口々に叫ぶ声も聞こえてくる。

「ミヤ、行こう」

「あ、はい」

　俺たちはその場を離れて森の中に入る。

「どうするんです？」

　俺は前を歩くシャイ・リーンに向かって訊きく。

「こうなった以上、一刻も早く森を出る。相手の戦術に乗る手はない」

　シャイ・リーンは周囲を警戒し、舌打ちをした。

「……なんなら、ここから南へ一直線に風穴を開ければ手っ取り早い」

　そう言ってシャイ・リーンは立ち止まり、手に魔力を込める──

「……ダメだよ、シャイ・リーンさん」

　俺はシャイ・リーンが魔力を込めた手のひらの上に、自分の手のひらを重ねて言った。「ゼロ」の力でシャイ・リーンの魔力が輝きを失う。

「そんなこと、やろうと思えばいつでもできたはずだ。でもそれをしなかったのは森を破壊しないためなんでしょ？」

　俺はシャイ・リーンの目を見て言った。その目が驚いたように丸くなる。

「なにも犠牲にせず、全てを取るのがセヴィーラさんの考え方だ。だから俺は超ちょう魔ま騎き士しになったんだし。それに……」

　シャイ・リーンが腕を下ろした。俺も手を下ろして、その綺き麗れいな顔を改めて見る。

「負けたくらいでは道を曲げない、力の差を不公平だと思わない相手になら、全力で力を振るってみればいい……シャイ・リーンさんはそう言ったよね？　だけど森はそうじゃないでしょ」

「そうか。確かにそうだ」

　シャイ・リーンさんはふっと表情を緩めた。わかりにくいが、それは微笑ほほえんだ顔だろう、と俺は思う。俺は言葉を継ぐ。

「大丈夫、こういう森の中とかは俺、慣れてるから。来た道は大体わかるし、辿って行けばすぐに出られるよ」

　そう言って俺は振り向き──そして素早く、その場に身をかがめた。




　──ズギャァッ！




　頭越しに、シャイ・リーンの放った電撃が奔はしり、目の前にいた邪教徒のひとりを撃ち抜いた。俺はそのまま身構えていたが、そいつはそのままその場に倒れた。人間だったみたいだ。

「向かって来る敵を倒しつつ、普通に行動すればいいということだな」

「それができるから超魔騎士なんでしょう？」

　俺はそう言って立ち上がる。

「本当に優しいのだな、ミヤは」

「まあ、俺も山の育ちだからね」

　話している傍そばから、シャイ・リーンが電撃を放ち、数人を一気に気絶させた。その後ろから、もうひとりが飛び出てこちらへと襲いかかる。

「うりゃぁっ！」

　俺はその前に飛び出て、突き出された手て槍やりを受ける。物理的な衝撃を「ゼロ」にすれば刺さることはなく、切っ先が滑って相手がバランスを崩す。

「ギアアアアッ！」

　男の顔が崩れた。こいつも魔人か。人の形を失ったその顔が大きく開き、牙を剝むきだしにして俺に襲いかかる。

「はぁっ！」




　──ヴァオッ！




　背後からシャイ・リーンが放った魔導弾マジックミサイルで、下級魔人レッサーの顔が砕けた。

「シャイ・リーンさん、至近距離でそんな」

　俺はのしかかってくる下級魔人レッサーの身体を押しのけて言うが、シャイ・リーンはどこ吹く風といった様子だ。

「どうせ君に魔法は効かないだろう？」

「や、そうだけど」

　俺は立ち上がり、周囲を見回す。まだ敵は襲ってくるはずだ。

「こんな森の中で、人間に化けて魔人が襲ってくるってのは、さすがに面倒ですね」

「まったくだ。敵もさすがだと言わざるを得ないな」

　褒めてるのかどうかよくわからない調子でシャイ・リーンが応じる。

「探知サーチ系の魔法が使えるならどうにでもなるが……」

　そう言うシャイ・リーンに向かって、また別の人間が襲いかかった。彼女はそちらを一いち瞥べつすらせず、手をかざして受ける。その手から衝撃が発し、邪教徒はそのまま後ろへ吹っ飛んだ。

　俺は先に進み、足元の草や枝などを払う。ひとりで動くのならどうにでもなるが、シャイ・リーンがいるならそうもいかない。ある程度見通しを確保した方がいいんだけど──

「……ん？」

　その時、俺は気がついた。風の流れが違う──？

「どうした、ミヤ？」

「ん、たぶんですけど……」

　俺はそちらの方向へと、木々をかき分けて進む──

「……やっぱり」

　その先で、急に視界が開けた。先ほどシャイ・リーンと合流した場所のような、森の中に突然、現れる開けた広場。さっきと違うのは、その真ん中に小さな城か神殿のような、石造りの丸屋根ドーム状の建物があることだ。

「遺跡か……一応本当にあったのだな」

　シャイ・リーンが建物に近づいた。丸屋根ドームとなったその上には、翼を持った獅し子しのような形状の石像が据えられている。その外観は飛空牙城に似ているような気もした。

「だが、次元塊フェーズキューブが本当にここに隠されているのかどうかは……」

　──と、その時、なにかの物音が頭上から降って来ることに、俺は気がつく。

「シャイ・リーンさん……上……」

「ん？」




　──ギギィィッ




　軋きしむような音を立てながら、そこになにかが動いていた。建物の屋根の上の、飾りだと思っていた石像が、動く──？

「守護樋嘴獣魔ガーゴイルか……！」

　石像の魔獣が吼ほえた。あとで聞いた話では、古代の遺跡の守護石像に擬態する魔獣らしい。中には宝物の番人として置かれたものもあるのだとか──

　雄叫びと共に、襲いかかる守護樋嘴獣魔ガーゴイルをシャイ・リーンはかわす。その前脚と、石でできたその全重量が大地に窪地クレーターを穿うがつ。

　間髪いれず、魔獣はその首を上げた。俺の方に狙いをつけ、口を開く。




　──カッ！




　その口から閃せん光こうが迸ほとばしった。

「……ッと！」

　高熱の光が一筋、俺に向かい一直線に飛ぶ。しかし、俺の手前でそれは「虚無」に吞のまれ消え失うせた。

「面倒な……！」

　シャイ・リーンが呪文を唱え、その手に魔力が宿る。そして、その魔力を一気に──




　──ザザザザザッ！




　不意に、なにかが激しく動き回るような音がした。

「……ッ!?」

　その音は俺たちを取り囲むように、全方向から響く。まるで、木々の枝そのものが意思を持って動き回っているかのような──




　──グバァァッ！




　次の瞬間、物音の中から一斉に、蛇のようなものが襲いかかった。

「……ッ！」

　俺たちは跳び退すさり、それをかわす。そして、その中央にいた守護樋嘴獣魔ガーゴイルが──




　──ボゴォッ！




　次の瞬間、俺たちが目にしたのは、周囲の森から伸びる無数の木の枝に貫かれ、串刺しとなった守護樋嘴獣魔ガーゴイルの姿。石でできたその身体からだを、木の枝が砕いている──？




　──ザザザザッ！




　続いて、周囲からまた動くものがあった。蛇のように、鞭むちのように激しくうねりながら、こちらへ襲いかかる！

「……ッ！」

　シャイ・リーンが手にしていた魔力を放った。襲いかかった木の枝や蔦つたが、一斉に燃え上がる。しかし木の蔦は動きを止めず、炎を纏まとったままシャイ・リーンへと巻き付こうとする──

「虚空斬刃ヴォイドエッジ！」




　──ズシャッ！




　俺の放った虚こ空くうの刃が、蔦を何本かまとめて切り落とした。

「これは……ッ!?」

　身構える間もなく、再び蔦の蛇が襲いかかる。俺とシャイ・リーンはそれを迎撃し、落としていった。

『……ふひゃはははは！　踊るがいいねぇ、超魔騎士ども！』

　どこからか響く声があった。それは、木々のざわめきの中に、全方位から聞こえてくるようだった。

『この森はこの私！　この私とはこの森！　逃げ場なんてないのだがねぇ!?』

「魔人かッ！」

　シャイ・リーンが叫び返すと、声が答えた。

『如何いかにも！　私こそは嫉しっ風ぷうのセクズィネス様麾き下かの上級魔人グレーター、緑のオルバズという者だねぇ！　お見知りおきを願おう！』

　そう言いながらも、蔦の攻撃はやまない。

『如何に超ちょう魔ま騎き士しだろうと、私の身体の中で私に勝てるはずがないのだねぇぇ！』

　縦横無尽に飛び交う蔦の中を声が響いた。

「面倒な……」

　シャイ・リーンは片手で印を結び、呪文を唱える。

「竜巻斬法ワールウィンド！」




　──ヴオンッ！




　陣風が俺たちを中心に渦を巻く。周囲の木々を巻き込み、その枝葉をすべて巻き上げる勢いでズタズタにしながら吹き上がる。襲いかかる蔦もそれに巻かれて引きちぎられ、飛び散った。

『ふはははは！　さすがは超魔騎士様だ！　しかし我が手足たる木々はいくらでもあるぞぉぉ！』

　オルバズとかいうやつの声が再び響く。

「……森の中に逃げるのは悪手か……」

「そっすね。まだここの方がいい」

　俺たちは背中合わせに立って、迎撃の態勢を整えようと──

「……なっ……!?」

　シャイ・リーンが不意にその動きを止める。

「……あっ!?」

　見れば、その足元には蔦が絡からまり、その動きを止めていた。

「いたぞ！　殺せぇっ！」

　そこへ別の声がした。邪教徒たちだ──森の中から俺たちのいる広場へと、数人が雪崩なだれ込んでくる。

「ああもう、こんな時に！」

　俺はそちらへ虚空指弾ヴォイドフィンガーを放とうと構えた。殺したくはないけど──！

『ひゃーっはっはっはぁ！』

　けたたましい笑い声と共に、再び宙空から蔦がのたうち、襲いかかって来た。

「……はぁっ！」

　シャイ・リーンが衝撃を繰り出す。先頭で斬りかかろうとしていた邪教徒が、その衝撃に弾はじき飛ばされ──




　──ヴシュ！




「はぅあっ!?」

　宙をのたくりまわる蔦が、弾き飛ばされた邪教徒を捕らえてその身体に巻き付いた。

「ぐああぁっ！」

　蔦に夥おびただしく生えた棘とげが、邪教徒の身体に食い込み──

「……ああ……ぁぁぁ……」

　邪教徒の身体がみるみるうちに枯れ、しぼんでいった。

「んっ……！」

　シャイ・リーンは足元から炎を出して蔦を振りほどく。巻き上がった炎は渦となり、他の蔦と邪教徒とを振り払って退けた。

「……そこだっ！」

　俺は虚空指弾ヴォイドフィンガーを放つ。虚空の弾丸は邪教徒のひとりに命中し、その身体を貫き──そしてその顔は崩れ、木の根のような触手となってそこに倒れた。

「よく下級魔人レッサーを見分けた」

「あいつだけ炎に驚かなかった。意思ある生物の動きじゃない」

　俺は改めてシャイ・リーンと背中合わせに立った。

「それにあの蔦……さっきからシャイ・リーンさんだけを狙ってる」

「うむ、わかっておる」

　つまり──あの緑のオルバズとかいう声の主は、目で見て襲ってきてはいない。恐らくは魔力を感じ取ってシャイ・リーンを狙っている。

「だとすれば、本体はこの森のどこかに……」

　だが、これほど大きな森から本体を見つけ出すなんて、それこそ探知サーチの魔法でもなければやりようがない。俺は胸元に提げた、今は通信のできないペンダントを見た。魔元素妨害ジャミングを仕掛けたのはこのためでもあったってわけか。つくづく用意周到だ。

　再び、俺たちの周りを邪教徒たちが取り囲む。まったく、この人たちは仲間がやられたっていうのに！

「……死ねええぇ！」

　雄お叫たけびをあげ、邪教徒たちが襲いかかる。その後ろで蔦がまた蠢うごめくのが見えた。こんな状況で、邪教徒を殺さずに戦うなんて──！

「……超重魔法グラビトン！」




　──ズムッ！




　シャイ・リーンが呪文を唱え、周囲の地面が陥没した。重力を強め、周囲の物質を重くする魔法──襲いかかろうとしていた邪教徒たちも、皆地面に倒れ伏している。伸びてきた蔦もその先を下に曲げてしまっていた。

『ふひゃひゃひゃひゃ！　しぶといなぁぁぁ！』

　オルバズの声が響く。

『だが、森の中でこの私に勝てるわけがないと言っただろうぉぉぉ!?』

　超重力の領域フィールドの周囲を、のたうつ蔦と、邪教徒と、下級魔人レッサーが取り囲む。人間を殺さずには、乗り切れないのか──俺は歯ぎしりをした。なんて卑劣なんだろう。人間を盾にして、こちらを攻めるやり方。向こうにしてみれば都合のいい消耗品なのに、命を顧みずそれに殉ずる邪教徒たち。

「こんなことって……こんなことがあっていいのか……」

　拳を握る俺を、シャイ・リーンが見た。

「ミヤ、騎士として戦うなら諦めてはならない」

「でも……！」

「全てを救うのが我ら超魔覇天騎士団だ。超常の力はそのためのもの。安易な方へ逃げてはならぬ。力も、知恵も、全てを使い、全てを手に入れろ」

「…………ッ！」

　そうは言っても、この状況でどうすればいいか──いちかばちか、森の中を駆け抜けるべきだろうか。せめて森を出ればなんとかなるはずだ。その上で、この森の魔元素妨害ジャミングを解除すれば。だが、そのためにはまず、この場を切り抜けなければ──

「それと、もうひとつ」

　シャイ・リーンが口を開いた。

「……仲間は最後まで信じることだ」

　──その時、首にかけたペンダントから少年の声がした。

『おい相棒！　聞こえるか！』

　鳴らないはずのペンダントから、響いたその声は──





＊　＊　＊






　カルゲルドは目の前の魔獣に向かい、剣を向けて走っていた。

　それは胞子獣魔マイコニドの一種──胞子を吐き出し、空気中の魔元素エーテリウムを弱める種類のものだ。ただし、どうやら普通のやつとは違う。明らかに身体からだが大きく、そしてその頭には不ぶ恰かっ好こうな魔導器ガジェットが半ば埋め込まれていた。そして、森の外縁に沿ってこいつが５体目。

「うおりゃああああ！」

　カルゲルドは小剣ショートソードを身体ごと、胞子獣魔マイコニドに深々と突き立てる──問題はここからだ！　胞子獣魔マイコニドの身体が、剣を突き立てたところから急激に膨れ上がり──




　──バゴォン！




　魔獣の身体が炸さく裂れつした。至近距離での強烈な爆風を受け、カルゲルドの身体も吹き飛ぶ──一瞬後、半径10メートル近くにも及ぶ巨大な窪地クレーターがそこには穿うがたれていた。

「……っぶはぁっ！」

　ちぎれた四肢を再生しながら、カルゲルドが立ち上がる。これで、どうだ──

『カルゲルド!?』

　カルゲルドは魔導篭手ガントレットから返って来る声を聞き、思わずガッツポーズを取っていた。

「相棒！　やったぜ！」

　魔元素妨害ジャミングを崩す──どうやら間に合ったみたいだ。




　カルゲルドは邪教徒たちを退けた後、森の端から魔導篭手ガントレットの通信機能を起動したまま雑音ノイズの出元を探していた。

「森全体を覆うような巨大な装置は不可能なはず。ならばどうやって魔元素妨害ジャミングをしているのか……」

　飛空牙城に連絡を取った際、ワイスのその言葉に横からカイリーが言った。

「大きなものがないのなら……小さなものがたくさんあるんじゃないかなぁ？　ほら、生き物の身体ってそうらしいし……蟻ありとかって集団で大きなものを運んだりするし」

「……それじゃカイリー。さすがは『慈悲の死神デス・マーシー』」

　我が意を得たり、とワイスはまくし立てた。

「なんらかの装置を連動させ、森全体を覆う魔元素妨害ジャミングを発生させているんじゃろう。それも、その森に元からあるものを転用しているはずじゃ。恐らくは、魔法陣の形を取ることによって効果を大きくしておる。ならば、雑音ノイズが発生する周縁を辿たどって行けば、必ず魔元素妨害ジャミングの発生源に行き当たる！」

　──かくして、カルゲルドは雑音ノイズの出元を辿り、発見した胞子獣魔マイコニドを倒しながら通信の復帰を試みていたのだ。そして──




　カルゲルドは魔導篭手ガントレットの向こう側に叫ぼうとする──と、森の一角からなにかが巻き上がるのが目に入った。

「……あれは！」

　見上げるその目に映ったもの──それはカルゲルドにとっての女神。騎士としての、人としての、理想を体現した蒼あおい輝き。魔元素妨害ジャミングから解き放たれ、自由に舞う帝国最強の騎士──

「いっけぇぇぇぇ！」

　カルゲルドは思わず叫んでいた。




　その叫びが、シャイ・リーンに　届いたかどうかはわからない。

　その時、シャイ・リーンはただ、空の青さを肺いっぱいに吸い込んでいた。

（カルゲルドがやってくれた）

　あの少年騎士が、物事を絶対に諦めない精神と、それを実現する能力を備えていることは知っている。いつの間にかミヤのことを相棒と呼ぶようになったようだ──そのことがシャイ・リーンには、どことなく愉快だった。なんて頼もしい少年たち。なんて頼もしい仲間たち。

　そして──

「……魔力探知パワーサーチ」

　自らの中に魔力を巡らせ、感覚を解放──周囲の魔元素エーテリウムとその波長を同調シンクロさせる。シャイ・リーンの視界に、魔力の発生源が重なる。足元に弱い魔力が何人か──森の外縁に強い魔力、これはカルゲルドか──周縁に沿って、それなりの魔力が並び──

「見つけたり」

　右前方、数百メートルほどの距離。皮肉にも、先ほどの広場からほど近い場所──そこに、おそらくは魔力級数レベル１００００超えの魔力がひとつ。強く、そして禍まが々まがしく瘴しょう気きの濃い魔力──

　シャイ・リーンは人差し指を突き出し、そちらへと向けた。頭上に太陽が力強く輝く時。山吹色の輝きをその身に受けて、邪を貫く光線と化し、放つ──

「……陽輝光槍破ソーラー・ブラスト！」

　白く細い指から、光が一直線に、伸びた。

　虹色に輝くその光の剣は、指が示した魔力の在あり処かへと、まっすぐに、まっすぐに伸び、一瞬にしてそこに到達する。




　──ボッ！




　音が、遅れて到達した。

　森の深くのその一角、木の根元に座り込んだ、全身を蔦つたに覆われた緑色の肌の魔人を、光が貫いていた。

「……こっ、こんな……ッ！」

　魔力を一点に収束し、放った聖なる光の槍やりは、瞬時にして魔人の全身を焼き尽くす。

「このオルバズが……そんなぁぁぁぁぁ！」

　貫いた腹部から一瞬にして、その全身は高熱で焼かれ、炎さえ上げないままに灰と化し、魔人は崩れ落ちた──
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　風を巻き上げ、シャイ・リーンが舞い上がってから一瞬後、空を切り裂くような一条の光が走るのが見えた。そしてその瞬間から、のたうち回っていた蔦はその動きを止め、一瞬にして枯れ落ちた。

「……やれやれ」

　俺は大きく息をついた。まったく、厄介な目にあったな──こういうことを仕掛けてくる敵もいるっていうことか。ま、勉強にはなったかな。

「おのれ、魔女め！」

　周囲の男たちが吼ほえた。見ると、邪教徒たちが５、６人。重力から解放され、立ち上がっている。

「……いい加減しつこいよ？」

　俺が言うと、先頭の男がそれに応じる。

「おい、こいつは悪魔の子だ！　見た目に騙だまされるな！」

　悪魔の子、か──久しぶりに聞いたフレーズだな、と俺は思った。こういうやつらはいつもそうだ。なにも知らないくせに、聞きかじりの噂うわさ話ばなしと、自分たちの願望と先入観で物事を決めつける。

「一応、訊きいておくけど」

　俺は先頭の男に向かって言った。

「あんたらが俺たちを攻撃する理由ってなに？」

「お前たちが魔人卿ダイモンロード様の敵だからだ！」

　ふうん、と俺は鼻を鳴らす。

「その魔人卿ダイモンロード様ってのは、あんたたちの味方なわけ？」

「魔人卿ダイモンロード様はこの腐った世の中を正してくださるのだ！　貴様ら帝国の犬どものような馬鹿ではない」

　俺はため息をつく。シャイ・リーンはこの人たちを殺さないように戦っていたけど、そのことさえもこの人たちはどうでもいいんだろう。

「……もうひとつ。あんたたちがどうやったって俺たちを倒すのは無理だ。命を落とす人だっているかもしれない」

　さっき、魔人の蔦に巻き込まれた人みたいに──

「そんな無益なことをなんでするのさ？」

「魔人卿ダイモンロード様が望む変革のために、命を捧ささげることに恐れなどない！」

「恐れとかの問題じゃないだろ！」

　俺はつい声を荒らげる。無性にイライラした。

「セヴィーラさんやシャイ・リーンさんは、あんたたちを守るために戦ってるんだ！　あんたらの命を粗末にする魔人卿ダイモンロード様と、どちらが正しいと思う!?」

「帝国になど守ってもらわなくて結構！　俺たちは俺たちの正義のために死ぬ！」

「……あんたらはまるで寄生虫だ。命がけで正しさを掲げ、戦ってる人たちに、どこまでも逆張りしてるだけだ」

　俺は言った。

「現実から目を背けてるだけのくせに、命を捨てるとか……酔っぱらうな！」

　俺は地面を蹴った。虚空転移ヴォイドステップ──慣性力をゼロにし、瞬時に回り込む。

「な……ぐわっ!?」

　後頭部を蹴り飛ばされ、男は悲鳴をあげてつんのめる。俺はそのまま逆方向に飛び、もうひとりの男の顔面に膝を入れた。

「ぎゃっ!?」

「ぐげぇっ!?」

　そのまま次々と、邪教徒の男たちを蹴り倒していく。いつぞやのように、身体を貫いたりはしない。飽くまでも普通の蹴りだ──が、スピードを乗せた打撃は人間を昏こん倒とうさせるには充分だった。

「う、ぐぐぐ……」

　鼻血を出して顔面を押さえ、うずくまる男に俺は言う。

「殺したりはしないけど……あんたらが自分の足でこの森に来たことまでは責任持てないよ。魔獣に襲われる前に早く帰った方がいい」

「…………ッ！」

　俺は戦意を失った邪教徒たちに背を向け、森を出ようと歩き出した。
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　シャイ・リーンは上空から森を眺めていた。

　魔人は倒した──魔元素妨害ジャミングも解除できた。それはまず、よしとしよう。だが──そもそも、自分を罠わなに嵌はめ、追い込んだのは何者だったのか。

　あの上級魔人グレーター、緑のオルバズとかいうのは確かに厄介な相手だった。しかし、ミヤが出会ったという６つ目の魔人卿ダイモンロードが裏で糸を引いているのだとすれば、あの程度でこのシャイ・リーンを殺せるとも思ってはいないはずだ。そもそも、この罠は最初から時間稼ぎが目的だったように思う。だとすれば、敵の本命は──

　シャイ・リーンはホルムベルクの王都を見た。魔獣が襲うとか、そういう危機は迫っていないように思うが──

「…………？」

　──違和感を抱いた。

　それは恐怖とは違ったかもしれない。むしろシャイ・リーンを戸惑わせたのは、懐なつかしさを伴う感覚だった。

　ホルムベルクの王都に異常はない。だが、その上空を、こちらに向かって迫るひとつの影があった。

　計測するまでもなく、あまりにも強大なこの魔力。高速で空を駆け、シャイ・リーンへと一直線に向かう、その影。魔人卿ダイモンロードの放つ禍々しさとは違う、首筋を這はうようなこの感覚──




　──ゥギュアァッ！




　次の瞬間、飛んできたそれがシャイ・リーンに肉薄し、身体からだごとぶつかってきた。

「くっ……！」

　シャイ・リーンは魔法障壁シールドを作り出し、それを受ける。この速度、ディーヴィにも匹敵する念動力キネティックの飛行──

「……超級雷槌ギガライトニング魔衝ハンマー！」




　──カッ！




　飛行してきた影が、唱えた呪文に稲光が応えた。

　空を切り裂き、極太の雷電が落ちる。

「……むぅぅっ!?」

　シャイ・リーンは魔法障壁シールドの出力を最大にし、その雷撃を受けた。その技は、シャイ・リーン自身も先ほど放った極大魔法。それを操る、この者は一体──？

「……久しぶりね、姉さん。って言ってもこの前会ったばっかりか」

　影に見えたのは、女の姿。風になびくその赤髪の下に、白い陶器のような肌と、燃えるような赤い瞳を煌きらめかせる美しい女の顔があった。

　シャイ・リーンは唇を震わせた。まさか、そんな──その顔は、シャイ・リーンの記憶に刻まれたその顔。存在するはずのない、過去の顔。自分と血を分け、力を分けた、双子の妹の顔──

「クォ・ルーン……？」

　赤い髪の女が、口を歪ゆがませて笑った。











５．新人騎士と双子の姉妹









　カルゲルドは青い空を切り裂き、鳴り響いた衝撃に、首こうべを巡らせてそちらを見た。

「今の雷鳴は……？」

　あの巨大な稲光と衝撃──カルゲルドがその身で何度も味わったものだ。シャイ・リーンの得意技、範囲内の敵を殲せん滅めつする極大の雷、超級雷槌ギガライトニング魔衝ハンマー──

　空の中に、蒼あおと赤の点が浮かんでいた。赤の点はいつの間に現れたものだろう。

「カルゲルド！」

　自分を呼ぶ声がして、カルゲルドは振り返る。森の方からミヤが走って来ていた。

「遅かったな、相棒」

「そっちこそ。もっと早く結界を崩せたんじゃないの？」

「森の中だといろいろ苦労すんだよ」

　そう言ってカルゲルドはまた、空を見上げた。ミヤもそれにつられてそちらを見る。

「さっきのは？　シャイ・リーンさんが魔法を撃ったの？」

「俺もわからねぇけど……」

　蒼と赤の点が飛び回るのが見えた。

「……とにかく、ヤバい敵が現れたっぽいぜ」




　──ズガァァン！




　蒼と赤の点がぶつかり合い、巨大な衝撃がカルゲルドたちのところにまで響いた。

「シャイ・リーン様……！」

　カルゲルドはその時、なぜか胸が強く締め付けられるような気がした。
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「はーっはははは！　楽しいなぁ、姉さん！」

　まっすぐな赤い髪をなびかせながら、クォ・ルーンはまた雷撃を放った。

「くっ……！」

　鋭角に飛び回りながら、シャイ・リーンはそれを避よける。かわしきれない何発かは、魔法障壁シールドで受けざるを得ない。

「昔はよくこうして二人で遊んだわよね！　ねえ、覚えてる!?　答えてよ姉さん！」

　赤髪の魔女はシャイ・リーン以上の速度で飛び回りその先へと回り込むように動いた。




　──ドンッ！




　クォ・ルーンの放った衝撃魔法が、シャイ・リーンを正面から捉え弾はじき飛ばす。

「……んぐっ！」

　魔法障壁シールドで防いだものの、高速で飛ぶ正面からぶつけられた衝撃のダメージは大きい。シャイ・リーンは身体の芯まで響く威力を感じながら、体勢を立て直した。

「どうしたの姉さん？　ほら、わたしを見てよ」

　クォ・ルーンが両腕を広げた。風になびく赤髪の下に見開いた瞳が、恍こう惚こつとした色を浮かべる。

「これはあんたが奪ったわたしの力なのよ？　ほら、見てくれなきゃダメでしょう？」

「……本当に、クォ・ルーンなのか……？」

　シャイ・リーンは絞り出すようにして言った。だがその答えは明白だった。ただ、あり得ないという一点を除いては。

「なに言ってるの？　可愛かわいい妹の顔を忘れたの？」

　クォ・ルーンは言う。満面の笑みだった。そうだ──忘れようはずもない。それは間違いなく、クォ・ルーンだった。それはシャイ・リーンがかつて、奪ったはずの若さに溢あふれたクォ・ルーンの姿だった。

「一体、なぜ……？」

　もしかしたら、その答えもシャイ・リーンにはわかっていたかもしれない。つい先日まで病を患わずらった老婆の姿だったクォ・ルーンが、今こうして若いころの姿でここに立ち、さらに失ったはずの力まで、振るっているその理由──

「ふふふ……よかった、ようやくわたしに興味を持ってくれたのね？」

　クォ・ルーンは目を細めた。それは喜びではなく、より昏くらい感情が満たされた快感の表情であっただろう。

「１００年前……あなたはわたしの力を奪い、大陸最強の魔力級数レベルを手にした。そしてあなたは超ちょう魔ま騎き士しとなり、異民族や魔人と戦う英雄で……その間わたしは、暗い屋や敷しきで人知れず、静かに暮らしてきたのだわ」

　クォ・ルーンはホルムベルクの向こう側へと顔を向ける。そこは、クォ・ルーンが暮らす屋敷がある場所だ──とシャイ・リーンは気がつく。

「ホルムベルクは帝都から馬車で２日程度の距離……多くの人々が行き来するそれなりの領土よね。屋敷の上にも、毎日多くの飛空艇が通るわ。だけど……その屋敷に、英雄様の妹がひっそりと暮らしているだなんて、誰も知らなかったでしょうね」

「…………」

「勘違いしないでね、姉さん」

　クォ・ルーンはまた目を細めた。

「わたし、あなたのことを恨んでなんかいないの。むしろ誇らしく思ってたのよ？　超ちょう魔ま覇は天てん騎き士し団だんの活躍の噂うわさは、人知れず暮らしていてもちゃんと入って来ていたわ……それを聞くたびに思ってた。あれはわたしの姉なのよ、すごいでしょう？　ってね」

　シャイ・リーンは唇を嚙かみながらそれを聞いていた。クォ・ルーンは空を仰ぐ。

「だって誇らしいじゃない？　あなたの力は、元々わたしのものなんだから！」

「……クォ・ルーン！」

　シャイ・リーンは叫んだ。

　クォ・ルーンはシャイ・リーンの目をキッと見返した。口元に微笑を浮かべてはいるが、その瞳は真剣だった。

「……羨ましかったのよ」

　クォ・ルーンは静かに言った。

「ずっとずっと、羨ましかった。自由なあなたが。賞賛を集めるあなたが。世界の誰よりも強いあなたが！」

　そしてクォ・ルーンは手を上空へと掲げる。

「だってそうでしょう!?　その場所にいるべきはわたしだったんだからぁぁ！」




　──ズシャァッ！




　雷鳴が響き、掲げたクォ・ルーンの手に雷が落ちた。その腕の周りに雷の気が渦を巻き、光を放つ。

「これこそが本来のわたし！　あなたよりも強い本来のわたしの力！　あなたが奪ったわたしの人生を！　返しなさいよぉぉぉっ！」

　雷光の渦が巨大な剣のようにしてその全身を覆う──

「……超級雷魔ギガライトニング衝突進スタンピード!!」




　──ズガッシャァァン！




　雷が落ちる轟ごう音おんが鳴り響いた。

　巨大な雷の槍やりとなり、超高速で空を駆けたクォ・ルーンが、そのままシャイ・リーンに激突する。

「うおおおおおっ!?」

　防御しようと展開した魔法障壁シールドもろともに、雷の槍と化したクォ・ルーンはそのまま、地面にシャイ・リーンを叩たたきつけた。




　──カッ！




　それは一筋の巨大な雷光が、柱となって森の真ん中に落ちたかのように見えた。森の中の広場となったようなその場所が抉えぐれ、そこにあったものが砕け、巨大な窪地クレーターと化す。

「う、ぐ……ッ!?」

　シャイ・リーンは身体からだを起こし、周囲の状況を把握しようとした。ここは──先ほどの遺跡──？

「どうしたの姉さん。もう終わりなの？」

　クォ・ルーンが言う声が聞こえた。目を開けると、クォ・ルーンが上空からシャイ・リーンに語り掛けていた。

「がっかりさせないでよね、姉さん。もっとたくさん遊びましょうよ。強いあなたをぶっ飛ばさなきゃ、わたしの人生に甲か斐いがないわ」

　上空のクォ・ルーンが両手を広げるのが見えた。その手の上に、赤い火の玉が生まれ、大きくなっていく。

　シャイ・リーンは立ち上がった。遺跡の建物が目に入る。そういえば──と、シャイ・リーンは思い出した。次元塊フェーズキューブは、あそこにあったのだろうか──？

「姉さん、森を傷つけないように戦ってたんでしょう？　余裕があって最高よね。騎士様はそうでなくっちゃいけないわよねぇ……」

　紅ぐ蓮れんに燃える炎の渦が、今にも放たれようとしていた。まずい──彼女の今の力なら、この遺跡など一瞬で──

「その余裕が！　ムカつくんだよぉぉぉ！」

　クォ・ルーンが炎を振りかぶるのが、見えた──




　──ドォォン！




　炎の塊が、遺跡を圧おし潰して爆裂する。石造りの遺跡が焦げて溶け崩れ、地面に深く穴が穿うがたれる。

「まずい……森が……ッ！」

　シャイ・リーンは魔法障壁シールドを展開してそれを受けつつ、被害の範囲を抑えようと氷の領域フィールドを周囲に張った。

「なにしてるのさ姉さん！」

　上空からクォ・ルーンの声が聞こえる。

「余裕もいい加減にしなさいよ！　もっとわたしを見て！　なりふり構わず戦うの！」

「……ッ！」

　クォ・ルーンは苛いら立だった叫びと共に眼下に渦巻く豪炎を放ち、シャイ・リーンはそれを抑えようとする。拮きっ抗こうする魔力に遺跡が完全にその輪郭を失い、森の一角に大きな穴が穿たれていく──

　──と、クォ・ルーンに向かい、飛来する光があった。

「……円環光輪剣リング・エクリプス！」




　──ヴァッ！




　３枚の光の翼が一瞬、羽ばたいたかと見えた次の瞬間、白く輝く光の環わが空に現れた。光輪が炎を切り裂き、火球は散る。

「……くぅっ!?」

　怯ひるむクォ・ルーンから離れ、光の翼がシャイ・リーンの元へ降りてきた。

「シャイ・リーン！」

　超魔覇天騎士団ナンバー12・「三重輝翼トリスメギストス」のディーヴィ・リエルの姿がそこにあった。

「あわわわわ、まさかシャイ・リーンがこんなダメージを受けるなんてぇぇ!?」

「……落ち着いて、ディーヴィ」

　あたふたと涙目になるディーヴィに、シャイ・リーンは声をかけて立ち上がる。

「ダメですシャイ・リーン！　すぐにミヤ君たちが来るから、待って！」

　そう言ってディーヴィはシャイ・リーンを抑え、再び空へと舞い上がる、が──

「はーっはははぁ！」

「びゃっ!?」

　いつの間にか目前に迫っていたクォ・ルーンの拳が、ディーヴィの身体を直撃する──
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「がはっ……!?」

　ディーヴィは吹き飛ばされてそのまま、木を何本かなぎ倒した。その上にまた、クォ・ルーンが舞い上がる。

「お嬢さん、老人には敬意を払うものよ？」

　クォ・ルーンはそう言って不敵に笑う。ディーヴィは顔を上げ、眉に力を込めた。

「……機動剣リープソード！」




　──ヴュン！




　空気を切り裂く音を立て、３本の機動剣リープソードが飛ぶ。音速さえも超えるその切れ味で、クォ・ルーンに向かい──

「小こ賢ざかしい！」




　──ドゥオン！




　クォ・ルーンの身体から、衝撃波が奔はしった。機動剣リープソードは叩き落とされて地面に突き立つ。

「そんな……！」

　ディーヴィは瞠どう目もくした。彼女の念動力キネティックはシャイ・リーンをも上回るのだ。それをこんな、いとも簡単に──

「ふ、ふふふ……楽しいなぁ人生は」

　クォ・ルーンは不敵に笑う。

「積み上げたもの、積み重ねたもの……心を込めて磨いたもの。そういうものがある日、理不尽な力で蹂じゅう躙りんされる。それが人生というものよ、お嬢ちゃん？」

　そう言ってクォ・ルーンは腕を広げ、「楽しまなきゃね」と付け加えた。

「シャイ・リーン様！」

　声がして振り向くと、カルゲルドとミヤが駆けて来ていた。

「……邪魔が入ったわね。まあいいわ」

　クォ・ルーンはくっくっと含み笑いをしながら告げ、また空へと舞い上がる。

「どうやらあなたはここじゃ全力で戦えないみたいだから……ふさわしい場所でまた戦いましょう？　邪魔の入らないところでね」

　そう言ってクォ・ルーンは高速で飛び去った。その速度は自分以上だっただろう、とディーヴィは後に述懐した。





＊　＊　＊






　ホルムベルクの東の端、町が途切れて道もない、そんな林の中に、その屋や敷しきはあった。俺たちがそこに着いた時には、その半分が抉れて姿を失っていたけれど。

　初老の執事が、残った１階部分に呆ぼう然ぜんと座っているのを俺たちは見つけた。

「……シャイ・リーン様」

　俺たちを見た執事は、真っ先にシャイ・リーンに気がつき、立ち上がった。




「昨夜のことです……あの魔人が屋敷に現れたのは」

　執事は俺たちに、律りち儀ぎに紅茶を淹いれながら話した。屋敷の広間は半分が崩れ、日の暮れ始めた空が見えていた。

「わたくしがお薬を奥様にお持ちしたのは夜半前でしたが……そこに、紅あかい６つの目を持ったあの魔人が」

「セクズィネスだ」

　俺は言った。やっぱりあいつが動いていたのか。

「あの魔人に言われるがまま、奥様は立ち上がり、そのまま……きっと、なにか術をかけられていたのに違いありません」

「……いや」

　短く言った声に、俺たちは振り返る。シャイ・リーンは椅子に座らず、立って腕組みをしていた。

「術はかけられてはいない。クォ・ルーンは自分の意思で、その魔人についていくことを選んだんだ」

　シャイ・リーンがどんな気持ちでそう言ったのか、その表情からはうかがい知れなかった。ただ、いつもよりも眉間に少し、皴しわが寄っているように俺には思われた。

「どうしてそんなことを……？　姉妹なのでしょう？」

　ディーヴィの問いかけに、シャイ・リーンはしばらく黙っていた。俺たちも黙っていた。紅茶の湯気だけが、その場に動きを与えているかのようだった。

「……あたしのせいなんだ」

　沈黙に耐えかねたように、シャイ・リーンがぽつりと言った。

「彼女はあたしの双子の妹で……そしてあたしよりも強い魔力の持ち主だった」

　そうしてシャイ・リーンは語り出した。




　シャイ・リーンとクォ・ルーンの姉妹は、ホルムベルクの貴族マグナス家の娘として生まれた。マグナス家は下級貴族ではあるが、高い魔力を持つ騎士を何人も輩出してきた名家だという。しかし、姉妹の父も母も、特別な才能の持ち主ではなかった。ただ、穏やかな性格で領民には好かれていた。

　だが、産後の肥立ちが悪く母は間もなく死去。父もまた、当時勃発した戦争へと出征し、姉妹はホルムベルク辺境の村ヒンデーフェンに預けられ、育てられたのだという。

　姉妹の比類なき魔力の才に気がついたのは、ヒンデーフェンの村長であったらしい。質素ながら才人であった村長によって、彼女たちは教育を施されて育っていった。当時の魔力級数レベルは、シャイ・リーンが３０００程度、クォ・ルーンは既に３００００を超える数値であった。

「わたしはこの力で、この世界を守って戦う英雄になるの」

　赤髪をなびかせ、クォ・ルーンはよくそう言っていた。

「それがわたしの運命、それがわたしの人生なのよ。こんな小さな村を早く出て、わたしは光の道を行くの。この帝国の誰よりも才能があるんだから」

　才能と自信、そして年相応の全能感と傲慢さ──多くのものに恵まれた妹は、シャイ・リーンにとって誉れでもあったし、危なっかしく見守る対象でもあった。

「クォ・ルーンの将来が楽しみだね」

　シャイ・リーンがそう言うたび、クォ・ルーンは目を丸くして言った。

「なに言ってるの！　わたしたち二人で英雄になるのよ！」

　シャイ・リーンの魔力級数レベルはクォ・ルーンよりも低かったが、魔力の制御には長たけていた。その当時、まだ研究の進んでいなかった魔力属性や、魔導器ガジェットの制御に関する知識もシャイ・リーンは直観的に理解をしていたのだ。その知識を役立て、英雄として活躍する妹と共に、帝国を守る──そんな未来を、シャイ・リーンは思い描いていた。

　二人の前途は希望に満ち溢あふれ、幸せな日々が過ぎていった。

　しかし──ある日、クォ・ルーンが病に倒れた。




　原因不明の熱病は幼い少女の身体からだを冒し、その身体は見る影もなくやせ細っていった。

「回復魔法ヒーリングも薬草も、効果がありません」

　村の治療魔術師ヒーラーは頭を抱えていたという。

「この村の他の誰も、同じ病になった者はいないのです」

　クォ・ルーンだけが熱病に苦しみ、倒れたのだ。

　その後、奇妙なことが起こった。

　村にはシャイ・リーンの父が設置した時計塔があったが、その針がめちゃくちゃな時間を示し始めたのだ。最初のうちは、わずかな時間のずれ。そのうちにずれは大きくなり、しまいには目で見てはっきりとわかるほど出で鱈たら目めに針が動き出した。

　さらに、村には体調を崩し、その魔力を失調させる者が続出した。だが、クォ・ルーンが寝込んでいる村長の屋敷を離れれば恢かい復ふくした。

「強い魔力が、クォ・ルーンの身体に害を為なしている」

　村長と治療魔術師ヒーラー、そしてホルムベルクの王都からやってきた魔導士は、そう結論づけた。成長期の子供には、よくある病ではある。普通は微熱や、関節の痛み、酷ひどい頭痛などで済む程度のものなのだが──クォ・ルーンの場合は並外れて強い魔力を持っていたことと合わせ、どうやら魔力属性が身体にあっていなかったようなのだ。暴走し不安定になった魔力が、魔力で動く時計の振動子クォーツを狂わせているということは魔導士が確かめた。

「大人たちはどうすればいいか、頭を抱えていた。クォ・ルーン自身の魔力が原因なのだとすれば、本人が自分で乗り切るしかない。しかし……それは難しそうに思われた。彼女が命を落とすのは時間の問題だと、みんな考えていたんだ」

　シャイ・リーンは表情を変えず、続ける。

「でも、あたしにはどうすればいいかがわかっていた。あたしなら妹を救える……その確信があったんだ」

　そしてその晩、シャイ・リーンは熱病に苦しむ妹の元を訪れた。

　暴走する魔力は周囲にも影響を及ぼし始めていた。近くにいる人間が倒れたり、気分を悪くしたりし始めたのだ。だから、クォ・ルーンは村長の屋敷の離れに移され、ひとりで病と闘っていた。半ば匙さじを投げられたようなものだ。

　シャイ・リーンは、ベッドに寝かされ熱に浮かされるクォ・ルーンの枕元に立った。そして、高熱を発するその頭にその両手を触れ──そして、自らの額を、クォ・ルーンの額に触れさせた。

「あなたの力……お姉ちゃんがもらうね？」

　魔力吸収パワードレイン──相手の魔力を奪う術は、このころまだ一般に知られていなかった。だがシャイ・リーンは生まれつきの魔術センスから、どうすればいいかを身体が知っていたのだという。自分の魔力と妹の魔力を同調シンクロさせ──彼女はそれを、自らの中に吸い取った。

　元来、魔力吸収パワードレインは一時的なものだ。だが、魔力の素養に溢れた幼いシャイ・リーンが使用したそれは、あまりに強力すぎるものだった。その上、双子の姉妹である。相性の良すぎる魔力が、流入に拍車をかけた。

「う、ああああっ!?」

　マグマがシャイ・リーンの身体の中に弾はじけた。妹の身体の中で行き場を失っていた強大な魔力が、一斉にシャイ・リーンの身体に流れ込んできたのだ。止めようとしても、止まらない。なにより不幸だったのは、シャイ・リーンの身体にそれを受け止めるだけの素養があったことだ。真空へと空気が流れ込むように、クォ・ルーンの身体からシャイ・リーンの身体へと、魔力が流れ続けた。

　身体の内側が灼やけ、皮膚から魔力が溢れ、時計塔の針がぐるぐると回った。炎が、冷気が、風が、光が──身体から漏れ出て皮膚を覆った。

「お願い……鎮しずまって！」

　シャイ・リーンは自らの中に受け入れた魔力を、制御しようとした。荒れ狂い、自らを傷つけようとする魔力を、抑え、流し、吐き出した。全身が灼やけるように痛み、その痛みがまたうねり波打った。一晩中、シャイ・リーンは魔力と戦った──

　そして次の日の朝、村人たちが離れの中で見つけたものは、倒れ込んだシャイ・リーンと、一切の魔力を失い安らかに寝息を立てるクォ・ルーンの姿だった──




「……それじゃ、シャイ・リーンは悪くないんじゃない!?」

　ディーヴィがカップを置き、言う。シャイ・リーンは首を横に振った。

「あたしはそれで魔力を手に入れた。妹は魔力を失い、『素す民みん』となった。将来の英雄を嘱望された貴族の娘がだ。この国で素民がどんな扱いなのかは知っているだろう」

「…………」

　ディーヴィは黙ってしまった。ちらりとこちらを見たような気もする。シャイ・リーンは言葉を継ぐ。

「あたしは偶然にも、大陸で最強の魔力級数レベルを手に入れることになった。妹の魔力をあたしの魔力に上乗せした形でな」

「それじゃ、超ちょう魔ま騎き士しになったのは……」

　シャイ・リーンは俺の言葉に目を伏せ、答える。

「あたしの力はあたしのものじゃない……自分のために使うことなど、許されない力だ。だからあたしは帝国の剣。それしか選択肢はない」

「そんな……」

　俺もディーヴィも、カルゲルドも皆黙っていた。シャイ・リーンの大陸最強と言われる力の源にも驚いたけど、シャイ・リーン自身の自分を律する禁欲的ストイックさに、そんな過去があったなんて──

「……奥様はそれから、ずっとこの屋敷で静かに暮らして来られました」

　執事が言った。

「わたくしがこの家に来たのは20年ほど前……わたくしの先代も、そのまた先代も、この家にお仕えしていました。名目上、伯爵夫人の称号を与えられ『奥様』とお呼びしていますが、素民となった身で結婚などもせず、ただ時の流れを見つめておられたのです」

「…………」

　シャイ・リーンがカップをテーブルの上に置き、踵きびすを返した。

「……どこへ？」

　問うディーヴィに、シャイ・リーンが足を止め、答える。

「決まっていよう……妹を倒す」

「…………！」

「彼女がああなったのは、このあたしの責任ゆえに」

「でも、それじゃ……！　実の妹を、その手で……」

　シャイ・リーンは振り向きもせず、その表情はうかがい知れない。その背中は、ディーヴィが言おうとした最後の言葉を自身が嚙かみしめているかのようだった。

「……これはマグナスの家のこと。家の中で決着をつけるのが筋というもの……これは超魔覇天騎士団とは関係ない。あたしの個人的な戦いだ」

　そう言って、シャイ・リーンはその場を立ち去ろうと──

「関係ないはずないだろ！」

　不意に、それまで黙って下を見ていたカルゲルドが声をあげた。

「カルゲルド……？」

　俺は思わず振り返って見た。カルゲルドは立ち上がり、シャイ・リーンに向かって声をあげる。

「そんなのおかしい！　そんなの、あなたは悪くない！　それに妹さんも、誰も悪くはないじゃないか！　どうしてそんなことになるんですか!?」

　カルゲルドの声を、シャイ・リーンは背中で聞いていた。カルゲルドは続ける。

「やめましょうよシャイ・リーン様……妹を殺すなんて、そんなの悲しすぎるっす……誰も悪くないのに、どうして姉妹が殺し合わないといけないんすか!?」

「ずいぶん甘いことを言うのだな、カルゲルド。見損なったぞ」

　シャイ・リーンは振り返って言った。

「たとえ過去にどんな経緯があったとしても、今や妹は魔人卿ダイモンロードの力を受け容いれた。すなわち、直接的な帝国の脅威なのだ。姉妹も家族も関係な……」

「だったら、あなたは引っ込んでるべきだ！」

　シャイ・リーンが言い終わるより前に、カルゲルドが叫んだ。

「帝国最強の剣！　人類最後の砦とりでである超魔覇天騎士団の！　そのナンバー２の……身内が魔人卿ダイモンロードの力を与えられ、寝返ったんだ！　その当事者であるあなたが討伐に向かうのは騎士団の規律にもとる！　少なくとも、セヴィーラ様から正式な討伐の命を受けるべきでしょう!?」

「…………」

　シャイ・リーンは無言で再び背を向けた。

「これは、あたしが得てしまったこのあたしの力への……そして、１００年に亘わたり、この力で倒してきた敵たちへのけじめなのだ。すまないが、他の誰にも譲ることはできぬ」

「シャイ・リーン様！」

「……カルゲルド、あたしは君が期待しているほど崇高な騎士ではないんだ」

　シャイ・リーンはそのまま屋や敷しきを出て行った。カルゲルドは椅子にどっかと座り、拳でテーブルを叩たたいた。こぼれた紅茶がテーブルに染しみを作るのを、俺は眺めていた。





＊　＊　＊






「……話はわかりました」

　円卓の上に浮かぶ映像幕スクリーンに向かい、セヴィーラは言った。

「シャイ・リーンのところの妹御とは……いやいや、これはまた……」

　ワイスが顎を撫なでる。だが、その顔にはいつもほどの余裕はない。

「その魔力級数レベルは約５２０００……シャイ・リーンをも上回るのう。久しぶりに見た数値じゃわいな」

「まさか、失われたはずの魔力を蘇よみがえらせるなんて……そんなことが」

「ふむ……まったくあり得ない話ではないが、いささか突飛なことではあるな……のうカイリー？」

　他の騎士がいない中、円卓にひとりついていたカイリーが頷うなずく。

「人間や生物の身体からだは、小さな粒がたくさん集まっていて……魔力はこの小さな粒が生み出してるって言われててぇ。だから魔力を失ったり、生まれつき素民だったとしても、きっかけさえあれば魔力を覚醒させることは可能なんじゃないかなぁ」

『問題はこれからどうするかです』

　映像幕スクリーンからディーヴィの声がした。

『シャイ・リーンは妹のクォ・ルーンを倒すと言っていましたが……正面から戦えば、シャイ・リーンでさえ無事では済まないかもしれません。その上……』

「敵の魔人卿ダイモンロードも姿を見せていない、というわけじゃな」

『ええ、そうです……』

「まあ、なにもしてこないわけはないでしょうねぇ〜」

　カイリーが大きなため息と共に言った。




　俺たちは屋敷の中で、ディーヴィの魔導篭手ガントレットを介して飛空牙城とやり取りをしていた。その向こう側から、またワイスの声が聞こえてくる。

『援軍を送るにせよ、迂う闊かつに動くこともできぬ、ということになるな』

「帝都や他の街を狙うこともあり得るってわけか」

『どこでなにが起きてもすぐに急行できるよう、待機しておきましょう』

「だけどセヴィーラ様！」

　カルゲルドが身を乗り出し、話に割り込んだ。

「シャイ・リーン様はどうするんですか!?　あのままじゃ……あのままじゃ！」

『大丈夫です、カルゲルド。手はすでに打ってあります』

「え……？」

　俺はそのやり取りを横で聞きながら、セヴィーラのいつものあの顔──普段のほんわかした見た目からは想像できない、自信満々のドヤ顔が目に見えるような気がした。

『なにも犠牲にせず、全てを得るのが超魔覇天騎士団の戦い方です。人々の安全も、シャイ・リーンの命も……その家族の命もね』

　──その時、不意に屋敷の入り口の方から何者かの声が響いた。

「左様、我らが盟主様のおっしゃる通りでございますな」

　振り向くと、いつの間にかそこにひとりの男が立っていた。

「盟主セヴィーラ様が講じた策、そのひとつはこの私にございます。追って、他の『策』もお目にかけましょう」

　身体にぴったりとした仕立ての騎士服に、整えられた髪、そして髭ひげ──超魔覇天騎士団ナンバー５・「非神兵」のヴィットが恭うやうやしく一礼した。
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「……感想はどうだね？」

　姿を現した赤髪の魔女に、６つ目の魔人卿ダイモンロード・セクズィネスは尋ねた。クォ・ルーンはその言葉に、笑顔で答える。

「本当に……なんていうのかしら。素晴らしいミラビリスとしか言いようがないわね」

　クォ・ルーンは両腕を広げ、空を仰ぐ。

「身体の内側から、力が溢あふれてくる……それだけじゃないわ。その力をどう使うべきなのか、どんどんと発想が溢れてくるのよ」

「……それが若さだということかな？」

「少し違うわ。わたしが得たのは『可能性』よ」

「可能性、ね」

「そう……若さなんかどうでもいいのよ。自分がこれから死ぬまでに、なし得ることの量が発想を生む。想像力が可能性を生むんじゃない。可能性こそが想像力を生むの」

　そしてクォ・ルーンは口元を歪ゆがめ、皮肉な目をセクズィネスへと向けた。

「もっとも、破壊だけを快楽とするあなたたち魔人にはわからないでしょうけどね？」

「ふふ……今の貴女あなたが我らを批判できるとお思いで？」

「そうね……わたしは自らの欲望のため、あなたたち魔人に魂を売ったのだものね」

　クォ・ルーンは一瞬、寂しげな表情を見せる。その目は遠い空の向こうを見つめているようだった。

「わたしはなにもせず、無為に１００年を生きた……本物の穀潰し。これが貴族の生まれでなかったら、とっくに餓死するか、川にでも投げ込まれているわ」

「わかっていればよいさ……貴女は魔人の力をその身に受け容れたのだからな」

　しかし、クォ・ルーンはゆっくりとセクズィネスを振り返り、答えた。

「勘違いしないで頂戴。わたしは人間として戦うのよ」

「ほう」

　セクズィネスはフードの奥で６つの紅あかい目を光らせる。

「これは異なことを言う。これから人類の守護者たる実の姉と戦おうというのにかね？」

「……人間っていうのはあなたたちと真逆なの。破壊ではなく、創造に快楽を感じる生き物なのね。物理的に子を産み育てたり、または精神的になにかの業績を残したり、ね」

　クォ・ルーンはにっこりと笑い、言葉を継ぐ。

「だけどもし、そうした幸福を得られなくなったら、人間はどうすると思う？」

「どうするんだね？」

「邪魔するのよ。他の人間の創造行為をね」

　クォ・ルーンは遥はるか地平線の彼方かなたに広がる大地を見晴るかす。「紅くれないの世紀」で一度は滅びかけた文明を、数百年に亘わたり発展させ、築き上げてきたこの帝国──

「わたしはただの人間よ……魔人じゃないわ。人間だからこそ、姉さんをこの手で八つ裂きにしたいのよ」

「……大変結構だ」

　セクズィネスは満足気に頷いた。この魔女のその言動、狂気に満ちた目──それらはその魔力以上に、体内に埋め込んだ「核コア」が作用していることを物語っていた。人間の感情など、所詮肉体に支配される程度のものなのだ──

「始めるとするか」

　西の地平へ太陽が完全に落ち、闇が空を染めていた。
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　ホルムベルクの王都から離れ、山の奥へと入り込んだあたりに、それはあった。かつてあった、と言う方が正しい。

　かつて村だった場所は、今やすっかり森に吞のみ込まれ、姿を失っていた。山の棚地に、開けた平地。そこかしこに建物の残ざん滓しが認められる。かつて畑だった場所は雑草に覆われてちょっとした草原のようになっている。山がちな周囲から隠されたような、大きな平地がそのあたり一帯に広がっているのだ。

　シャイ・リーンは時計塔を見上げた。魔元素エーテリウムを糧かてに１００年は稼か働どうする、と言われていた振動子クォーツも今や動きを止めている。あの後、長く続いた戦争のために人手が減り、多くの村落が放棄された。この村もまた例外ではなかったのだ。

「よく来たわね。教えもしなかったのに」

　声がして、振り返る。

「思い出の場所で再会、なんてちょっと姉妹らしいわね？」

　赤髪の魔女、クォ・ルーンがそこに立っていた。

「……ここ以外に思いつかなかった」

　シャイ・リーンは言った。少しだけ目を伏せる。

「お前が魔人卿ダイモンロードになにを吹き込まれ、どんな力を与えられたとしても……町や人々を襲う姿は想像できなかった」

　シャイ・リーンは顔を上げ、クォ・ルーンを見つめる。

「お前の目的はあたしなのだろう？」

「そうよ。さすが姉さんね」

　クォ・ルーンは微笑ほほえんだ。若い姿になってはいるが、その笑顔と仕草はやはりクォ・ルーンのものだ、とシャイ・リーンは思う。

「……クォ・ルーン」

　シャイ・リーンは口に出して問いかけた。

「超魔覇天騎士団に入らぬか？　そうすれば、お前のその力も……」

「やめて」

　クォ・ルーンはシャイ・リーンの言葉を遮って言った。

「１００年ぶりにこうして姉妹で向き合ってるのに、仕事の話はないでしょう？」

「……そうか。それもそうだ」

　シャイ・リーンはふっと笑った。

「では、姉としての話をするとしよう」

　クォ・ルーンは黙っていた。シャイ・リーンは続ける。

「……今さらお前に謝罪するつもりはないし、こうなったことを責めもせぬ」

「よかった。そんなことされたら拍子抜けだったわ」

「ただ……これだけは言わせてほしい」

　シャイ・リーンはクォ・ルーンの目を見た。赤い髪と、白い肌に囲まれた赤い瞳。

「……お前が生きていてくれてよかった、クォ・ルーン」

「…………」

　クォ・ルーンはシャイ・リーンから目を逸そらした。

「今さらなによ」

　クォ・ルーンはそう言って後ろに下がる。そこへ向かい、シャイ・リーンはまた声をかけた。

「こうして敵味方で対たい峙じしたとしても、この先、お前がどんな悪事を働いたとしても、あたしはお前が今まで生きていてくれてよかったと……その思いを変えはしない」

「…………冗談じゃないわ」

　クォ・ルーンがその赤い瞳を怒らせ、声を荒らげた。

「わたしはあなたを倒し、帝国を破壊するわよ……だってわたしなら帝都の大結界の中にだって入り放題だものね！　そ、それでも……それでもそんなことが言えるっていうの!?」

「そうだな」

「それでも！　わたしに生きていてくれてよかったというの？」

「もちろんだ」

　シャイ・リーンはまっすぐにクォ・ルーンを見た。

「だからこそ、お前はここで止める。罪を重ねさせはしない」

　クォ・ルーンはシャイ・リーンの目線を受け止め──そして答える。

「あんたのそういうところ、子どものころから嫌いだったわ」

　そう言ってクォ・ルーンは地を蹴り、宙へと舞い上がった。

「せっかくだからひとつだけ教えてあげる。魔人卿ダイモンロードたちはこの地上で活動するために次元力リソースっていう力を必要とするの」

　クォ・ルーンの身体からだの周りに、紫色の光が輝き出した。

「次元力リソースはこの世界に干渉する力……魔獣の大軍を操り、召喚するため、門ゲートを開くための触媒。彼らはそれを得るために、人間の負の感情を集める必要がある。でもね……」

　クォ・ルーンは両腕を広げた──紫の光が強くなり、広がる──

「わたしの中には、その次元力リソースがたっぷり眠っているのよ！　１００年分の嫉妬がね！」

　クォ・ルーンの身体から放電スパークが奔はしった。紫色の光が溢れるように大地へと至る。




　──ズァッ




　光のベールの向こう側から、影が現れた。それは下級魔人レッサーや、大小の魔獣、造魔ゴーレムたちの群れ──

「なんてこと……」

　シャイ・リーンは唇を嚙かんだ。その頭上から、高らかな笑い声が降って来る。

「さあ楽しみましょう？　英雄の姉さん！」

　クォ・ルーンがその目を見開いて叫んだ。











６．新人騎士と反撃攻勢









　話は日没の前にさかのぼる。

　クォ・ルーンの屋や敷しきで善後策を練っていた俺たちの前に、ひとりの男が現れた。

　魔導篭手ガントレット越しに告げられたセヴィーラの声に呼応して、ドアの外から告げる、まるで滑らかな生地みたいな、深みと艶に満ちた男の声──

「……ヴィット！　あんたか！」

　カルゲルドが立ち上がる。その目線の先で、瘦そう身しんの男が滑るように屋敷の中に入り、恭うやうやしく一礼した。

「カルゲルド……先ほどの様子を見ていましたが、どうもあなたの言動は紳士的でない」

　ヴィットは白い手袋をはめた手で口髭を撫なで、片方の眉を上げる。

「騎士たるもの、いついかなる時も冷静に戦況を見つめ、行動すること……わめき散らしてもどうにもなりません」

「わめき散らしてなんかないだろ！」

　カルゲルドは顔を赤くして言い返す。俺はその後ろでディーヴィと顔を見合わせた。

「散らしてたね」

「うん、散らしてた」

「お、お前ら……！」

　ヴィットは流れるような動きで空いていた椅子に腰を下ろした。

「状況が悪い時ほど、心に余裕を持つこと。お茶の一杯でも飲んでから動き始めるくらいでちょうどよいのです」

　と、初老の執事がカップに茶を注つぎ、ヴィットに差し出す。ヴィットは当然のようにそのカップをつまみ、口に運んだ。

「……よい茶葉を使っておいでですな。蒸らしの時間も完璧だ」

「光栄にございます」

　執事は表情を変えず、一礼した。

　なんだこれ、と思っていると、ディーヴィが俺に囁ささやく。

「超ちょう魔ま覇は天てん騎き士し団だんナンバー５のヴィット・ウューダイよ」

「お初にお目にかかりますな、新人騎士ミヤ・キネフィどの」

「……あ、どうも」

　曖昧に返事をした俺に、ヴィットは軽くカップを掲げて応じた。

「君の評判は聞いています。『虚無』の力を操る最強の無能力者……いやいや、実に興味深い。それに……」

　ヴィットはテーブルにカップを置いた。

「……シンダービルの生きのこりであるという点もね」

「…………ッ！」

　俺はヴィットを見た。この人は──

「ヴィット！　その話をどこで……？」

　俺の隣でディーヴィが身を乗り出した。俺は驚いてそちらを見る。

「え？　ディーヴィさんこそどこでそれを……？」

「あ、うん……リネットちゃんから聞いたの、ごめん」

　ディーヴィがばつの悪そうな顔をする。

「私の情報源はまた別ですがね。それに、ご両親のことも」

「……そうなんだ」

　俺は左手につけた腕輪に触れた。超魔覇天騎士団の紋章が入った腕輪と、並んでつけている母の形見の腕輪。

　ヴィットがまた口を開いた。

「申し遅れましたが、私の二つ名は『非神兵』……これがその由来」

　ヴィットが左腕を上げ、その袖をまくる。と、その腕が開き、中から剣のような、銃のような構造が現れた。

「魔導器ガジェット……!?」

「左様。私は全身に魔導器ガジェットを埋め込んでいる。そして、その力を駆使しての諜ちょう報ほう活動と情報収集を得手としております」

　ヴィットは穏やかに笑った。俺はその左目もまた、生身のものではないことに気がついていた。

「……それで、俺のことも調べ上げたってわけ？」

「や、気を悪くしないでいただきたく。非礼はお詫わび申し上げますが……これは騎士団のメンバー全員に対し、やっていることでございましてな」

　ヴィットは再びカップを手に取り、ひと口その中身を啜すすった。

「……まあ別にいいよ。隠してるわけでもないし」

　俺は言った。ディーヴィがおろおろとしているのが横目に見えた。そう、隠しているわけじゃない──だけど、大っぴらに宣伝するようなことでもない。ヴィットは飽くまでも穏やかに、お茶を飲んでいた。その姿からは、レグルゥやウドウ、シャイ・リーンのような「圧」を感じない。なんだかよくわからない人だった。こういう騎士もいるんだな──

「それで、ヴィットのおっさんさ……」

　カルゲルドがヴィットの座るテーブルに詰め寄る。

「あんたがここに来たってことは……つまり、なにか摑つかんだってことだよな？」

「左様」

　ヴィットがカップを置き、身を乗り出す。

「カルゲルド、あなたとの任務を終えてからも私は邪教徒たちを追っていたのですよ」

　ヴィットはニヤリと笑い、口髭を整えた。

「邪教徒たちを操っているのはあの６つ目の魔人卿ダイモンロード・嫉しっ風ぷうのセクズィネス。直接的な手段よりも、暗躍を好む魔人卿ダイモンロードです。ここ最近の邪教徒たちの動きから、彼がなにかを仕掛けていることは読めていた」

「それが、あのクォ・ルーンだったと……」

「それもあります。ですが……敵の真の目的は別にある、と断言しましょう」

　ヴィットの左目が光る。

「シャイ・リーンの件は解決すべき喫緊の課題だ。しかし、それに心を捉われては見えるものも見えなくなる」

「つまり……？」

　身を乗り出す俺たちをはぐらかすように、ヴィットは紅茶をひと口啜った。

「邪教徒は魔人卿ダイモンロードの手足……その求めるところは、主あるじの求めるところと同じ」

「ということは」

　ディーヴィが口を挟む。

「ヴィットさんが探ってたのって……もしかして、シャイ・リーンが摑んだって言ってた情報と同じ……？」

「ふふふ……真相に近づくのは楽しいですねぇ」

「ああもう、もったいつける悪いクセが……」

　カルゲルドが頭を抱えるその横で、ヴィットは悠々とカップを置く。

「今回の問題の要諦は、探るべき情報が非常にセキュリティレベルの高いものだということです。特定の地位にある者しか知ることのできない情報だ……」

「特定の地位……」

「例えば……王家の人間とかね」

　ヴィットがニヤリと笑った。

「つまり……邪教徒たちでも探るのが難しい？」

「逆だ」

　ディーヴィが言う言葉に、カルゲルドが反論する。

「邪教徒だからこそ入手できる情報だってことだろ？」

　ヴィットはニヤリ、と笑った。

「その通り。さすがは諜報任務に何度も従事しているだけのことはある」

「まぁ、ヴィットのおっさんにはだいぶ付き合わされたからな……俺は派手なバトルがしたかったのに」

　ため息をつくカルゲルドを横目に見ながら、ヴィットは髭ひげを撫でる。

「信仰に貴き賤せんはありません。神の前に人は皆平等……それこそが美しさであり、また恐ろしさでもある。ならば、ある特定の地位でさえも、彼らにとっては平等なのですよ」

　そしてヴィットが身を乗り出した。

「敵は重層的な攻撃を仕掛けてきている……シャイ・リーンの首も、そのひとつ。どれかひとつでも成功すれば金星だ。優れた戦略であると認めざるを得ませんが……」

「全部、潰す」

　俺が言うと、皆がこちらを振り向いた。

「……全てを守るのが超魔覇天騎士団、でしょ？」

「ふふふ、新人騎士君はよくわかっておられるようだ」

　ヴィットが不敵に笑った。

「言ったでしょう？　私は『策』のひとつだ。セヴィーラ様はもうひとり、『策』を送り込んでおります。あとはあなたがただ」

　その場にいる皆が、力強く頷うなずいた。
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　雷光が、陣風が、炎熱が、氷雪が、荒れ狂っていた。

　蔦つたに覆われ、緑の中に落ちた家屋がその衝撃に吹き飛び、かつて村だった場所はその面影をさらに失っていく。それと共に、地面を埋め尽くした魔獣たちもまた、その輪郭を失っていった。

「……火炎猛襲弾ブレイズストライク！」

　呪文を唱える声と共に、闇夜を焦がしながら放たれる火柱が数本、地面へと落ちる。その熱波でまた、魔獣たちが何体もその形を失った。

　シャイ・リーンは空中で体勢を整え、また水平に飛ぶ。その行く先に回り込むように、翼竜ワイバーンが翼を広げる。

「たあぁあっ！」

　気合と共に、シャイ・リーンはその腕を繰り出す。拳が白い魔気オーラを纏まとい、鋭角の刃となって翼竜ワイバーンの翼を貫いた。そのままシャイ・リーンは身体からだごと翼竜ワイバーンの身体を突き抜け──

「あーっはっはっはぁ！」

　高らかに笑いながら、その進路に割り込んだ影があった。赤髪を螺ら旋せんになびかせながら、クォ・ルーンが波動を放つ。

「くっ！」

　シャイ・リーンもそれに呼応し、前方に衝撃波をぶつける。




　──ゴォン！




　大気の弾はじける轟ごう音おんがした。

　蒼あおと赤のふたつの力が、お互いにお互いを弾き飛ばし、まるで独楽こまのように吹き飛ぶ。

「……うおおおお！」

　弾き飛ばされて体勢を崩したシャイ・リーンに、襲いかかる魔獣たち。シャイ・リーンは身体の向きを変え、その魔獣たちに向かい──




　──ズドォン！




　放たれた雷電が魔獣を蹴散らし、黒焦げになったその身体をシャイ・リーンは蹴り砕いた。その反動でまた身体を立て直す。

「ほれぼれしてしまうわねぇ。素晴らしい魔力だわぁ」

　声がした方をシャイ・リーンは振り向いた。クォ・ルーンが上空から見下ろしている。

「あらゆる属性の魔力を、あらゆる形で、あらゆる局面で発動できる……強力なだけじゃなく、適切にそれを使うことができるのね。さすがは超ちょう魔ま騎き士し様だわぁ」

「…………」

　シャイ・リーンは無言を以もって応じ、両の手のひらに電光を纏う。クォ・ルーンはそれを見て笑みを浮かべた。

「ね、可愛かわいい妹に魔法の授業をして頂戴？」

「…………ッ！」

　シャイ・リーンとクォ・ルーンはお互いに、その両手を突き出す──！




　──ズバァァッ!!




　蒼と赤の雷光が弾け、ぶつかり合った。

　閃せん光こうが夜空を切り裂き、衝撃が大地を揺らす。

　恐るべき雷の剣が織りなす光の鍔つば迫ぜり合い──その余波が周囲を穿うがち、巻き込まれてその落雷に撃たれた魔獣が一瞬で炭化し、炎をあげて崩れ落ちた。

「あーっはっはっはっ！　いいわぁ！　楽しいわねぇ、姉さん！」

　クォ・ルーンは雷光を繰り出し続けながら笑う。

「くっ……！」

　シャイ・リーンは顔をしかめた。クォ・ルーンはそれを見てまた口元を歪ゆがめる。

「どうしたの姉さん？　まさかこの程度ってわけはないわよね？」

「……ぐおおっ！」




　──バシィィン！




　蒼と赤の雷電が弾けるようにその光を散らして消えた。

　シャイ・リーンとクォ・ルーンは、電光の炸さく裂れつに合わせるようにして再び宙を駆ける。

「うおおおお！」

「はあああああ！」




　──ギィン！




　空中に弧を描きながら、ふたつの影は交錯し、激突する。その衝撃で軌道を変えつつ、さらに二度、三度。離れた瞬間に魔導弾マジックミサイルや火球爆裂ファイアボール、氷結流弾アイスブラストを放ち、魔法障壁シールド、魔力ディスイン分解テグレイトで放たれた魔法を防ぐ。蒼と赤の流星が夜空に織りなす光の群舞は、触れたものを一瞬で蒸発させる破壊の芸術だった。

「…………ッ！」

　何度目かの激突の瞬間だった。シャイ・リーンはその衝撃の瞬間、自らが押し負けたことを悟る。

（……出遅れた……ッ!?）

　方向転換から、直進、激突までの数瞬。身体が充分な態勢にならず、最高速度でぶつかってきた相手に対し、推力が不足した──！

「どぉしたの姉さぁぁぁぁん！」

　クォ・ルーンが叫びと共に、無数の光弾を繰り出す。

「ぅぐっ……！」

　シャイ・リーンは鋭角に宙を駆け、それをかわし、防ぎながら飛んだ。

「ふふふ……無様なものね。これが大陸最強の騎士なのかしら？」

　クォ・ルーンが言った。

「それとも浮遊魔法フライトは苦手なのかしら？　飛行の速度はわたしの方が速いみたいね」

　シャイ・リーンは内心で舌打ちをした。確かに、浮遊魔法フライトでの飛行は向こうに分があるようだ。攻撃魔法の威力は互角。あとは──

「参考までに教えてあげる」

　クォ・ルーンがまた笑い、言った。

「わたしの魔力級数レベルは５１６７２。あなたよりも２０００ほど上よ？　これがどういう意味かわかるかしら」

「……魔力級数レベルは戦闘力の絶対的な差を示すものではない」

「そうね。それでも数字は数字。正面からのぶつかり合いなら、有利なのはわたし……」

　クォ・ルーンは両の手のひらに火球を召喚した。

「そこから先、勝敗をわけるのは……気持ちの問題ってところかしら？」

「…………！」

　シャイ・リーンは拳を握りしめる。クォ・ルーンの口元は相変わらず笑っているが、その目は笑ってはいなかった。

「わたしの言ってること、わかるでしょう？　本気を出せって言ってるの」

　シャイ・リーンは黙っている。クォ・ルーンはまた口を開く。

「殺す気で来なければ、姉さんが死ぬのよ！」

「……そうだろうな」

　シャイ・リーンは答えた。

「心配しなくていい。あたしはここへ、お前を殺しに来た」

「あらそう！　安心したわ！」

　クォ・ルーンが火球を放った。




　──ボゥン！




　火球が炸裂し、熱波が膨れ上がる中をシャイ・リーンは駆けた。

「グギエェェェ！」

　そこへ魔獣たちが群がる。シャイ・リーンはそこに向かい、また雷光を放つ──
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「始まったようじゃの」

　円卓の間で映像幕スクリーンを見ながら、ワイスが言った。

　卓につき椅子に座ったセヴィーラも、真剣な目で映像幕スクリーンを見つめる。ワイスもまた、しばらく黙ってその戦いを見つめていた。

「心配せずとも、シャイ・リーンは勝つであろうよ」

　ワイスが口を開く。しかし、セヴィーラは首を振った。

「どう勝つか、ですよ」

「……そうじゃの」

「シャイ・リーンだけではありません。これは我ら超魔覇天騎士団の戦いなのですから」

「左様」

　映像幕スクリーンの中では、シャイ・リーンが魔獣の群れを蹴散らしながら、クォ・ルーンとの攻防を展開する。ワイスの目から見ても、シャイ・リーンの不利は明らか──有象無象の魔物とはいえ、あれだけの大群とクォ・ルーンを同時に相手するのは厳しいだろう。

　この戦いの勝利条件は──と、ワイスは考える。

　ひとつには、次元塊フェーズキューブを守り抜くこと。

　もうひとつには、シャイ・リーンが無事に戻ること。この場合の無事というのは、身体だけのことではない。実妹との戦いで心に大きな傷を負うようなことでもあれば、それはカイリーでさえ治せない、致命的な傷となりかねないのだ。

　シャイ・リーンほどの戦力にそうした弱みが生まれるということは、ただその戦力を失うというだけではない。より大きな脅威の引き金となることさえあり得る──だからなんとしても、無事で帰らせなくてはならない。なにより──

「……あんな顔で戦っている仲間を放ってなどおけぬよ」

　ワイスは映像幕スクリーンを見ながら言った。

「そうです。我らは超魔覇天騎士団」

　セヴィーラがそれに応じる。

「偉大なる遺産グレート・レガシーを守り、世界の未来を破滅から救う。仲間も守る。そして、市民の生命や財産をも守るのです」

　そうだ。だから、この戦いの勝利条件はもうひとつ──

『……こちらの準備は上々だ、ワイス』

　円卓の中央の通信用魔導器ガジェットから、低い声が聞こえて来てワイスは笑みを浮かべた。
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　ホルムベルクの王都とはいえ、その路地裏は夜よりも暗い。ヴィットはその闇の中に溶けるようにして蠢うごめく人影の、その輪郭を見つめていた。魔力計測器アナライザを組み込んだヴィットの左目は、夜闇の中に蠢くそれらをはっきりと視みることが可能だ。

「お客様がいらっしゃいました。これよりもてなしを始めるところでございます」

　通信用魔導器ガジェットの向こう側のワイスへ、ヴィットはそう告げた。人影から舌打ちと歯ぎしりとが漏れ聞こえる。そこへ向かい、ヴィットは恭うやうやしく声をかけた。

「さて……魔人を信奉する邪教徒の皆々様」

　静かに、そして深く、告げられたその声は、不思議と路地の隅々にまでしっかりと染しみ渡るように響いた。

「ただいまの刻限は深夜の頂点より少し前にございます。市民の皆様におかれましては、外出をお控えいただくほうがよろしいかと存じます」

「…………ッ」

　ヴィットを半ば包囲する人影は無言でそれに応じた。そこかしこから金属音が鳴る。刃物を抜く音だろう。

　ヴィットは平然と言葉を続ける。

「特に……あなたのような王族が、出歩くような時間ではございませんよ。ねえ、ワスパー殿下？」

「…………フン」

　邪教徒たちの中心にいた若い男が鼻で笑った。

「超ちょう魔ま騎き士しが、嗅ぎつけおったか……」

「悪党の腐臭は拭い去れませぬからな。元を絶たねばなりません」

「同感だ」

　ホルムベルク王家の第三王子・ワスパーが合図をすると、他の邪教徒たちが一斉に襲いかかる。

「……むん！」

　即座に、ヴィットが反応する。まっすぐに伸びたその背筋が、ブレることなく軽やかに動き、それを軸として光が巻いた。




　──ヴアン……




　激しい音はしなかった。ただ、なにかが飛来し、過ぎるような音だけが闇の中に残る。

「あ……が……？」

　ヴィットが通り過ぎたそのあとに、邪教徒たちがだらしなく口を開き──倒れた。

「……出力は人間用に抑えています。命に別状はないかと」

　倒れた敵を背中で見ながら、ヴィットは言った。その右腕に光るもの……それは、手首から先が開き、展開した金属の骨格フレームと、その先端から伸びる光の刃。

「この右手の魔導器ガジェットは黄金グリフ・獣ドゥ・のベーツ爪・ドー……起動には相当量の魔力級数レベルと、身体からだに埋め込む施術が必要な代物。僭せん越えつながら、この私にしか扱えぬ武装にございます」

　言いながら、ヴィットは右腕を捻ひねる。それまで小剣ショートソードのような形状だった黄金色ゴールドの光が、伸びて鞭むちのようにしなる──

「……不信心者のインフィデーレ・黄金フェ・鞭ドー！」




　──ビュオオオッ！
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　光の鞭が弧を描き、闇を幾重にも切り刻んだ。

　輝く無数の軌跡が、群がる邪教徒たちを打ち据えながら渦を巻く。それはさながら、黄金の繭のように戦闘領域を包み込み、敵をその場に打ち据えて制していった。

「……ぐおおおお！」

　──と、雄お叫たけびと共に黄金の繭を食い破るものがあった。

「……むん！」

　ヴィットはタキシードに包まれたその細身をしなやかに動かし、斧おのの一撃をかわす。

「……私の目はごまかせませんよ？　下級魔人レッサーの旦那様」

　斧を持った邪教徒が振り返る。その身体は、ヴィットの放った黄金グリフ・獣ドゥ・のベーツ爪・ドーを受け裂け目ができており──その裂け目から、緑色の血が溢あふれて、身体が砕け散った。

「……さすがだな、超魔騎士よ……」

　ワスパーが言う。冷静を装よそおってはいるが、その声は震えていた。

「だが……ここで我らの同胞を殺したとて、お前はなにもできない。私たちの勝ちだ」

「ほう？」

　ヴィットが片眉を動かして応じる。

「詳しく伺いたいですな」

「……魔人卿ダイモンロード様の作戦は、あの蒼そう髪はつの魔女を引き付けている間に次元塊フェーズキューブを手に入れること……それと同時に、この街を一気に焼き尽くすこと」

　ワスパーは耳にかかる髪を振ってくっくっと笑った。

「これだけの街を滅ぼせば、魔人卿ダイモンロード様のお力は増す！　貴様ら帝国の犬どもがデカい顔をしていられるのもそれまでだ！」

「なるほど。それで？」

　ヴィットが涼し気に応じる。

「なに？」

　戸惑うワスパーに向かい、ヴィットは続ける。

「もし、あなたの言いたいことが、この街の６箇所で同時に蜂起する計画のことなのだとしたら……他の拠点は既に潰しましたよ？」

「な、なに……!?」

「いや、正確には２つほど残っておりますか。ひとつはここ、そしてもうひとつは……」

　ヴィットは左手で口くち髭ひげを整えた。

「今から私の同僚が、潰すところでございます」

　ワスパーの顔がみるみる色を失っていった。

「私は『非神兵』のヴィット。二つ名の由来はこの機械の身体……そして、偶然や幸運、悲運の介入を許さぬこの性格ゆえでございます」

　そう言ってヴィットは光の爪と化した右腕を掲げた。
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「勝利を神の手に委ねはしない、か。いけ好かない男ではあるが、その点にだけは同意できる」

　暗闇の中にウドウは佇たたずんでいた。

　その足元には、既に倒した邪教徒たちが横たわっている。

「力なき者は黙れ、とは言わぬ。力を持つ者への不平不満や批判をするな、とも言わぬ。しかし……」

　ウドウは右手に提げた片刃の灰輝銀刀ミスリルブレードを軽く振った。峰打ちだ。血はついてはいない。

　ウドウを取り囲む邪教徒たちが、まだ10人ほど立っていた。鷹たかのような目を、そちらへと向ける。

「せめて自らの心で正義を語り、勝利を望め。神であろうと、魔人であろうと、意思を他人に委ねれば、人はどこまでも残酷になる。だから同胞の住む街に火を放とうなどとするのだ」

「うおおおお！」

　邪教徒のひとりが襲いかかってきた。




　──ヒュン




　ウドウの右手が羽根のように閃ひらめいた。

「……あ……？」

　襲いかかった男は、なにをされたのかにも気づかないまま、数瞬、遅れてその場に崩れ落ちる。

「帝国の臣民であるお主らを殺しはせぬ。全員牢ろう獄ごくへ入ってもらおう」

　ウドウはそう言って灰輝銀刀ミスリルブレードを構えた。

「……いたぞ！　あそこだ！」

　声と共に、何人かの足音、そして鎖帷子チェインメイルのガチャガチャという音がした。騎士団が来たのだ。

「……超魔騎士どの！」

　ウドウの傍かたわらに来た若い騎士が剣を抜き、言った。鎧よろいにはホルムベルクの紋章が描かれている。

「よいところへ来た。この者たちを捕らえて……」




　──ガギィン！




　ウドウがそれを言い終わる前に、剣が振り降ろされていた。

「……なるほど、王家の中にまで邪教徒が入り込んでるとは聞いていたが……騎士団も例外ならず、か」

　若い騎士の振るう剣を自分の剣で受けて、ウドウは言った。

「お命頂戴する！　お覚悟！」

　若い騎士が叫ぶ声に、他の騎士たちも呼応して剣を抜く。

「愚かな……！」

　ウドウは騎士の剣を弾き、灰輝銀刀ミスリルブレードを中段に構えた。

　邪教徒と騎士たちが、それぞれ半円を描いてウドウを包囲する。じりじりとその環わを縮め、隙を窺うかがう──が、相手は達人・ウドウである。追い詰めているはずの者たちに、次第に焦あせりの色が生まれ出した。

「……退ひけぬというは、戦いにおいて避けるべき事態のひとつだ。命懸けで襲って来る獣は恐ろしいが、おのれらは人であろう？」

　ウドウは静かに告げる。戦いをその生業なりわいとするウドウだからこそ、わかること──敵は恐怖している。どだい、ウドウに敵かなうわけがないことをわかっている。わかっているのに、退くことができないのだ。それが信仰心だというのなら、そんなに馬鹿馬鹿しいものがあるだろうか？

「……皇帝に死を！」

　叫びながら邪教徒が斬りかかって来た。それを引き金として、他の邪教徒たちも、騎士たちも、一斉にウドウへと襲いかかる。

「……喝ッ!!」

　一斉に襲いかかった敵に対し、ウドウが行った反撃──それは刀を提げたまま、放つ裂れっ帛ぱくの気合。

「…………ッ！」

　ウドウを囲み、武器を振り上げた男たちは、その精神の隙間にその気合をまともに浴び──そのまま、倒れた。

　技などではない。ただ、相手の恐怖心に「気」を叩たたきこんだだけだ。覚悟もなく、平常心を失った者に、刃やいばなど振る必要さえない──

「……ぐっ……！」

　ひとり、立っている者がいた。先ほどの若い騎士だ。

「……倒れぬ、か」

　ウドウは向き直り、剣を構える。

「う、おおおおおお！」

　若い騎士は手にした汎用直剣バスタード・ソードを両手で構え、振り上げた。




　──ガキィン！




　次の瞬間、閃せん光こうと共にひるがえったウドウの灰輝銀刀ミスリルブレードが、若い騎士の剣を叩き折った。切っ先を失った汎用直剣バスタード・ソードが、虚むなしく振り降ろされるのを、若い騎士は見つめて一瞬、啞あ然ぜんとしていた。

「……ああああ！」

　しかし次の瞬間、若い騎士は折れた剣を捨て、ウドウに摑つかみかかる。それはもはや、戦いとさえ言えない──相手を殺そうというわけでもなく、目標を失い宙をさまようただの暴力。それでも、この若い騎士は止まれないのだ──




　──ドッ




　ウドウの剣の柄つかが、騎士の後頭部を叩いた。

「が……」

　若い騎士はそのままうつ伏せに倒れ、昏こん倒とうして動かなくなった。

「……命を捨てる者に戦士の資格はない。お主に敬意は払わぬ」

　ウドウはそう言って剣を鞘さやに納め、踵きびすを返して闇の中へと歩き去った。
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「さて、そろそろお時間でございます、ワスパー殿下」

　ヴィットは革靴を前に踏み出し、じりじりと距離を詰める。

「第三王子という立場にありながら、邪教に魅入られ、人類に仇あだなしたこと……そして、我らが同胞、シャイ・リーンに偽にせの情報を与え陥おとしいれたこと……その手腕は賞賛に値するべきでしょうが、その行為を見過ごすわけにはまいりません」

「く、くそう……ッ！」

　ワスパーは壁かべ際ぎわに追い詰められつつも、なにかを取り出し、構えた。

「ほう……？」

　ヴィットは足を止めた。あれは──魔導杖マジックワンド？

「ホルムベルク王家の力を舐なめるなよ……！　私とて魔力級数レベルは８０００！　戦いようによっては……！」

　そう言ってワスパーは呪文を唱え、魔導杖マジックワンドが輝いた。と、その身体からだから薄桃色の煙のような魔力が発せられ、闇夜に浮かび上がる。

　煙は広がり、倒れた邪教徒たちを包むようにその場に満ちた。そして──

「……ぅあ……」

　邪教徒たちがその背中を動かし、立ち上がる。しかしその目は生気なく白目を剝むいたままだ。

「……繰り人パペット・形の術ストリングですか。外道な……」

　魔力を送り込み、人を操る魔術。意識を失った者であればより、操りやすい上、本人の身体を無視した負荷をかけることも可能だ。文字通り、外道の法であるが、こうした特殊な呪法を使いこなす魔力属性は王家の人間に多い。

「こいつらはこの街の人間だ！　すなわち帝国の臣民！　どうだ、攻撃できまい!?　ふははははは！」

　勝ち誇った笑い声をあげながら、ワスパーは腕を振り上げた。それに呼応して邪教徒たちがひと塊となり、ヴィットへ殺到する。

「私の勝ちだぁぁぁ！　死ねぇぇぇ！」

　邪教徒たちは白目を剝いたまま、覆いかぶさるようにしてヴィットへ襲いかかり──




　──パラパラパラパラパラッ！




　軽快な連続音が鳴り響いた。

　邪教徒たちが弾はじかれたようにその身体をのけぞらせ、動きを止めて眠るように崩れ落ちていった。

「……私はどうも、人間を相手にする任務を多く受け持ちましてねぇ。なので、こうして殺さずに無力化する術すべも心得ているわけですが……」

　邪教徒たちの中から姿を現したヴィットが言った。その左腕から金属製の魔導器ガジェットが展開し、筒のような砲口を見せていた。

「……当然、問答無用で殺すこともできましてね」

　そう言ってヴィットは、銃口から立ち上る煙をひと吹きした。





　　超魔覇天騎士団・ナンバー５・「非神兵」のヴィット

　　魔力属性：純粋エネルギー

　　魔力級数レベル：４２０９８






　高い魔力級数レベルを有しつつも、それを発現しない者が稀まれにいる。ヴィットはその極端な例だった。そもそも、魔力を使いこなし、魔術として行使するためには、魔力を体外に発現し、それを操る高度な修練が必要となる。しかし、ヴィットの場合は魔力が全く体外に発現しなかった。ウドウのように、身体能力にそれが発現するというわけでもない。

　だからヴィットは、魔導器ガジェットを使う道を選んだのだ。ヴィットは自らの身体を、帝国の大魔導院に提供した。通常では扱えないような、強力で複雑な魔導器ガジェットでも──それを体内に埋め込んだヴィットなら、容易たやすく扱うことができる。

　ゆえに、ヴィットは偶然や運を信じない。

　高い魔力級数レベルに生まれついたという偶然は、ヴィットに何ももたらさなかったからだ。

　ヴィットが力を得て、超ちょう魔ま騎き士しとなったのは、自らの意思ゆえのこと──だからこそ、事前にあらゆる情報を集め、先手を打つための活動を得手とする。

「我らは勝利を神の手に委ねはしない。１００％の勝利だけが、我らが盟主様の望み」

　ヴィットは鉄の砲口と化した右手を上げ、ワスパーに向けた。

「さあ、そろそろ食後のティータイムと参りましょうか、お客様？」

　ヴィットの左目が、敵を貫くかのように鋭く輝いた。

「わ、私を殺すのか!?　ホルムベルク王家のこの私を!?」

　見苦しく後ずさりをするワスパーに向かい、ヴィットは口を開いた。

「この左腕に埋め込まれているのは、雀蜂ニュアジ・のドゥ雲霞・ゲープ……先ほど撃った麻痺弾パラライザは生物の身体機能を麻ま痺ひさせ動きを止めるためのものです。しかし……」

　一瞬、ほっとした表情を見せたワスパーに、ヴィットは鋭い目を向けた。

「……当然ながら、この左腕が撃ちだせるのはこれだけではありません」

　ヴィットが砲口をワスパーへと向ける。

「や、やめろ！　第三王子の私を殺したらどうなるか……」

「あなたが第三王子だからですよ、殿下。ホルムベルク王家の人間が邪教に心奪われ、魔人卿ダイモンロードに手を貸したなど、あってはならぬことなのです」

「ひ、ひっ……！」

　考えの浅い男だ、とヴィットは思う。王位継承順位も低く、ただ遊んで暮らしていただけの男だ。暇を持て余したこういうやつほど、遊び感覚で悪に走る。

「……ふふふ……ふはははは！」

　突然、ワスパーが笑い出した。

「いいだろう！　私は堂々と死のうではないか！　しかし、魔人卿ダイモンロード様はその目的を達するであろう！　この戦いは我らの勝ちだ！」

「……目的というのは、西の遺跡に隠された次元塊フェーズキューブのことですか？」

「……んなっ!?」

　高笑いをしていた時の大きな口のまま、ワスパーは啞然とした。

「な、なぜそれを……!?　私がようやく手に入れた、父上しか知らない王家の極秘文書に記されていたのに……!?」

「なに、簡単なことです。あなたがたが手に入れたその情報を、私が知ったまでのこと。邪教徒の中に紛れ込ませた手の者を通じて、ね」

　ヴィットは首を左右に振った。

「さあ、お時間でございます殿下……敬意を以もって、その存在を消去いたしましょう。それが私の役目ゆえ……」

「ひ、ひぃぃぃっ！」

　ワスパーは背を向け、逃げ出そうとした。その背中へとまっすぐ、ヴィットの左腕が向けられ──

「炎焼のフラムベルク殲滅砲・ラ・ゴーム！」




　──ゴッ！




　紅に輝く一筋の線が、夜の闇を貫き──そしてワスパーの背中に突き刺さった。

「ギアアアアアアア！」

　背から上がる炎は一瞬にして渦を巻き、ワスパーの身体を包み込んで火柱を上げる。まるで蟻ありが獲物へと群がり、一瞬にしてそれを食い尽くすようにして、炎は身体を食い荒らし、その断末魔さえも焼き尽くして、消えた。

「……情報は戦いの前提。しかし戦いを制するは力。さて……最後に笑うのはどちらでしょうな？」

　紅の光が小さくなり、消える様に向かい、ヴィットは恭うやうやしく一礼した。





＊　＊　＊






　ホルムベルク王都の西側は峡谷が広がり、その下は湿地帯になっていた。天気がよくても霧が深くなり、見通しが悪い土地だ。入り組んだ谷の先に、岸壁と一体化して造られた遺跡は一体、なんのためのものなのだろう。

「戦術っていうのは、相手の先を読んで仕掛けるもんだ」

　カルゲルドはそう言って、手に持った木の枝を地面に延ばす。

「……理屈ではわかるよ」

　俺はそう答えて、ランプに照らし出されたものを見る。地面に描かれた図形──カルゲルドの描いた〇が４つ並び、俺の描いた×を押さえていた。こちらを押さえたとしても、次の手でカルゲルドの〇が５つ並ぶことになる。

「はい、俺の勝ち。これで５連勝」

「……ねえ、もう１回やらない？」

「いいけどよ、お前ちゃんと考えてやらないと勝てないぜ？」

「うーん……」

　カルゲルドは手のひらで地面に描かれた５目並べの升目を消し、再び格こう子し状の盤面を描き出した。

「……そういえばさあ」

「ん？」

　負けた方が先手──俺は先に×を盤の中心に描く。

「カルゲルドって、シャイ・リーンさんのこと崇拝してたんじゃないの？」

「え？　崇拝してるぜ？」

　カルゲルドはその隣に〇を描いた。

「なんでそんなこと訊きくんだよ？」

「いや、ほらさっきさ」

　俺は自分の×に繫つなげる形で隣に×を描く。

「そんなのおかしいだろ、って言ってたじゃん。シャイ・リーンさんに向かって」

「あー、まあな。うーん……」

　カルゲルドは腕を組んで少し考えた。

「……あれは俺が崇拝するシャイ・リーン様じゃなかった」

「っていうと？」

　言いながら俺は、手振りでカルゲルドの手番を促す。

「だっておかしいだろ？　いつものシャイ・リーン様ならあんなこと言わない。実の妹を殺すなんてさ。それに、これは自分だけの問題だなんて」

　カルゲルドが升目の中に〇を描いた。俺は×を描く。カルゲルドがまた〇を描く。

「我を抑えてただ冷静に義のために動く。情には流されないけど、善意を諦めはしない……そんな理想の騎士像を体現してるからあの人はすごいんだ。でも、今のシャイ・リーン様は普通じゃない」

　俺たちはそこから黙って２、３手ほど手番を進めた。盤の上では３つ並んだ×が〇で両端を塞がれた。

　俺はため息をついた。

「……だけど、その理想の騎士像も、妹さんへの後悔の念から来てたのかもね」

「それは違う」

　食い気味の返事が返って来た。俺は顔を上げる。カルゲルドの目は真剣だった。

「ただの後悔で１００年も理想の騎士を体現し続けられるもんか。過去になにがあったとしても、シャイ・リーン様はシャイ・リーン様だ」

「……そうか。それもそうだ。ごめん」

　カルゲルドは目を落とし、木の枝で盤面に〇を描き加えた。

「あ」

　〇の４つ並びが同時に２つ──これで詰みだ。

「はい、６連勝」

「うーん……」

　俺は盤面を見て考え込んでしまった。こんな簡単そうに見えるのに、どうしてうまくいかないんだろう。

「１箇所だけ見てるからだよ。２つ、３つ同時に仕掛けるのが戦いのやり方だからな」

　カルゲルドは笑い、また手のひらで地面を払って盤を消した。

「それじゃ、もしさ」

　俺は木の枝で升目を描くカルゲルドに向かい、言う。

「シャイ・リーンさんが悪の道に走って俺たちと敵対したら？」

「俺が正義の道に引き戻す」

　カルゲルドは顔を上げ、答えた。迷いのない目だった。そうか──と俺は思う。カルゲルドは決して、自分の正義をシャイ・リーンに依存しているわけじゃないんだ。

　俺は言葉を継ぐ。

「それじゃ、シャイ・リーンさんが毎日飲んだくれるようなことをしてたら？」

「シャイ・リーン様はそんなことしない」

「シャイ・リーン様が誰かと結婚したら？」

「シャイ・リーン様はそんなこと……！」

　カルゲルドは立ち上がった。

「い、いや、シャイ・リーン様が幸せならそれは喜ぶべきことでしかしそれは、ああいったい俺はどうしたら……」

　頭を抱えるカルゲルドに続き、俺も立ち上がる。

「……大変だね、推しがいるっていうのも」

　そして、その先に現れた人影に声をかける。

「……ね、あんたたちもそう思う？」

　そこに立っていた男が、フードの奥から目を光らせた。紅に光る眼めが、６つ──

「これは驚いた……まさか先回りをされるとはね」

　魔人卿ダイモンロード・嫉しっ風ぷうのセクズィネス。この前も出会った相手だ。

「超魔覇天騎士団を舐なめんなよ」

　カルゲルドが足で五目並べの盤を消し、言った。

「お前らの目標は次元塊フェーズキューブ……それはこの遺跡にある」

　俺たちの背後にある、古代文明時代の墳墓──その中に、ホルムベルク王家が秘匿してきた偉大なる遺産グレート・レガシーのひとつ、次元塊フェーズキューブが眠っている。

「戦術ってのは、２つ、３つ同時に仕掛けるもの……お前たちが今回狙ったのはシャイ・リーン様の命と、ホルムベルクの街への襲撃、そして次元塊フェーズキューブの奪取だ。どれかひとつでも取れれば成功、ってとこだろうけどな………」

　カルゲルドは身構え、声を張る。

「全部、俺たちが阻止する！」

「なるほど……しかしこうは考えなかったか？　君たちがここに来たことで、あの女騎士は助けを得られず死に、私も君たちを倒す」

　セクズィネスの身体からだから紫色の光が生まれ、そしてそれが大地へと広がっていった。地面から巨大な白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムが生まれ、立ち上がる。

「そして次元塊フェーズキューブは私のものになり、ホルムベルクの街は焼け落ちる……」

　現れた白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムは６体。それに、自らも身構えるセクズィネス。それを見て、俺は口を開く。

「……多分だけど、あんたには無理だと思う」

　セクズィネスの顔がぴくりと動く。

「……面白いことを言うな、若き騎士よ」

　セクズィネスが笑みを浮かべた。

「その理由は？」

「こいつら、一度見たから」

　俺は言った。この前は４体で、今度は６体。こいつらも前回と同じく、同時に倒さないといけないっていうアレだろう。

「……忘れてはいないかね？　今回はこの私もいるのだ」

「はぁ？」

「だからなに？」

　セクズィネスの言葉に、俺とカルゲルドは同時に返し──そして顔を見合わせ、また言った。

「「あんたなら俺たちに勝てるとでも？」」

「ほざけぇぇぇ！」

　セクズィネスが腕を振り降ろし、白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムたちが一斉に襲いかかって来た。

「たぁっ！」

　俺とカルゲルドは、同時に地面を蹴り、左右に散った。

「虚空斬刃ヴォイドエッジ！」




　──ズシャァッ！




　俺の放った無の刃が、白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムを２体まとめて斬り裂く。しかし──




　──ウオオオオン




　崩れ落ちたはずの身体が、みるみる内に復元してまた咆ほう哮こうをあげる。俺はとりあえずそれを放置して、別の１体へと向かい、それを虚空指弾ヴォイドフィンガーで撃ち抜いた。

「うおおおおりゃああ！」

　カルゲルドが別の白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムへと組み付いていた。その身体に攻撃を受けようが、足が砕けようが、お構いなしにその首元にしがみついている。

「……行くぞおらぁぁっ！」

　肩に取り付いたカルゲルドは、右手を拳にして白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムへと突きつけた。右腕の篭手が、金色に光り輝く──

「……閃光杭打拳フラッシュパイル！」




　──ガオン！




　魔導篭手ガントレットから放たれた光の杭くいが、白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムの頭部を砕く──と、同時にその右腕が弾はじかれ、大気まで歪ゆがませるようなその反動と共に、カルゲルドの上半身が砕けた。

「ぐぬおぉっ!?」

　カルゲルドは右肩から千切れて落ちそうな腕と、異様な形にねじ曲がった背骨をそのままに落下する。

「カルゲルド、無事？」

「ああ、どうってことないぜ相棒！」

　カルゲルドはすぐさま身体を起こした。バキバキに砕けて歪んでいたその身体が、みるみる内に形を取り戻していく。

「この魔導篭手ガントレットは特別製だ！　ヴィットのおっさんに似てるけど、ちょっと違う。無理に小型化したおかげでバランスが悪く、威力は高いが密着状態でしか使えない上、反動が大き過ぎて一発で全身の骨が砕ける代物！　つまり……」

　カルゲルドは襲いかかるもう１体の白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムに魔導篭手ガントレットを向け──

「俺にしか使えねぇんだよ！」




　──ガァン！




　再び、光の杭が放たれて白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムの腕を丸ごと、吹き飛ばした。

「ぐぬあぁっ!?」

　カルゲルドの右半身がまた変な方向に砕けるのが見えた。それを無理やり元の形に戻しながら、カルゲルドは着地する。

「……なるほど、君たちはなかなかの戦力だ」

　セクズィネスの声がした。白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムの陰に隠れ、離れてこちらを見守っている。

「侮あなどっていたつもりはないが、あのシャイ・リーンなどに比べれば重要性は低いと見ていた。まあ、その見解自体を変える気はないがね……」

「へん、安全なところから何を言ってやがる」

　カルゲルドが吐き捨てるように言う。セクズィネスはくっくっと笑った。

「実際安全なのだから仕方ないな。私のこの術にとって、怖いのはあのシャイ・リーンのみ……如何いかに君たちが不死身であろうと、せいぜい１、２体しか相手にできないのだ。それでは私に勝つことはできまい？」

「……ま、負けもしないけどね」

　俺が答えると、セクズィネスはまた笑った。

「いやいや、その通り……さて、すると私はいつまで経たっても目的のものを手に入れられないわけだ。どうしたものだろうな？」

　セクズィネスは両腕を広げてみせた。６つの紅あかい眼が動き、口元が歪む。その姿に、俺は思わず笑ってしまっていた。

「……白々しいこと言わなくていいよ」

　俺が言うと、セクズィネスがその笑みを止める。

　余裕ぶってはいるが、明らかに動揺しているのだ。そもそも、ここに俺たちがいることだって計算外だったはず。

　俺の横からカルゲルドが畳みかける。

「時間稼ぎの意味はとっくになくなってんだよ！　お前の可愛かわいい手下の邪教徒たちは、全員うちの先輩方がやっつけたからな！」

　ホルムベルクの街で同時に複数箇か所しょから火を放つという計画──ヴィット、そしてウドウがそれを阻止したのだと、ペンダントから聞こえるワイスの声が教えていた。

　俺はセクズィネスに向かい、指を突きつけて言う。

「当てが外れたね。俺たちを倒せなくて困るのはあんたの方なんじゃない？」

「ほざけ！　策のひとつが潰れるくらいは計算の内よ」

　セクズィネスの身体が魔力の光で包まれた。法衣ローブを翻ひるがえし、宙に浮き上がる。

「……君たちの奮闘に敬意を表し、いいものを見せてやる」

　俺たちは身構える。６体の白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムが咆哮をあげる。

「古代の禁呪法の中には、貴様らが不死身だろうとなんだろうと、関係なく存在を抹消するようなものもあるのだ」

　セクズィネスはそう言って右手を大きく上に掲げた。

「かつて貴様ら人間の都市を丸ごと無人の箱へと変えた……これこそがその秘術！　このホルムブルグとかいう国を丸ごと、あらゆる生命の絶えた死の地にしてくれる！」

　セクズィネスがそう叫ぶと同時に、白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムが襲いかかってくる。反撃の暇を与えないつもりか──！

「滅びの灰よ……我が意に応え、この地を死の沼へと変えよ……」

　セクズィネスが詠唱を始めた。その頭上に光が浮かび、魔法陣が描かれていく。

『……いかん！　滅瘴降アッシュ・オブ灰術・カラミティじゃ！』

　ペンダントからワイスの声がした。

『身体を溶かし、腐らせる死の灰を巻き起こす外法の禁術……！　あれに触れたらお主らとて無事ではすまぬぞ！』

「な、なるほど……！」

　つまり、カイリーの過剰治癒オーバーヒールみたいに、身体そのものに作用するのか──それは俺も防げないし、灰が降り続ける限りはカルゲルドも動けなくなるだろう。

「カルゲルド！　こいつらをまとめて！」

　俺は叫んだ。

「ちくしょう！　無茶言いやがる！」

「シャイ・リーンさんとはいつもやってることなんだろ！」

「ああそうだよ！　やってやる！」

　カルゲルドは向かって来る６体の白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムの前に、その身体を投げ出した。




　──ズムッ！




　白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムの突き出した爪に、カルゲルドの身体からだが貫かれる。

「……再生……！」

　腹を貫かれたまま、カルゲルドの身体は再生し──そして白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムの腕をその身体に固定した。そこへ、他の１体の攻撃も飛んで来る。

「お前もだ！」

　カルゲルドはその攻撃も身体で受けた。身体の再生をし続けて、それを固定する。

「閃光杭打拳フラッシュパイル！」

　右腕の篭手から、光の杭を撃ちだす──その反動で、反対側の白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムへ。




　──ガシャァッ！




　白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムのうち４体が、一箇所にまとめて折り重なり、倒れた。

「……真空！」

　俺はすかさず、空間に「無」を作り出す──他の２体が引き寄せられる！

「やれミヤ！」

「うん！」

　６体の白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムとカルゲルド、そして俺が一箇所に固まった──俺は自分の周りに、「無」の領域を作り出す──暗黒ブラック超重ホール崩壊弾・ダスト──！

「かーらーのー！」

　暗黒ブラック超重ホール崩壊弾・ダストは効果範囲が狭い──せいぜい１、２体くらいしか倒せない。６体を同時に倒すには、シャイ・リーンさんの超級雷槌ギガライトニング魔衝ハンマーみたいなでっかい魔法が必要だ。だったら、俺が動けばいい。

　自分の身体を包むように発生させた虚無の球──それを身に纏まとったまま、俺は跳んだ。虚空転移ヴォイドステップ──！

「うおりゃあぁっ！」




　──ドドドドドッ！




　レグルゥとの決闘でやった技──無慣性の連続移動によって、無数の残像を残しながら飛び回る虚空転移ヴォイドステップの応用だ。超重力の球を身に纏ったまま、俺は６体の白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムを巻き込み、一定範囲を飛び回る。超重力の残像がその領域を取り囲み、巨大な暗黒の領域を作りあげる──！

「……新技、超級暗黒ギガブラック超重転移ホールステップ！」

　俺の飛び回る領域すべてが、巨大な超重力の球と化す──




　───グゴゴゴゴ……！




　轟ごう音おんを立てながら周囲を空間ごと押し潰す巨大な漆黒の球が、白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムたちを吞のみ込んでいく。

「ぐぶッ!?　……あいぼぶッ!?　行けッ！　やっちまぶッ!?」

　白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムたちと一緒に、カルゲルドも潰されていた。身体がねじれて引きちぎれ、球ボールよりも小さな口だけしか残らない存在になりながら叫び続けている。

　俺は上空に飛び上がり、眼下の黒い巨大な球に向かい、手をかざす──

「潰れろォォォッ！」




　──ズゴォン！




　巨大な漆黒の塊が、一気に収束し──白骨造魔戦士ボーン・ゴーレムもろともに、一点に向かって消えた。

「……終わり！」

　俺は足を止めて地面に着地する──と、膝の力が抜けてその場に崩れ落ちる。

「……ぜぇっ、はぁっ……！」

　しまった──暗黒ブラック超重ホール崩壊弾・ダストを繰り出しながら、全力で虚空転移ヴォイドステップをし続けるなんて、やっぱり無茶だったかも。息切れがして、意識が遠くなる。

「……ふはははは！　味な真ま似ねをするではないか！」

　見上げると、セクズィネスがその頭上に光の魔法陣を輝かせていた。

「だが遅い！　お前たちはここまでだ……！」

　魔法陣が強く輝き、そこから不吉な瘴しょう気きが漏れるのを、俺は見た。

「滅瘴降アッシュ・オブ灰術・カラミティ！」




　──ブワッ！




　光が弾はじけ、瘴気の灰が零こぼれ落ちた。その灰がまるで意思を持つ手のひらのように広がり、あたり一帯を包む。

「ま、ずい……！」

　あれをなんとかしなきゃ──でも、さっきの超級暗黒ギガブラック超重転移ホールステップはさすがにやり過ぎた──手足に力が入らず、頭が真っ白になる。使い過ぎた力が、自分の手から離れていく──俺の身体を包む虚無の力が、離れる──！




　──ドン！




　頭の中に靄もやがかかり、意識が混濁していく中。

　海の底に沈んでいくように、水面が遠ざかっていくように、遠のく意識。

　その奥底で、俺は立ち上がっていた。

　久しぶりに外に出たような、雨に濡ぬれた服を脱ぎ捨てたような、そんな気持ちだ。

　頭の中に、誰かの声が響いている。

「ミヤ……お前の力……世界の理ことわりから外した力……」

　腹の奥底から響くような、または空の向こうから囁ささやくような、声。誰の声だろう。俺はこの声を知っている。

「運命プログラムに、逆らえ……」

　俺は声に導かれるように、地面を蹴って浮遊魔法フライトを発動し、空中へと飛び上がった。

「……な、んだ……と……？」

　セクズィネスが驚きょう愕がくしているような気がした。




　──ああ




　俺は思った。これは夢なんだな。よく見る夢だ。

　俺は右手を振り上げた。と、その手から光が放たれ──




　──ズバアァッ！




　光が吞み込んだ空間に舞った灰が、一気に赤熱して燃え尽きた。俺はそのまま、手から伸びる光をぐるっと動かす。空に撒まき散らされた死の灰が火の粉となり、すべて消え去っていった。

「そ、そんな……お前は……一体？」
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　驚愕の表情を浮かべるセクズィネスの顔を、俺は摑つかんだようだ。




　──そういえば、気になったんだけど。




「な、なに……!?」




　──クォ・ルーンに力を与えたのって、どうやったの？




「そ、そんなこと……!?」

　俺の頭の中に、イメージが流れ込んできた。胸の真ん中の結晶体が、クォ・ルーンの全身を支配しているイメージ──

「思考を直接読み取って……!?　そんな……こ、この力は……まるで……魔お……」

　俺は手に力を込めた。

　手のひらがセクズィネスの顔を焼き、その身体を火の粉と共に分解していく。

「ぐあああああああああ！」

　断末魔の声を残してセクズィネスの身体は塵ちりとなり、崩れ去った──




「……おい、大丈夫か相棒!?　起きろ！」

　頰をぺしぺしと叩たたかれて、俺は目を覚ました。

「……カルゲルド？」

　目を開けると、目の前には赤みがかった金髪の少年騎士──

「……なんで裸なの？」

「お前が全部圧おし潰したからだろ！　大変だったんだぞ再生するの」

　一糸まとわぬ姿のカルゲルドが、股間を隠しながら言った。

「あの死の灰とかいう術も阻止できたみたいだな！　お前があの魔人を倒したんだろ？」

「あ、まぁ、うん……」

　俺は意識の狭はざ間まで見たものを思い出そうとした。確か、倒した。うん、倒したはず。

「これであとは、シャイ・リーン様だけだな」

　カルゲルドは言った。俺は起き上がり、自分の身体を確かめる。うん、いつも通りみたいだ。

「……その恰かっ好こうじゃ加勢にもいけないね、カルゲルド」

「う、うるさい！」

　やたらと裸を恥ずかしがるカルゲルドのリアクションに、俺は思わず吹き出す。

「それじゃ、ここにいてよ。俺、行って来るから」

「行って来るって、まさか……？」

　カルゲルドの答えを待たず、俺は駆け出した。あのイメージを、伝えなきゃ──











７．新人騎士と夜明け









　シャイ・リーンとクォ・ルーンの戦いは続いていた。と言っても、クォ・ルーンの側には魔獣たちもついている。シャイ・リーンからすれば蹴散らす程度の相手だとはいえ、多勢に無勢なことには違いない。

「……雷衝鳴波ショックブラスト！」

　青白い光球から、雷電の矢が飛散する。翼持つ魔獣たちが雷光に打たれ、次々と落下していった。

「そぉら、そぉら！」

　クォ・ルーンが高笑いと共に、雷電の矢を潜くぐり抜ける。




　──ドガァッ！




　高速で飛行してきたクォ・ルーンの身体からだが、シャイ・リーンに激突する。

「うぐっ……！」

　シャイ・リーンの身体が勢いに押され、クォ・ルーンに持っていかれる。

「行くわよ、姉さん！　ほらほらほらぁっ！」

　クォ・ルーンはその体勢のまま、手元で火球爆裂ファイアボールを放つ。




　──ヅォン！




「ぐぁっ……！」

　火球の威力をまともに喰くらい、シャイ・リーンは吹き飛んだ。なんとか空中で体勢を整え、反撃に──

「遅いのよぉぉっ！」

　追撃の電光がシャイ・リーンを襲う。

「くっ！」

　即座に魔法障壁シールドを繰り出し、シャイ・リーンはそれを防ぐ。しかし、次の瞬間にはクォ・ルーンが肉薄している。

「遅い遅い遅い！　遅いわぁぁっ！」

　クォ・ルーンは拳の打撃を繰り出し、シャイ・リーンを追い込んでいく。その一撃ごとに、その拳は魔気オーラに包まれその威力を増しているのだった。

「はあああぁっ！」

　クォ・ルーンが両腕を振り上げ、衝撃波を繰り出す。

「むぅぅ！」

　シャイ・リーンもその隙間に、魔力を繰り出し──




　──ガォン！




　ふたつの衝撃波がぶつかり合った。余波が世界の中に波紋を作り、それに煽あおられた木々が、大地が、抉えぐれて吹き飛ぶ。シャイ・リーンとクォ・ルーンもまた、その爆発的な波動に煽られてお互いに距離を空けた。

「……はぁ、はぁ……」

　息切れをするなど、一体いつ以来のことだろう、とシャイ・リーンは思う。対して、目の前のクォ・ルーンはまだ平然としていた。

　──速い。

　シャイ・リーンは妹の姿を見ながら、内心で感嘆する。魔力級数レベルにそれほど違いはない。しかし、スピードは明らかに向こうの方が速い。それで先手を取られ続けている。

　シャイ・リーンの強さは、繰り出す呪文の威力ではない。高度な魔法でも、詠唱や術式を経ず一瞬で発動できることこそ、シャイ・リーンが最強の騎士たる所以ゆえんだった。しかし、今目の前にいる相手は自分と同じことができる──加えて、あの飛行のスピード。シャイ・リーンは魔術の天才だが、クォ・ルーンもまた、紛れもない天才だった。

　ならば──

「……謝るわ、クォ・ルーン」

　シャイ・リーンが言うと、クォ・ルーンは表情を変えた。

「一体なにを謝るっていうの、姉さん？」

「あたしはこの期ごに及んでもまだ、お前を救おうと考えていた」

　クォ・ルーンは真顔になっていた。シャイ・リーンは続ける。

「お前は強い……たぶん、あたしよりも。だけど……お前を倒すことには躊ちゅう躇ちょがあった」

「どういうこと？」

　クォ・ルーンは言う。

「わたしを見下してるの？」

「そうじゃない。ただ……」

　シャイ・リーンはクォ・ルーンを見る。悲しい目だった。

「……あなたは戦う人ではないから」

「…………！」

　クォ・ルーンは目を丸くした。シャイ・リーンは続ける。

「自らの信じるもののために戦う者であれば、あたしはそれを打ち倒し、命を奪いもしよう。どれだけ力の差があろうと、挑む者同士がぶつかり合えばそれを殲せん滅めつすることに躊躇はない……でもお前は違う。お前は力を持った民間人だ」

「……なん、だって……」

　シャイ・リーンは悲しい目で首を横に振る。

「その力は勇気の産物じゃない。はしゃぐ子供を殺すわけにはいかぬ」

「…………！」

　クォ・ルーンは赤い目を怒りに輝かせた。

「だったら！　そのはしゃいだ民間人に殺されろよ！」

　クォ・ルーンは両腕を前に突き出し、雷撃を放った。

「……ッ！」

　シャイ・リーンは魔法障壁シールドでそれを受ける。

「なにが勇気だ……なにが騎士道だ！　ちょっと魔力が強いだけのくせに！　情けをかけるほど偉いのかよ、お前は！」

「…………！」

　クォ・ルーンの腕から伸びる電光が、魔法障壁シールドの表面をじりじりと焼く。

「勇気も覚悟もない民間人が！　こんな力を持ってあなたを追い詰めてるのよ！　最高でしょう!?　でも構わないわよねぇ？　あなたの力は元々、わたしのものだったんだもの！」

「……ぐぐぐ……ッ！」

「さあ、わたしを見なさいよ！　あなたがこの世界からいないことにした、このわたしをね！」

　クォ・ルーンの放つ雷撃はさらに威力を増し、魔法障壁シールドを今にも貫こうとしていた。

「姉さんなんかよりも！　本当はわたしの方が！　ずっと強いんだから！　情けなんか……かけられたくないのよォッ！」

「ぬっ、おおおおおお……！」

　シャイ・リーンは全身に力を込めた。そうだ──クォ・ルーンの言う通りなのだ。シャイ・リーンはクォ・ルーンに情けをかけようとしていた──彼女はつい昨日まで、ベッドで寝ていた老婆なのだ。そしてシャイ・リーンの妹で、シャイ・リーン自らがその力を奪ってしまった相手なのだ──だが──

「……ぐぎぃぃぃぃ……！」

「……ッ！」

　シャイ・リーンは片手を魔法障壁シールドから離した。左腕１本で、クォ・ルーンの雷撃を支え、防ぐ。そして右手を上空へと掲げ──

「……超級雷槌ギガライトニング魔衝ハンマー！」




　──ズッドォォォン！




「ああああああっ!?」

　天から降り落ちた巨大な雷撃の槌つちが、クォ・ルーンに直撃した。

「……ぷはぁっ！」

　クォ・ルーンからの雷撃が途切れ、シャイ・リーンは息をついた。片腕で魔法障壁シールドを支えながらの攻撃魔法の同時発動──力業だ。そうでもしなければねじ伏せられなかった。しかし、ここで休んでいる場合ではない。

「……るぉおおおおお！」

　自らを奮い立たせるように、シャイ・リーンは雄お叫たけびをあげてクォ・ルーンに突進した。それと同時に、右手から火球爆裂ファイアボール、左手から氷結流弾アイスブラスト、続けて雷衝鳴波ショックブラスト、迅風斬刃ウィンドブレード、さらに魔導弾マジックミサイルの弾幕を、一気に放つ！




　──ドドドドドッ！




　あらゆる魔力の奔流を、一瞬のうちに引き受けたクォ・ルーンの身体が、まるで滝つぼに吞のまれたかのように躍り狂った。赤い髪が振り乱され、見開いた眼に瞳孔が揺らぐ。

　──とどめ──ッ！

　シャイ・リーンは右腕を振り上げた。その指先に、山吹色の輝きが宿る。必殺の一いっ閃せん、陽輝光槍破ソーラー・ブラスト──

「……姉さん……」

　──その時、クォ・ルーンの口がそう動いたように見えた。

「……この馬鹿騎士がぁぁぁっ！」

　一瞬、シャイ・リーンが躊躇したのをクォ・ルーンは見逃さなかった。念動力キネティックでその身を弾丸と化し、一気にシャイ・リーンへと突撃する。

「がはっ……!?」

　不意を突かれたシャイ・リーンの息が詰まる。そして──




　──ザシュッ！




　クォ・ルーンがその右手に作り出した魔気オーラの剣が、シャイ・リーンの肩を貫いた。

「あーはっはっはっは！　本当にダメな姉さん！　まさか躊躇するなんてねぇぇ！」

　クォ・ルーンが高笑いする中を、シャイ・リーンは地面へと落下する。




　──ドサッ




　もはや焦げた地面しか残されていない村の真ん中に、シャイ・リーンは落ちた。

「いい姿だこと。大陸の英雄が地面に大の字だなんてね！　私だったらそんな無様な姿、絶対に晒さらさなかったわ！」

　クォ・ルーンの声が上空から降って来た。

「く、そ……ッ！」

　シャイ・リーンは上半身を起こす。しかし──




　──ヴァッ




　その頭上で、クォ・ルーンが両腕を頭上に掲げ、雷撃を溜ためていた。

「……終わりよ、姉さん。あなたにはがっかりだわ」

　クォ・ルーンが冷たい声で言った。シャイ・リーンはその目を見て、はっとする。負の感情に満ちた目──嫉妬、反感、自己顕示欲。そういうものに塗まみれた目。

　──ダメだ。

　シャイ・リーンは祈った。

　──そんな気持ちで勝ってはいけない。それでは絶対に満たされない。

　暴力に身を委ね、負の感情を肯定したら、クォ・ルーンはきっとこの後も人を傷つけずにはいられないだろう。人の絶望を快楽として喰くらう魔人と、変わらぬ存在へと堕してしまうだろう。

　ここで自分が死ねば、それを止める者はいなくなる。いっそこの手で殺してもいい。絶対に彼女に殺されるわけにはいかない──

『……シャイ・リーンさん？』

　不意に、魔導篭手ガントレットから吞のん気きな声が響いた。

「……ミヤ？」

『あ、返事した。まだそっちやってます？』

　──まるで食事の様子でも尋ねるかのようなミヤの声に、シャイ・リーンは立ち上がって答える。

「……もうすぐ終わるところだ」

『ああ、まだやってるんですね。よかった』

「よかった……？」

『いや、今そっちにひとり向かってるから……』

　──向かってる？

　シャイ・リーンが訝いぶかしんだその時、別の声が別の方向から響いた。

「……機動剣リープソード！　お願い！」




　──ヴオッ！




　空を切り裂く音と共に、飛来するものがあった。

「……ッ!?」

　クォ・ルーンがそれに気がつき、両腕に溜めていた魔力を、そちらへと放つ。




　──ヴォムッ！




　炸さく裂れつした雷光に弾はじかれた３本の機動剣リープソードを、念動力キネティックで受け取りながら舞い上がる、３枚の光の翼──

「……シャイ・リーン！」

「ディーヴィ!?」

　超ちょう魔ま覇は天てん騎き士し団だんナンバー12・「三重輝翼トリスメギストス」のディーヴィの姿が、そこにあった。

「これを！」

　そしてディーヴィが、背に負ったものを取り上げ、投げる──




　──ガッ！




　それはシャイ・リーンの元へと落ち、地面に突き立った。帆布で覆われた、彼女の身長よりも長い棒状の物体。落下の衝撃で、それを覆う布が一部はだけ、中から黄金の柄と、蒼玉石サファイアの魔核玉コアストーンが覗のぞいていた。

　魔導篭手ガントレットからミヤの声がする。

「あ、届いたみたいだね、セヴィーラ様からの届け物」

「セヴィーラから……？」

　シャイ・リーンは立ち上がり、その黄金の柄を握った。

『伝言だよ。素ミ晴ラらビしリきスシャイ・リーンが為そうとすることなら、超魔覇天騎士団はその全戦力を預けます、って』

　ミヤの声を聞きながら、シャイ・リーンは柄を取る手に力を込め──それを引き抜いた。これは──

「神器・魔ま槍そうスペクロルガ……！」

　偉大なる遺産グレート・レガシーのひとつとも言われる、強力な魔力特性を封じられた装具──レグルゥの使う大剣「ヴェクトニトゥラ」や、ディーヴィの機動剣リープソード「ディジリトゥス」と並ぶ、シャイ・リーンの専用装具である。

「シャイ・リーン！」

　上空でディーヴィが機動剣リープソードを振るい、クォ・ルーンを牽けん制せいしながら叫ぶ。

「あなたは間違っていない！　どんな事情があったとしても……目の前の人を救いたいという気持ちが間違っているはずがない！」

「…………！」

　ディーヴィはクォ・ルーンの放つ火球に、輝くプラズマの光輪で応えた。夜空に交錯する炎熱を、さらにかわしながらディーヴィは叫ぶ。

「だから、今あなたに必要なのは力！　望むことをなし得る力よ！」

「……そうだな」

　シャイ・リーンは頷うなずき、黄金に輝く神槍を高く掲げた。

「シャイ・リーンとしてではなく、騎士として戦え……相手の事情など顧みず、堂々と力を振るえ。そう言うのだな、セヴィーラ様……」

　槍やりを掲げるシャイ・リーンに向かい、クォ・ルーンが叫んだ。

「……この期ごに及んで、槍の１本くらい、なんだっていうの!?」

　その身体からだから紫色の光が発する。




　──ヴゥン




　大地へと到達した紫色の光が世界に薄い膜ヴェールをかける。そしてその薄い光の向こう側から、また魔獣の群れが現れた。

「妹に武器を向けるなんて！　酷ひどい姉さんねぇ！　こっちもこれくらい許されるでしょぉぉ!?」

　クォ・ルーンは狂ったように笑う。その足元から、次々と魔獣たちが現れてシャイ・リーンに向かって進んでいった。

「……雷光よ！」

　シャイ・リーンが魔槍スペクロルガを掲げ、短く唱える。




　──ズゴォォン！




　天に一条の雷鳴が閃ひらめき、巨大な雷光となってスペクロルガへと、落ちた。

「……はあああああっ！」

　槍はそのまま雷光を纏まとい、巨大な光の剣を形成する。シャイ・リーンは両手でそれを構え──一気に振り降ろす！

「超極大級エクストリーム・雷槌魔ライトニング衝断ディバイド！」

　村ひとつを丸ごと両断する規模の光剣が、魔獣の群れの頭上に落ちた。その一撃で、魔獣の群れは壊滅──直撃を受けたものは瞬またたく間もなく蒸発し、直撃しなかったものもその余波でやはり蒸発した。

「ぬああああああ!?」

　衝撃波に煽あおられて、クォ・ルーンも飛ばされる。

「こ、これは……!?」

　念動力キネティックの飛行でその体勢を立て直すも、巨大な光剣の余波はなおも大地を灼やいていた。

「クォ・ルーン」

　声がして、クォ・ルーンは振り向いた。そこには、黄金に輝く槍を携え、宙空に静止したシャイ・リーンがいた。

「……シャイ・リィィィン!!」

　クォ・ルーンは雄お叫たけびと共に、雷光を放つ。しかし──
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　──クァッ！




　クォ・ルーンの放った雷光は、シャイ・リーンの掲げたスペクロルガに弾かれ、空の中へと散っていった。

「……この槍は、我が魔力を受けて光を纏う」

　シャイ・リーンがスペクロルガを構え、言った。

「蒼あおき玉石より発し、この槍を包む魔の光は、あらゆる魔力をその刃として纏い、また弾く鏡反の衣なり」

「ぬあああああ！」

　クォ・ルーンは速度を乗せ、シャイ・リーンに向かい突進した。

「……はぁっ！」




　──ズアァッ！




　すれ違いざま、シャイ・リーンは槍でクォ・ルーンをいなす。クォ・ルーンはその速度を御しきれず、錐きりもみ状に飛んだ。

「……言っただろう。お前は戦う人ではないと」

　体勢を立て直したクォ・ルーンに、シャイ・リーンは槍を向けた。

「だから、お前を救おうとするなら……あたしはお前より、遥はるかに強くなければならない。互角の力でせめぎ合っても、お前は救われてはくれまい」

　シャイ・リーンは呪文を唱える──と、再び槍に雷光が落ち、光を帯びた。

「ぬがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　クォ・ルーンがシャイ・リーンに向かい、飛んだ。

「……すまない」

　すれ違いざまに、クォ・ルーンが放った雷撃を、スペクロルガの魔槍は真っ二つに切り裂き──そのまま、斬撃がクォ・ルーンを屠ほふった。

「ぐああああ！」

　雷光をその身体に浴び、クォ・ルーンは絶叫する。

「こ、こんな、のってぇぇ……わたしが……一番なのに……わたしが……英雄なの……に……」

　シャイ・リーンは振り向き、クォ・ルーンを見る。その身体から魔力が漏れ出すかのように広がり、黒い魔気オーラが巨大な翼のようにクォ・ルーンを包み込んでいた。

『シャイ・リーンさん、胸の真ん中だよ』

　──と、魔導篭手ガントレットからミヤの声がした。

『そこにセクズィネスが埋め込んだ結晶体がある。それを破壊すれば……』

「……心得た」

　シャイ・リーンは槍を水平に構え、目を閉じた。

「魔力探知パワーサーチ」

　魔力の源を、探る──クォ・ルーンの胸の真ん中に、１粒の光。あれか──

　シャイ・リーンは右手の槍をまっすぐ、そこへ向ける。そして左手を天にかざし、東の空から昇る朝日をその手のひらに受けた。

　山吹色に光る魔力が、その身体を覆う。山吹色の輝きをその身に受けて、邪を貫く光線と化し、魔槍スペクロルガの切っ先から、一直線に放つ──

「……超魔陽輝エクサソーラー・光槍閃スティング！」




　──カッ!!




　槍から一条の光が、伸びた。

　細く白く、まっすぐに伸びるその光が、クォ・ルーンの胸の真ん中を、貫く。




　──アアアアァァッ




　声にならない声と共に、クォ・ルーンの身体を包む魔力が、散っていった。

　その赤い髪が消える炎のように散り、輝きを失った身体が、空から地に落ち──ディーヴィが３枚の翼を輝かせて、その身体を受け止めた。
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「クォ・ルーンは昔、魔力を失った……だけど、その身体は元々、高い魔力を生み出せる構造を持ってたんだ」

　俺は地面に木の枝で×の印を描きながら言った。

「だから、外から魔力を供給してやれば、すぐにその身体は高い魔力級数レベルを発することができるってことらしい。ついでに、１００年分の負の感情まで目覚めて、それが次元力リソースを生み出す元にもなったって、カイリーさんは言ってた」

「外部から魔力を供給なんてできるのかよ？」

　カルゲルドも木の枝で〇を描きながら応じる。こちらは衣服がすべてなくなって素すっ裸ぱだか──そこに、俺の首巻きを腰に巻いて股間を隠していた。あの首巻きはあとで捨てよう。

「胸の真ん中の……ここのあたりに」

　俺は自分の胸元を、手に持った木の枝で指し示した。

「あのセクズィネスってやつの魔力から作り出した結晶体を埋め込んでた。それを外部動力源として、本来の身体の魔力を起こす？　火をつける？　っていう理屈らしい」

「それじゃ、シャイ・リーン様はその動力源を切り離したんだな。さすが、武器を使わせても素晴らしい技をお持ちだ……」

　カルゲルドは感嘆のため息をつき、腕を組んで首を左右に振った。まあ、そのことを教えたのは俺なんだけど、いろいろややこしいので黙っていることにする。

「……その結晶体、ってやつでクォ・ルーンは洗脳されてたのか？」

「洗脳、っていうか……」

　カルゲルドが言う言葉に、俺は顔を上げた。

「クォ・ルーンが心の底に閉じ込めた、嫉妬とか苛いら立だちとか、そういう負の感情も、魔力と一緒に増幅されて……それで一気に噴き出したらしい。普通の人間ならそれだけで脳みそから血が噴き出す、ってカイリーは言ってたよ」

　俺は升目の中に、×を描いた。

「……はい、これで詰み」

「え？　……あ！　いつの間に４・３の形を……」

「これで３連勝だね」

「く、くそ！　もう１回！」

　カルゲルドは手のひらで地面を払い、描かれた五目並べの図形を消す。

「……もし、あのクォ・ルーンがさ」

　何気なく俺は口にした。カルゲルドは升目を描きながら黙って聞いている。

「昔に力を失ってなくて……最初から強力な力を持ってたら、どうなってたかな？」

「そんなこと考えても仕方ねぇだろ」

　カルゲルドは顔を上げて答えた。

「昔のことは昔のこと。そして今回のことは今回のことだ。どんな形であれあの人は、自分の意思でシャイ・リーン様に挑んだ……そのことは尊重したいぜ俺は」

「……そうか。まぁ確かにね」

　俺は頷うなずく。が、内心で納得のいかない思いも抱えていた。

　次元力リソースは人間の負の感情から生まれる──クォ・ルーンが行使した次元力リソースもかなりの量だった。だけど、その感情は本来、爆発せずにそのまま胸の奥に消えていくはずだったものじゃないのか。あの穏やかな執事のおじさんがあんなに慕っていた人が、あんな風に負の感情を爆発させるなんて──だとしたらやっぱり、クォ・ルーンも魔人卿ダイモンロードによって運命を狂わされたことに変わりはない。力を得たことで、感じなくてもよかった負の感情を、シャイ・リーンに対して抱くことになって──




　──ぱきっ




　俺の手の中で音がした。

「……どうした？」

「あ、うん、なんでも……」

　カルゲルドの問いに、俺は曖昧な返事をし、折れた木の枝を見つめた。もしかしたら、この時感じた感情こそが「怒り」だったのかもしれない。

「……あ、来たぜ」

　カルゲルドが言う声に顔を上げると、騎士団の紋章が入った飛空艇がこちらへ降りて来ていた。

「……なあ相棒、帝都に戻ったらまた宿屋の仕事続けるのか？」

「まあね。俺は非常勤の騎士だし……」

「セヴィーラ様に言ったら飛空牙城に住めるだろ？」

「んー、まあそうかもね」

　俺は言葉を濁し、飛空艇の降りて来る方へと向かった。カルゲルドは肩をすくめて俺のあとからついてきた。
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「……これで、元の通りってわけね」

　ベッドの上に上半身を起こした老婆が、呟つぶやくようにそう言った。その傍かたわらで椅子に座り、その顔を見つめるシャイ・リーンがいた。

　殺風景な部屋は飛空牙城の一室──窓には鉄てつ格ごう子しが嵌はめられ、さらに魔力で補強もされた牢ろう獄ごくだが、最低限の生活環境は用意されている。

　老婆は両手を広げ、その上に視線を落とした。

「……恐ろしかったわ。力を得た瞬間に、いろんな感情がどんどん湧き上がってくるの。わたしは怒っていいんだ、復ふく讐しゅうしてもいいんだ、嫉妬してもいいんだぞって、誰かが語り掛けてくるの。他の誰でもない、このわたしの心の中にいる誰かがね」

「クォ・ルーン……」

　シャイ・リーンは妹に語り掛ける。しかしクォ・ルーンは首を左右に振る。

「いいのよ姉さん。自分のやったことだもの。言い訳なんてしないわ。罰は受けます」

「うん」

　シャイ・リーンが頷く。

「この部屋から出てもらうわけにはいかないが……」

　そこまで言ったところで、部屋の入り口が開いた。

「……お茶をお持ちしました」

「まあ……」

　初老の執事がティーポットを手に入って来たのを見て、クォ・ルーンは目を丸くする。

「こんなことしかできず、すまぬ」

　シャイ・リーンが言うと、クォ・ルーンが首を横に振ってにっこりと笑った。

「充分よ、ありがとう、姉さん」

「うん……」

　シャイ・リーンは椅子に座ったまま、クォ・ルーンの顔を見つめる。クォ・ルーンもまた、その顔をまっすぐ見つめ返した。

「ひとつだけ……訊きいてよいだろうか」

「なにかしら？」

「……どうだった？　その……力を得た気分は」

「そうねぇ」

　クォ・ルーンは執事からカップを受け取り、しばらくその湯気を顎に当てていたが、やがて口を開く。

「……あの時は最高だったわ。だけど今は最悪な気分ね。酒に酔い潰れて、起きた日の朝みたいよ」

「…………」

　クォ・ルーンは紅茶をひと口、啜すすり、ほうと息を吐いた。

「可能性を感じている時は本当に心地よくて……でも可能性を失うとその心地よさでさえ後悔する。もしかしたら、若さなんてそんなものなのかしらね」

「…………」

　シャイ・リーンは頷き、無言のまま立ち上がった。

「姉さん」

　部屋を出て行こうとするシャイ・リーンに、クォ・ルーンが声をかける。

「あなたは私の誇りよ。昔も、今も」

　シャイ・リーンは振り返り、もう一度頷いた。部屋の中は紅茶のいい香りに溢あふれ、穏やかな時間が流れていた。
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　それからしばらく経たった。

　帝都は建国祭の賑にぎわいも終わり、落ち着いた日常の様子が戻ってきていた。

　俺は相変わらず宿屋で働きながら、非常勤の騎士として指令が下るのを待っている──とはいえ、あれから特に連絡はない。

「平和なのはいいことだよね」

　裏庭で薪まきを割っていると、押し車に腰かけたリネットがそう言って笑った。

「メェェ」

　草を食はんでいたミミも顔を上げ、それに応じる。

「まぁそうだね、ただ……」

　俺はそこまで言って、また次の薪を割る。

「ただ、なに？」

「いや……」

　俺は黙って次の薪を台の上に載せた。

　今回、カルゲルドやヴィットと出会い、その働きを見聞きして、俺にも少しわかってきていた。騎士のような戦う職業の人たちが、普段なにをしているのか──戦争でもなければただの穀潰しだって俺も思っていたけど、決してそうじゃないんだ。

　皆、争いや戦いがなるべく起こらないように──或あるいは、起こった時にすぐ収められるように、日ごろからそれぞれに戦いを繰り広げている。ヴィットのような諜ちょう報ほう活動であったり、カイリーやワイスのような頭脳労働であったり、または政治の舞台であったり。

「あなたは今のまま、市し井せいの民として暮らしていてください」

　あの事件のあと、セヴィーラは俺にそんなことを言った。

「普通の市民であり、普通を知っているということが力になることもあると、わたくしは思うのです。だから……」

　──それはそれで、俺は構わなかった。ただ──自分の中で、なにかが変化していることに、俺は気がついてもいた。それは、騎士というものに対する思いであり、魔人卿ダイモンロードたちに対して抱く感情でもあり──そして、俺の身体からだを包むこの「ゼロ」の力に対する感情でもあった。

「……よう相棒！」

　突然、カルゲルドが顔を出した。

「みんな表で飲んでるからお前も来いよ！」

「まだ仕事中だよ」

「なんだよ付き合い悪いな！　それじゃリネットちゃん、来なよ！」

「えっ？　私ですか？」

「ほら、いいからいいから！　ディーヴィがまただいぶ飲んでてさ……」

　カルゲルドがそう言ってリネットを引っ張っていこうとすると、そのさらに後ろからディーヴィが顔を出す。

「ミヤくぅぅぅん！　なんでこっち来ないのぉぉぉぉ！　おいでよぉぉぉ」

「ほら行くぞディーヴィ！」

「ミヤくぅぅぅぅぅぅぅん」

　カルゲルドがディーヴィとリネットを引っ張って表へと行くのを俺は見送った。

「そう言えばカルゲルドの身体って、酒に酔うのかな？」

「メェェェ」

　ひとり呟いた言葉に、ミミが答えて鳴いた。俺は斧おのを持ち直し、再び薪割りに戻ろうとして──

「ミヤ」

　声をかけられ、俺は振り返る──と、そこには蒼あおい髪の背の高い女騎士が立っていた。

「シャイ・リーンさん。どうしたんです？　みんな表で飲んでますよ」

「ああ、あとで顔を出そう」

　そう言ってシャイ・リーンは俺の方に歩み寄る。

「あの時は助かった。ありがとう」

「……なんでしたっけ？」

「クォ・ルーンの結晶体の位置を教えてくれたことだ」

「ああ」

　俺は斧を置いて笑った。

「仲間の役に立ててうれしいです」

「ふふ……」

　シャイ・リーンは笑った。はっきりと。

「……ミヤくぅぅぅん！　こっちで飲もうよぉぉぉ！」

　裏口がまた開き、ディーヴィがふらふらと現れた。

「ほら、仕事なんかやめやめ！」

「あ、ちょっと……危な……」

　ディーヴィは俺の手にしていた斧に手をかけ、取り上げようとする。

「おりゃぁ！」

「わっ！」

　ディーヴィが摑つかんだ斧を力任せに引っ張ったので、俺は前につんのめって──




　──むぎゅ。




　柔らかい感触。

「おおい、ミヤぁ。ディーヴィがこっちに……」

　宿の裏口から、カルゲルドが顔を出し──俺がシャイ・リーンの胸でハグされている状態になっているのを、目撃してしまった。

「……お、お、おおおおおおお前えぇぇぇぇ!?」

　カルゲルドの目が飛び出さんばかりに見開かれて声が裏返る。

「てててててててめぇぇぇぇぇ！　許さねぇ！　勝負だ！」

「おわっ!?　やめろってこんなとこで!?」

「うるせぇぇ！　今ここで決着をつけてやる！」

　ドタバタと躍りかかるカルゲルドを、俺はいなす。シャイ・リーンは笑いながらディーヴィを連れ、表に行ってしまった。

「あ、ほらお前の女神様が表に行ったぞ。エール持ってくからお前も行けよ」

「その前に一発殴らせろ！」

「やだよ」

　俺とカルゲルドの様子を見て、ミミがひと声、メェェ、と鳴いた。
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　森の中を、小柄な男が歩いていた。襤褸ぼろをその身に纏まとい、粗末な木の杖つえをついて歩く姿はいかにも頼りなさげだ、が──もしもその姿を見かける者があれば、そもそもこのような深い森の中に、このような人間がひとり、歩いていることを不思議に思うだろう。

　やがて男は立ち止まり、フードの奥からその目を光らせて空を見上げる。

「想像していたよりも早いが……」

　よく見ればこの時、男が口元に笑みを浮かべていたことに誰か気が付いたかもしれない。実際、この時男は楽し気な様子であった。

「……やあ、こんなところにいたか」

　男に声をかけた別の男の姿があった。黒い騎士服を身に纏い、長く波打つ髪が肩まで伸びた秀麗な顔つきの男──

「未来の様子はどうだった？」

　ゲイハルが男に向かい、問いかけた。男はふん、と鼻を鳴らして応じる。

「予定に変更はない。今のところはな」

「そうか。それじゃ俺も急がないとな」

　ゲイハルは肩をすくめた。

「あんたの大事な息子だ……しっかり面倒は見させてもらうよ」

「……ふん」

　男はゲイハルを鼻であしらい、森を見た。

　男の見る森の姿は、今ここにある森ではない。

　紅くれないの炎に焼き尽くされ、人も獣も全てを焼いて空を焦がす森の姿だ。

「……破滅の時は近い」

　男はフードを目ま深ぶかに被かぶり、再び森の中へとその輪郭を溶かしていった。ゲイハルはその場に立ったまま、その背中をいつまでも見送っていた。
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　輝てり井い永えい澄とうです。

　おかげさまで、本作「世せ界かい最さい強きょう騎き士し団だんの切きり札ふだは俺おれらしい」も第２巻を出すことができました。お手に取っていただきありがとうございます。

　とにかく強くて、そしてクセのある超ちょう魔ま覇は天てん騎き士し団だんの面々が次々と登場する、というのが本作のコンセプトですが、ライトノベルのいいところはそんなキャラクターに画えがつくこと。「空から手てバカ異い世せ界かい」でもお世話になったｂｕｎ１５０さんが引き続きイラスト担当を引き受けてくださり、ミヤ君やディーヴィ、ゲイハルたちが美麗なイラストでとても魅力的な姿を見せてくれました。

　彼らが大暴れした第１巻は好評をいただき、「他の騎士団の面々も見たい！」という声を多くいただきました。そこで第２巻は、未登場だった超ちょう魔ま騎き士しのうち３人が新登場し、そして第１巻ではちょい役だった騎士団のナンバー２、大陸最強の一角である「素晴らしきミラビリス」シャイ・リーンをメインに据えた話となっています。

　本巻で語られたシャイ・リーンのバックストーリー、そして力を失った妹の存在は、キャラクター設定時に大雑把に考えていた構想を、ひとつの大きな事件として引っ張り出したものです。加えて、「騎士団最弱」であるカルゲルドや、人類の敵である魔人卿ダイモンロードに加担する人間たちまでも登場したことで、本作のテーマに多角的な光を当てることができたと思います。




　本巻で登場した他の超魔騎士たち──「慈悲の死神デス・マーシー」カイリーや「非神兵」ヴィットだけでなく、すべての最強騎士たちに設定ができていたりします。今回、シャイ・リーンのビジュアルが登場したように、シリーズが進めば新たな騎士、新たなビジュアルがどんどん現れて、特設サイトの超魔覇天騎士団メンバー欄も埋まっていくはず！

　もちろん、ミヤ君とその家族や世界の謎など、描いていない大きな物語もまだまだたくさんあります。

　彼らの活躍を、引き続きお届けできれば嬉うれしく思います。


輝井永澄





















世せ界かい最さい強きょう騎き士し団だんの切きり札ふだは俺おれらしい２




無む敵てき集しゅう団だんの中なかで無む能のう力りょく者しゃの俺おれが無む双そう無む敗はいな理ワ由ケ
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